
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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「おっはよ、圭けい一いちくん。」

「おはよ。」

「よかった。今日もお寝ね坊ぼうかと思ったよ？　昨日は、おばさまには先に行ったって言われるし、学校には来ていないし。途中で日にっ射しゃ病で倒れちゃったのかなって心配してたんだから。」

「へいへい、昨日は心配かけて申し訳ございませんでしたー。」

「ヘーイ、グッドモーニーン！」

「魅みぃちゃん、おはよ～！　…わ、…それ絶対にバレるよ、お酒臭くさいー！」

「そう言えば昨日は町会の人が集まっての打ち合わせ会だったんだっけ？」

「打ち合わせ会なんて名ばかりの宴えん会かいだよ。毎年やってるお祭りだもん。今さら小難しい打ち合わせなんかないし。」

「今日の午後は、やっぱりお祭りのお手伝いに行くのかな？」

「うん。婆ばっちゃの代わりにいろいろ挨あい拶さつしなきゃなんないし。それにね、祭りってのは準備からもう始まってるからねぇ！」

　いつもの朝の軽快な会話。

　…昨日、俺が魅み音おんの家に押しかけてした、あの物ぶっ騒そうな話は…文字通り忘れてくれたようだった。

　………思い出せば思い出すほど、俺はとんでもないことを魅音に言ってしまったと思う。…怒ど鳴なりつけられてもおかしくない、まさに暴ぼう言げんだった。

　鷹たか野のさんが話を誇こ張ちょうしていた可能性は高い。……この、俺たちの仲間で親友の魅音が、雛ひな見み沢ざわを実効支配する御ご三さん家け、園その崎ざき家けの若きリーダーで、連続怪死事件を裏で糸引く存在だとは……確かにちょっと思えない。

　…………でも、……百万分の一の確率で…それが真実なら……。……昨日、俺が魅音にした話は、……結けつ実じつするかもしれない。

　そう、まさに百万分の一。…でも、沙さ都と子こを救うための確率をほんのわずかでも上げるための小さな努力。…………少なくとも、俺はその努力をした。

　………昨日までの時点で、俺にできる努力はそれでし尽くしたはずだ。……あとできる努力があるとすれば…沙都子の叔お父じが祟たたりで死ぬことを祈って、水ごりでもするくらいか…。

「……沙都子、今日は来ているといいな。」

「…そうだね。……先生がいろいろと手配してくれたんでしょ？　うん。…きっと大丈夫だよ。」

「雛見沢地区の民みん生せい委員が私の叔お母ばさんなんだけどさ。…昨夜、電話して聞いてみたよ。」

「へー、魅ぃちゃんの叔母さんって民生委員さんなんだね。…それで？　沙都子ちゃんのこと、なんて言ってたの？」

「うん。先生があの後、直接、県の児童相談所に電話してね。児童福ふく祉し司しが昨夜の内に訪問したらしいよ。私の叔母さんにも、今後定期的にアプローチするようにと連絡があったって。」

「……小難しい話はいいよ。それより沙都子はどうなったんだよ。保護されたのか⁉」

「うーん…。叔母さんはそこまでは知らされてなかったみたい。…本来はこういうのって、秘密だからね。叔母さんが私に話してくれたのも、充分に倫りん理り違い反はんなんだしさ。」

「………………………くそ、かえって不安になったぞ。」

「……行こ、…学校に。」

　そうだ。いくら議論したって不安は募つのるばかり。……学校に行って、沙都子が無事かどうかを確かめる方がはるかに手っ取り早い。

　三人で頷うなずきあうと、…俺たちは駆かけ出していた。




　……沙都子は無事だろうか。児童相談所とやらはどんな手を打ってくれたんだろう。

　何でも、とにかく今日から沙都子が平へい穏おんに暮らせる、元の日々が返ってきてくれるなら何でもいい。

　昇降口の下げ駄た箱で、レナが沙都子の靴くつ箱をのぞき込む。

「あ、…沙都子ちゃんの靴、あるよ！　あるよ！」

「圭ちゃん、沙都子は来てるよ。よかった…！」

「来てるだけじゃわからないだろ。沙都子の顔を見るまで…何もわかるものか！」

　ばたばたと教室へ駆け込む。教室は…いつもの賑にぎやかな朝だった。

「…沙都子…‼　どこだ…⁉」

「……みー。ここにちゃんといますですよ。」

「朝っぱらから騒そう々ぞうしいですわね。少しはお静かになさいませー。」

「沙都子ちゃん！　………その、……大丈夫だった？」

　仲間で、わっと沙都子を取り囲む。

「…福祉司、来たんでしょ？　……その、…どういう話になったわけ？」

「……呼んだのはどなたですの？　まったく、…とんだ騒ぎでしたのよ？」

　とんだ騒ぎで迷めい惑わくしましたのよ？　とでも言わんばかりの沙都子。…まるでささやかなイタズラを大騒ぎして、先生に言いつけたのは誰？　くらいの感じに見えた。

「先生だよ。………あれだけ欠席すりゃ心配もする。」

　………沙都子は、あれだけ大丈夫だと言ったのに、と独ひとり言ごとを言う。

　やっぱり、……沙都子は、この苦く難なんをたったひとりで耐たえ忍しのぼうとしているんだ。

「…私も叔父様もとんだ迷惑でしたのよ。急にあんな人に押しかけられて、もう…。」

「みんな沙都子ちゃんのこと、心配してたんだよ。迷惑だなんて言わないで…。」

「あーもう‼　とにかくそれで！　どうなったんだよ⁉」

「どうもこうもしませんわ。ほっほっほ、風か邪ぜが治ったから学校に来ただけのことですのよ？　これからは、あんまりお休みして心配をかけないようにしないといけませんわね。…ほっほっほ。」

　……沙都子は、…何を言ってるんだ…？

「叔父さんはその…どうなったの？」

「えぇ、多少誤解があったことを認めて、二人でごめんなさいをしまして、」

　ぐい。……梨り花かちゃんに襟えり首くびを摑つかまれ、後ろに引かれる。

「……な、…何だよ梨花ちゃん。」

　梨花ちゃんは無言で俺を引っ張ったまま、廊ろう下かへ連れて行く。

「…………………梨花ちゃん、…あれは…どういうことだよ⁉」

「……沙都子は、………何でもないと言って、福祉司を追い返してしまいました。」

　…………………ば、

「…馬ば鹿か野郎…[image: !!!]　な、……なんで…⁉」

　いや……、心のどこかで、…そんなこともあるかもしれないと思ってた。

　沙都子は…誰の助けも借かりず、…誰の背中にも隠れず、…この苦難を乗り切ろうとしている。……悟さと史しが再び帰ってきても、自分はもう兄の背中に隠れなくても大丈夫だ、ということを立証して見せるために。

「だ、だけど…、監かん督とくに聞いた話じゃ、福祉司ってのは本人の意思に関係なく緊きん急きゅう保護をすることができるんだろ⁉　いくら沙都子が虐ぎゃく待たいを否定したって、虐待は事実…‼」

「……前まえ原ばらくん。」

　…知ち恵え先生が、やって来た。……表情は決して明るくない。

「…………前原くんの言うとおりです。児童福祉司は緊急性があると判断すれば、職しょっ権けんで緊急保護をすることができます。当事者の意思に関係なく。」

「じゃあどうして⁉　どうして沙都子の意思が変に尊そん重ちょうされて…保護されないことに⁉」

「…それは……、児童相談所長がいろいろ検けん討とうした末に判断を……。」

「何だよそりゃああぁあぁあぁあッ[image: !!!]　先生、昨日あんた、絶対に助けるから大丈夫って言わなかったか⁉　これはどういうことだよ⁉　おかしいじゃねえかよ⁉　ええッおい[image: !!!]」

「…………………圭一。……実は、沙都子の児童虐待の通報は、これが三回目なのです。……過去にも、…二回あったのです。」

「古ふる手でさん…！」

　先生が制せい止ししようとするが、梨花ちゃんは構わずに先を続ける。

「…過去に、二度？　……おととしの冬に通報して様子見になったって話は聞いてるが、……その前にもあったのか？」

「………沙都子の死んでしまったお父さんは、沙都子の本当のお父さんではないのです。」

「え…？　梨花ちゃん…、……それが、……え？」

　突然の話に面めん食くらう。……梨花ちゃんが何を言いたいのかさっぱりわからず、…だけれども、何か重要な話のようで、…口を挟はさむことも出来ない。

「……沙都子のお母さんは再婚なのです。沙都子と悟史はお母さんの連れ子で、…お父さんとは血はつながっていなかったのです。」

　悟史は大人の言うことを素直に聞く、…いい子供だった。……新しい父にもすぐに受け入れられ、可か愛わいがられた。

　でも、…沙都子は違った。反はん抗こう的で噓うそつきで悪いた戯ずらばかりで。…義ぎ父ふには全然好かれなかった。

「………え、………。……つまり、……どういうことだよ…。」

「……沙都子は、叔父夫婦に預けられる以前の家族の時も、……あまり良好な家族関係ではなかったのです。」

　もちろん義父だって初めは悪意があったわけじゃない。…新しい娘を受け入れようと、初めは努力しただろう。

　でも、……幼い沙都子にはその努力はまったくなかった。

　義父に対してよそよそしく、決して心を開こうとはしなかった。…いつも取ってつけたような噓や悪戯で、…困らせた。

　義父の躾しつけや仕置きは、もちろん初めは愛のあるものだったかもしれないが、…すぐにそれも薄れた。

「…………私はその時は雛見沢にいなかったからよく知らないけれど…。……昨日、電話で初めて知りました。」

「…先生が聞いたのはどんな話ですか。」

「……北ほう条じょうさんが、両親、…特に義理のお父さんを陥おとしいれるのを目的に、自じ傷しょうと作つくり話ばなしで…噓の虐待話を作って……、自分で虐待ＳＯＳに電話したって。」

「自傷と…作り話……？」

「……沙都子は、…嫌いなお父さんを追い払うため、噓の電話をしたのです。」

　児童福祉司や民生委員がすぐに駆けつけ、事情を聞いた。……義父は、行き過ぎた部分があったことを素直に謝しゃ罪ざいし、以後、児童相談所の指導を受けることを承しょう諾だくした。

「…………いろいろと関係機関が調べた結果ね。…………義父と北条さんの心のすれ違いに原因があることはわかったんだけど…。………それ以上に、北条さん自身に問題があることがわかったの。」

「沙都子に問題って、……何です。」

　……沙都子の母は、再婚までに至いたらずとも、…内ない縁えんの夫と同どう棲せいすることが何度かあった。……沙都子は幼よう少しょう時から、少なくとも二～三人はお父さんと呼ばなければならない男との生活を強要されてきた。

　いつの頃からか、…沙都子の悪戯がエスカレートするようになった。

　…食事をわざとこぼしたり、ひっくり返したり、…投げつけるようになった。

　近所の窓ガラスを割ったり、お菓子を万引きしたり。

　画が鋲びょうやらをバラ蒔まいたり、大おお怪け我がするようなワナを仕掛けたり。……今のような、笑い事で済むようなものではなく。

　そしてすぐバレるような噓を平気でつき、……その度に怒られた。…でも一向にそれらを改めようとはしなかった。

「…………北条さんのことを問題児なんて、思わないでね。…これは幼い北条さんが、…母親を知らない男に取られまいとして取った、…自じ衛えい的な行為なの。」

　沙都子の問題行為について、公的機関の児童心理学専門家は、……母親の興味を自分に引くための行為であると指し摘てきした。

　そして沙都子に心的外傷による一種の障しょう害がいを認め、…専門家によるカウンセリング治ち療りょうが必要だと告げた。

　その治療で、沙都子の心の傷が癒いやされたかは…わからない。

「……北条さんは、わざと体に傷を作り、…お義父とうさんに虐待を受けているとね、……自分で通報して、お義父さんを追い出そうとした。」

「………でも、……結局、…沙都子を虐いじめてたわけだろ、その義父は。」

「いいえ。…虐待の話は全部、…北条さんの作り話だった。…義理のお父さんは、もちろん少し感情的な叱しかり方をしてしまったかもしれないけど…逸いつ脱だつしてるほどではなかったの。」

　沙都子は、……義父を追い出すために噓をついた。

　そして…すぐに看かん破ぱされ、……沙都子に問題があることが、…わかってしまったのだ。

「………あ、…………ひょっとして、……そのせいで、……おととしの冬は…様子見に…？」

「……はい。……………児童相談所に、ちゃんと昔の記録が残ってましたですから、……沙都子の噓の可能性もあるから慎しん重ちょうに、…ということになりましたのです。」

「…………何だよそれ。……つまり、…何だよ。…沙都子は、……噓をつくかも知れないから慎重に。…だから、………様子を見ろ、ってことに、……なってるのかよ⁉」

「………………狼おおかみと羊飼いさんなのです。」

　…一度噓をついたら、…もう誰にも信じてもらえないっていうおとぎ話。

「ふ、ふざけんなよッ‼　昔のことなんか全然無関係だろ⁉　今現在起こっている事実だけが重要なんだろうが‼　沙都子は叔父に虐待されている‼　どうしてその事実が…昔の出来事で歪ゆがめられなきゃならねえんだよ‼」

　………先生も梨花ちゃんも、何も言い返せない。

「……とにかく、それを慎重に判断するために福祉司さんが昨日、訪れましたのです。」

　そして…応対した沙都子は、……精せい一いっ杯ぱいの強がりの笑顔で、虐待を否定した。

　もちろん、多少は叔父にも口止めの脅きょう迫はくを受けたんだろうが。……誰の助けも借りずに耐え抜こうとする沙都子は、……家で悟史の帰りを待ちたい沙都子は…。……虐待の事実をきっぱり否定した…………。

　……沙都子の大馬鹿…。…………お前、……何を我が慢まんしてるんだよ…？

　こんな我慢ごっこをして…、…本気で悟史が帰ってくると思ってるのかよ…？

　もうやめろそんなこと。…悟史はな、…お前を捨てたんだよ。…今日まで助けに現れなかったのが、その証拠じゃないか。……だからもうやめろ。…変な我慢ごっこはやめてくれ…。

「…………………今した話は全部忘れるように。いいですね。他の子にしゃべったら先生、怒りますからね！」

　先生は一応の釘くぎを刺すと、職員室に戻って行った…。

「………圭一。沙都子のことを可か哀わい想そうな子なんて思わないで下さいです。」

「……………………………。」

「……沙都子は、しっかり生きていますです。…沙都子は、」

「そんなのわかってる‼　俺たちのかけがえのない仲間だ！」

「…………沙都子は、まだ頑張っています。…もう少し、…見守ってあげましょうです…。相談所の人が、今後も定期的に訪問すると言ってるのです。……大変なことになったら、すぐに助けてくれますよ…。」

「……………………大変なことになった後、だろ。」

　それ以上は喧けん嘩か腰ごしになってしまうので、…ぐっと言葉を飲み込み、教室へ戻った。

　魅音とレナは相変わらず沙都子とおしゃべりをしていた。

　…会話は他た愛あいないもの。面白おかしい、まるで楽しかった頃の日常のようだった。

　………もし、…沙都子が本当にまだ耐えられるというのなら、……梨花ちゃんの言うとおり、見守るべきなのだろうか。……俺が何をしても、余計なお世話なのだろうか。

　何もできず、何の役にも立てない自分が、……ただただ歯は痒がゆい…。




「さぁて、お昼でございますわねぇ‼」

「……みー！」

「あははは！　五人そろってのお昼は久しぶりだね！　やっぱりこうじゃないとダメだよねぇ～！」

「まったく同感同感。ほらほら、圭ちゃんも！　机寄せて～！」

　沙都子も満面の笑みで楽しそうに机を寄せる。…何も解決していないとは知りながらも、…楽しかった日々を思い出させるそんなやり取りが微笑ほほえましい。

「…いつまでも梨花にお弁当を作ってもらっては…悪いですわね。」

「……いいのですよ。…沙都子のお弁当を作るのはボクの楽しみなのです。」

　梨花ちゃんっていいヤツだ。こんな親友がいたら、さぞや心強い…。

　沙都子の負担を少しでも和やわらげてやりたいと思って、毎日、弁当を作って来ているのだ。

「……ボクに大きなハンバーグを入れて、沙都子には焦こげたのを入れて、沙都子だけかわいそかわいそで、にぱ～☆」

「り、梨ぃ花ぁあぁ～‼」

「ほらほら沙都子ちゃん見て見て！　今日はほら、オムライスなんだよ～。マッシュルームとか美お味いしそうだよね！　だよね！　はぅ！」

「あらあら！　いつもながら見事なお手前でございましてよ。いつお嫁よめに行ってもおかしくない腕うで前まえですわね！」

「お、おおおおお嫁お嫁お嫁～～♪　お嫁を～食べーると～♪　はぅ～～～～[image: !!!]」

「あっははは！　レナにお嫁はマル禁ワードだね。以後控えるようにー。」

「ですわね！　ほんのちょっぴり反省しましてよ。」

「ところで魅音の弁当は何だよ。今日のはまた趣おもむきが違って期待大だな！」

「おじさんはまったりと昨夜のおかず詰め合わせね。煮に物ものがいい感じなんだよ。ほら、大根の色はかなりいいでしょ。」

「……わ～、美味しそうなのです。」

「煮物は一晩寝かせてからが真しん骨こっ頂ちょうだな！　これはかなりいけそうだ！　…よって沙都子の分はなし。俺が全部食って感想を聞かせるから黙って見てろ。」

「なな、なんですってぇえぇえッ⁉⁉　私の分もお寄よ越こしなさいなッ‼」

　肘ひじ！　拳こぶし！　頭突き！　膝ひざまで使うぞ、ぅおおりゃ‼

「をっほっほ‼　密着距離まで入れば私の有利は動きませんわねぇ！　う～ん、圭一さんの分のお大根が実においしいですわぁ！」

「…ちっくしょう…、バトル開始時から密着でいきなり連れん撃げきとは……。無む念ねん…。」

　こんなやり取り、…本当に久しぶりだな。

　……結局、様子見ということになってしまったみたいだけど、……叔父だって少しは行き過ぎを反省し、今後は加減するかもしれない。……少しは待たい遇ぐうが改かい善ぜんされるなら……いい、のかな……。

　俺から分ぶん捕どった大根がそんなにも美び味みなのか、沙都子はこれ以上ない笑顔でうれしそうに、もごもごと頰ほお張ばっていた。

　そんな沙都子が、もう何だか可愛らしくて、…これまでに何度もそうしてきたように、頭を鷲わし摑づかみにして、わしわしと撫なでてやる…。

　バシン…！　カシャン、…コロコロカラカラ…。




「……………え…？」

「…………沙都子、……ちゃん…？」

　……突然の出来事で、…何が起こったのか、一瞬わからない。

　手の甲こうが…ジンジン。………えっと、……沙都子の頭を撫でたら…、…沙都子に、……腕を叩たたかれた…？

「……ど、…どしたの、沙都子。」

　沙都子は…突然、頭に吹き出物でも出来て痒かゆくなったかのように…バリバリと頭を搔かき毟むしっていた。………あまりに突然、…それも脈みゃく絡らくのない行為に、……何のことか理解できない。

「………ど、どうした沙都子。」

　沙都子は、いつの間にか…薄っすらとした汗を全身にかいて…呼吸を乱していた。

　俺が…頭を撫でたら、嫌がった……って、…ことか…？

「……お前、…頭撫でられるの、…嫌いだったっけ…？」

　いや、…そんなことないはず。俺は沙都子の頭を何度か無む造ぞう作さに撫でている。

　もう一度、……そうっと、…手のひらをかざして…沙都子の頭に近付ける。

　…沙都子の頭に俺の手のひらが触れた時。………感電したかのような衝しょう撃げきが起こって、沙都子が吠ほえ猛たけった…。

「ひいぃいいいいいぁあいああいあいあああぁあああぁああッ‼‼」

　俺の腕を両手で摑み…まるで絡からみ付こうとする蛇へびを放り投げるかのように、…汚らわしいものを投げ捨てるかのように…乱暴に投げた。…俺は突然のことに抗あらがえず。椅い子すごと後ろにひっくり返った。

　教室中が…シンと静まりかえる。

　沙都子は断だん末まつ魔まみたいな…唸うなり声をあげながら…よろよろと、遠ざかる。

「ぅ……ぅごおぉええええぇえぇえ…ぇぇ…ッ[image: !!!]」

　そして…今食べたばかりのものを…吐き出す。全すべて嘔おう吐として戻す。ビタビタベチャベチャッ！　と沙都子が床に叩きつける汚物の音が教室に響き渡る。

「…だ、……大丈夫かよ沙都子…、…具合でも………。」

「………ぃいいいいいぃいいああいああぁあぁあぁああッ[image: !!!]」

　手を差し伸べた俺を…両手で思い切り突き飛ばす。すごい力に、俺はもう一度床に転げた。

　沙都子は両手で頭をかばうような仕し草ぐさをして唸りながら、何歩か後あと退ずさる。……それから、両手をぶんぶんと振り回し始めた。…近くの席の生徒たちもたまらず逃げ出す。…その席にあった弁当箱や椅子を…手当たり次第に摑んで、投げる投げる、ぶちまける。

「ちょっとやめなよ沙都子‼　あ、あんた…どうしちゃったの⁉」

「ひいいいいぃいいいいぃいいぃい…[image: !!!]」

　魅音がかける言葉に…まるで痛みでも走るかのように絶ぜっ叫きょうする。

　……誰もが……声をかけられない。

　生徒たちは、こちら側にみんな避ひ難なんしていて…、教室の一角は沙都子だけになった。

　沙都子の周りは、…暴れて倒した机や椅子、…弁当が散乱して……ひどい有あり様さまだ。

　…沙都子の荒い息と、…セミの声しか、聞こえない。

「……あ、……………ぁ…………………あ、……ご、…ごめんなさい…………。」

　興こう奮ふんの糸が緩ゆるんだ沙都子は…、たった今の自分の行為が急に恐ろしくなったのか、……カタカタと震ふるえながら…謝罪の言葉を口にした。……だがその謝罪の言葉が誰に向けられたものかはわからない。……だから、……とりあえず代表で、俺が返事をするつもりだった。

「……………い、いや…そっちこそ、…大丈夫か…？」

「……ご……ごご……ごめんなさいごめんなさい……ごめんなさいごめんなさい…、ひぃ……ぃぃ………ぁあぁ……、」

　俺の言葉と沙都子の言葉はまったく嚙かみ合わない。…沙都子は自らの両りょう肩かたを抱きながら…後ろへ、後ろへ…。

　バン！　…清掃用具入れのロッカーにぶつかる。それにすら沙都子は短い悲鳴をあげる。…その衝撃で、ロッカーの上のバケツが落ち、大きな音を立てると…それは沙都子をこれ以上なく怖がらせた。沙都子は飛び跳はねるくらいに驚いて、カーテンの束たばに抱きつく。

　………誰も…声をかけられない。……瞬まばたきすら忘れ、……見ているしか、ない。

「………ぅう……あぁ……ああぁ…、ごめんなさいごめんなさい、…ごめんなさいごめんなさい…私じゃないです私じゃないです…、ぁわあぁぁ…ぁぁ……。」

　……沙都子、……お前、…………一体…、

　立ち上がった俺は、…みんなの輪わから一歩出て、…沙都子に歩み寄る。

「…何が、…………あったんだ……。」

「だからだから…ッ[image: !!!]　私知らないです私知らないです‼　違うから違うから…もう嫌ですやめてください許して許して……ぁああぁぁああ…ぁぁ……ぁ……、」

「おち、…落ち着けよ…。……沙都子、…俺がわかるか…？」

「もうやだもうやだ…、やですやです…、ひぃ……ひいッ[image: !!!]」

　俺が一歩近付く度に、カーテンの束をきつく抱いて…泣き叫ぶ。

「…沙都子、…俺だよ、……圭一だ。わかんないのか⁉　お前に危害なんか…加えない‼」

「嫌ぁあぁあああああぁああぁぁあッ[image: !!!]　わぁあああぁあああっぁあん‼　わあああぁああぁああん‼」

「だから落ち着けって…！　大丈夫だ、…俺はお前の味方だって…‼」

「助けて…助けてぇええぇッ[image: !!!]　怖いのやだ…気持ち悪いの…やだ………やだ……、…わああぁああああぁあぁあぁああんッ[image: !!!]」

　俺の肩が突然摑まれ、後ろへぐいっと引かれる。…レナだった。

「…ごめん圭一くん！　圭一くんはちょっと後ろに行ってて‼」

　レナが引っ張り戻した俺に代わって沙都子に駆け寄る…。

「…大丈夫だよ沙都子ちゃん、もう怖いことなんかないよ…！　ほら、…安心して！」

「やだやだやだ……もうやだやだ……、あんなの…やだぁ……、ぅああうぅあぅうぅ………[image: !!!]　……にーにー…、にーにーーッ‼　助けて…！　助けてぇえぇ‼　にーにー助けてよぉおぉぉ……、わああぁあぁああぁああん[image: !!!]」

　…カーテンの束に抱きつき、……にーにーの名を呼び続けながら……沙都子は何かへの許しと何かへの助けを……ただただわめき続けた。





[image: （挿絵）]





　…………な、………何だよ、……………これ………。

「………………………………ぐ、………ぐ…！」

　魅音は…歯をぎりぎり言わせながら…固くつぶった両目から…涙をこぼしていた。

「……どうなって…んだよ……、これ…。……昨日で、…全部終わったんじゃないのか…？　今日から……また元の生活に…戻っていくんじゃ…ないのか…⁉　魅音、…魅音んんんッ‼」

「……………………………ぐ、………ぅぅッ！」

　ガッシャーーーーン‼　…すごい音がした。

　………レナが、清掃用具入れを…蹴り倒した音だった。誰も予想しなかったレナの蛮ばん行こうに…みんなが驚く。………それからレナは、…泣きじゃくる沙都子の背中を抱いて……………………嚙み殺すように、一緒に泣いた。

「……レナ、……どうした…。」

「………………………………ごめん。…圭一くん、…ちょっと黙ってて。」

「………今のは何だよ。…どうしたんだよ…！　沙都子から何か聞いたのか？　何を聞いたんだよ‼」

「うっさいなぁああぁッ‼　黙ってろって言ってんでしょおおぉッ[image: !!!]」

　レナの敵意をむき出しにした感情の塊かたまりが、俺を打ちのめした。

　…それはレナにとって、一時の激げき情じょうの咆ほう哮こうに過ぎなかったわけだが、………俺には、それ以上のものがあった。……レナの激情の裏側にある、…心まで、……伝わってきてしまった。

　レナは沙都子の背中を抱きながら、……一緒に泣いた。

「………………………ぅぅぅぅぅ…、……沙都子、…ちゃん………。」

「やだやだやだやだ…、もうやだやだやだ……ぅぁあぁうぁぅ………、」

「許して……、何もできなかった私たちを……許して……。」

「ぅ、……うああぁああぁあぁああん‼　にーにー…！　にーにー[image: !!!]　にぃーにぃいいぃいいぃ…[image: !!!]」

「…ごめんね…！　ごめんね‼　……ぅぅぅぅぅぅ…[image: !!!]」

　何もできなかった、…私たちを、…許して。

　そのレナの言葉に、頭の後ろの血けっ管かんが…急に灰になっていくような感覚を味わう。……視界が遠のき、……灰色混じりになって、……世界が色彩を…失う。

　………沙都子ってのは…救えるものだと思ってた。……でも、…その救うのにかけられる時間は…短い方がいいにせよ……限りなんかないと思ってた。……手遅れなんてことがあるなんて、……夢にも思わなかった……ッ！

　俺は…大きな間違いをしていた。………沙都子という存在が痛みこそすれ…壊れることなんかないと思ってた。……何て…大それた間違い‼　人は…壊れるんだよ。…壊れないなんて思うことの方が…絶対におかしいんだよ‼

　沙都子を…救わなければならなかった。…壊れる前に、助けなければならなかった。…その致ち命めい的てきな認識不足が……今日を、招いたのだ。

　誰のせい？　…そんなのは決まっていた。…俺、いや、俺たちだ。…沙都子を救わなければならないという義務を負いながら、…怠たい慢まんにもそれを怠おこたった。

　そう思うなら、…これは必然の結果だったのだ。仮に今日という日が今日でなく、明日や明後日あさって、来週起こることだったにせよ…俺たちはきっとその日までぼーっとしているだけだったに違いない…‼　だから…これは……当然の…終しゅう末まつ‼

　…がくりと……膝をつく。

　………魅音や、…梨花ちゃんもそうしているように。……俺も、……固く目をつぶって……すすり泣くしか、……なかった………。

「…な、何の騒ぎですか⁉　……ちょっと、何があったんです⁉」

　先生がやって来て…眼下の惨さん状じょうに…顔をしかめる。

　先生が来たことを認めた瞬間に、沙都子に再び激変が起こった。………カーテンでごしごしと顔を拭ふくと…何事もなかったような笑顔を浮かべたからだ。

「北条さん…？　これは一体何事ですか！」

「…ほほ、ほほほほほほほほほ！　ちょっと…レナさんと喧嘩になってしまっただけですのよ。お弁当を巡めぐってちょっぴり大暴れなんですの。…ねぇ？」

　レナは頷き返さなかった…。でも……それを沙都子が望むならと、…力なく頷く。

　…クラス中、……そのあまりの沙都子の変化に付いていけない。…ただ…呆ぼう然ぜんとするしか…なかった。

「……をっほっほ…、ちょっと悪ふざけをしただけ…なんですのよ？　皆さん、度ど肝ぎもを抜かれすぎでございますわね。をっほっほっほっほ…。」

　沙都子は…この場を誤ご魔ま化かしきるだろう。……何のために？　……心までずたずたにされて、……これ以上、…何のために…⁉

　お前…さっき、にーにーに助けを求めたよな…？　でもな、…お前にゃ悪いが…悟史は…帰ってくる気はないんだよ‼　…都合よく現れて助けてくれるほど…現実は甘くないんだよッ[image: !!!]　だから…もう悟史なんか待たなくていいんだ‼　泣いて助けを求めて…逃げていいんだよッ‼　うおおおぉおおおおおおっぉおおおおおッ[image: !!!]

「……私たちが…………無力だから………‼」

　魅音が…ぽつりと、…言った。……何度も俺を苛さいなんできた、…あの一言を、言った。

　その呪のろいの言葉が、耳に入った時。…………全身が急に…冷静さを取り戻す。……すーーっと、……噓のように、…感情の波が引いていった。




　ソノ時…、世界ノ色彩ガぐるりト反転スル。




　視界がぐっと広がる。頭がぐんと冴さえ渡り、頭の中の面積がこの教室を遥かに越えて広がりを得たことを実感した。

　その時、俺という魂たましいは間違いなく、頭なんてちっぽけな器うつわの中にじゃなく、それよりもう少し上方に浮き上がっていた。それは…不思議な解放感だ。

　…頭ず蓋がい骨こつなんていう、狭い殻からから抜け出し…四方八方に…思う存分に…根が伸ばせる。………今までに一度も感じたことのない、…不思議な感覚。…奇妙な……爽そう快かい感。

　そんな研とぎ澄すまされた精神が、……俺を、超ちょう越えつする‼

　ナイフより鋭えい利りになった心が…悲しみに押し潰つぶされることに時間を費ついやすことを、瞬時に時間の浪ろう費ひだと判断した。

　…脳内から不要情報を削除。行動に支し障しょうを来たす無駄な感情を排はい斥せき。

「…………魅音。…お前は呪ってろ。自分の無力さをいつまでも。」

「…………え…？」

　…起こったことを嘆なげいて取り返せるなら、いくらでも嘆いてやる。…だが、ここまで事態が進んだのだけは事実。それはもう起こった事実で取り返せない。…ならば最優先課題は、これ以上の悪化を阻そ止し、不幸の連れん鎖さを断ち切ることだ。…俺は今日まで、信じられないくらいに狭い視野でものを考えてきた。沙都子を救うには沙都子を救うしかないと、それだけしか考えなかった。…沙都子の不幸の元げん凶きょうの摘てき出しゅつというもっとも根本的かつ直接的かつ絶対的で唯ゆい一いつ無む二にな方法に気付こうともしなかった。いや、……昨日気付いていた。でもその手段は、オヤシロさまの祟りなどといういい加減なものに頼って、…自ら執しっ行こうすることを考えなかった。

　沙都子の叔父自身を、抹まっ殺さつする。

　そのための方法はいくらでもある。それこそ無限の手段があるのだ。皮肉にも、沙都子を救うための手段のほとんどに資本を必要だとされたのに対し、あの男を抹殺する方法のほとんどにはまったくと言っていいほど資本はかからない。最低限の資本投下であの男は抹殺できるのだ。最低限の資本と釣り合う程度。それがあの男の命の重さの程度だったのだ。

　頭から下らない情報が次々と淘とう汰たされていき、…目的を遂すい行こうするためだけに必要な知識が充じゅう塡てんされていく。脳内の全ての細胞を、あの男を抹殺するためだけに回転させる。

　殺害の方法は何でも構わない。延長線上に確実かつ迅じん速そくな死があるなら古今東西のあらゆる方法を許可する。付加条件があるとしたら、俺が捕まらないことが望ましい。あの男の摘出は、俺たちと沙都子に平穏な時間を取り戻すために行われる行為だからだ。摘出と引き換えに俺が逮たい捕ほされることがあれば、それは刺し違えたのと変わらない。あの男だけが消えて、俺たちには元通りの日々が蘇よみがえる。それこそが至上目的。絶対目標。

　絶対に殺す。だけれども絶対に証拠を残すな。矛む盾じゅんする両りょう天てん秤びん。自らの痕こん跡せきを残さないという条件は自動的にいくつもの殺害手段を狭めていく。目もく撃げきされないのも絶対条件だ。幸いにして雛見沢は時間帯を選べばほとんど人はいない。沙都子の自宅周辺の地形を再構築。…時間帯で変動する通行量。周辺住民の行動アルゴリズム。誘い出すか、襲しゅう撃げきするか。武器は何か。いつどこで実行するか。場所は自身の痕跡を残さずに済むのが条件。時間の条件はそれに加え、沙都子の保護のため万分の一秒でも早く遂行しなくてはならないという条件が付く。

　下らない下らない。こうして考えると、殺すという行為がどれほど簡単かわかる。証拠が残ってもいいなら、ただ殺すだけなら、誰だってお手軽に殺人なんか犯おかせたのだ。でも理性がそれを止めるのだ。やれば必ず逮捕されると。結局、殺人行為を思い止とどまらせる究極の抑よく止し力りょくは、警察に逮捕されるということだけなのだ。（下らない！）もしも水平線までの洋上のど真ん中で、絶対に証拠が残らないことがわかっているなら、誰だって憎にくいヤツを海に突き落とす！

　あの男の摘出だけならあまりに容易。今すぐこの教室を抜け出し校庭で金属バットでも拾ってあの男の家を襲う。推定所要時間は二十五分。刺し違えるつもりなら、秒に直してわずか一五〇〇秒以内に遂行できるのだ。あの男がいかに生かされているかがわかる。俺が決意してわずか一五〇〇秒でこの世から放ほう逐ちくされてしまう程度の存在なのだ。俺が決意したら余よ命めいはわずか一五〇〇秒。いや、…駆け足でヤツの家を目指せば、その余命はさらに縮むだろう。

　でもあの男は生きている。沙都子の身も心もズタズタにし、今この瞬間も生き永ながらえている。どうして⁉　俺が生かしているからだ。俺が、あいつに生きることを許可しているからまだ生きていられるのだ。俺がその許可をやめれば、一五〇〇秒でこの世から退たい去きょしなくてはならない。……てめぇに、あと一五〇〇秒も地上の空気を吸わせるかよ。…そんな許可、今この瞬間から全て取り消す。今日まで永らえたことをこの俺に感謝せよ。

　だが実際には一五〇〇秒以上いる。貴様を葬ほうむるだけでなく、俺たちには元の日々を取り戻すというもっとも大事なことがあるからだ。…貴様という存在だけが綺き麗れいにこの世から消える。犯人は見つからない。俺はお前ごときに手を汚したことなんか、寝る前に歯を磨みがくことくらい、自然で当り前に忘れてやる。そのために、貴様に一五〇〇秒以上の余命を特別に許そう。完璧な殺害計画が構築できるまで、昨日までと変わらない生活を続けることを特別に許可してやろう。

　だが圭一。その時間を無駄にかけるのはよくないぞ。あぁわかってる。迅速に殺す。確実に摘出する。その計画を練ねるための時間だって不必要にかけない。…思い出せよ、明日は綿わた流ながしじゃないか。去年の綿流しの夜、叔母は死んだ。異常者に頭を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに叩き潰されて脳みそをぶちまけながら。そうだ、ヤツこそ綿流しの夜に死を与えられるに相応ふさわしい存在。

　おいオヤシロさま。あんたは守り神なのに沙都子を守らなかった。ダム絡みで沙都子の一族を祟るのは勝手だが、その結果、ダムには無関係のはずの沙都子を不幸にした。…前原圭一の名において、お前を雛見沢の守り神失格とする。てめぇは不要だ。神社の社やしろの奥で今年は引っ込んでいろ。そもそもお前が去年の時点で叔父叔母まとめて祟り殺していりゃこんなことにはならなかったんだからな！

　今年の祟りはお前じゃない。俺が決める。連続怪死事件を裏で操あやつる御三家なんて間抜けでいるかいないかもわからない霞かすみみたいな連中じゃなく、俺自身が神しん託たくを下して執行する。だから貴様は邪魔せずに見ていろ、黙って見てろ。完全に抹殺する、地上から消し去る。忽こつ然ぜんと…消し去ってやる‼

　消えろ、消えてしまえ、そして死んでしまえッ‼　沙都子の心を引き裂いたように、貴様の心臓を引き裂いてやるッ‼　償つぐなえその血をもってッ[image: !!!]

　うぅおおおおぉおおおぉおおおおおおおおぉおおぉぉおおおぉッ[image: !!!]




「…圭一くん、……大丈夫…？」

　レナと魅音と、…梨花ちゃんが俺を介かい抱ほうしていた。……俺は、床に倒れていたのか。

「……急に倒れたからびっくりしたよ。…うなされてなかった？　うなってたよ…。」

「うるさい。…黄色い声で話しかけるな。」

「………ッ‼」「………ひ、…！」「………………。」

　びくっとして、仲間たちが後退る。

「…………………………何だよ。」

　レナたちは…互いの顔を見合って、何を言えばいいのか…しばし困惑していた。

「……い、………今の…圭一くんの、…声？」

「………………当り前だろ。」

　レナが一度、固い唾つばを飲み込んでから…口を開く。

「……今、一瞬、……………圭一くん、……その、…すごい目だった。」

「…目………？　光の角度でそう見えたんだろ。……馬鹿馬鹿しい。」

「………み、…見間違いじゃないよ。…………あんな目、…初めて見た。すっごい気味の悪い……目……。」

　…何を言ってるんだこいつら。…こいつらは最近、俺に怖がり過ぎだ。

「………………前原圭一くん、………だよね？」

　レナは、…何を言ってんだ？　…俺が前原圭一以外の誰に見えるんだよ。

　…そういう不機嫌な考えは、俺の目つきが雄ゆう弁べんに物語ってしまったらしかった。

　それが伝わり、レナが慌あわてて謝る。

「…ごっ、ごめん。……気にしないでね！」






緊急







昭和58年６月18日










　北条沙都子に関する虐待問題について（緊急）










　標記の件につき、北条沙都子を緊急に保護すべきであると進言します。







１．家庭状況

　先日、雛見沢に戻った養父との生活はすでに破は綻たんしており、養父による虐待は肉体的にも精神的にも耐えがたいものとなっている模様です。




２．児童相談所の対応

　昨日17日に県福祉部より児童福祉司が派遣されましたが、52年度のケースにより、慎重策から継続指導の形となりました。

　残念ながら相談所長は正しく状況を把握しているとは言えません。




３．当該児の状況

　初見ではすでに鬱うつ状態もしくはノイローゼに近い状態を発症していると思われます。

　ストレスにより、思春期独特の不安定な状態が刺激されれば、健全な身体・精神の発育に憂慮すべき事態をもたらすでしょう。

　人道的見地からも、このまま放置することは許されません。




４．家庭裁判所への申し立て

　以上から、北条沙都子を緊急に保護すべきであると進言します。

　家裁に緊急に法28条申し立てをし、一時保護を行うべきです。

　緊急に、関係各機関への調整を求めるものであります。







[image: （エ2─3第44号）

■エ2─3第44号　福児庶エ2─3第44号
昭和52年×月××日

児童名：　北条沙都子（×歳）　鹿骨市雛見沢×××番地在住

（1）相談の経路

本児より子ども虐待ＳＯＳに電話相談有り。

（2）虐待の状況

本児が養父に身体的虐待を受けているという訴え。

（3）家族構成（●虐待者）

●養父、実母、兄、本児
※養父と実母は昭和××年に入籍。本児は離婚した前夫との子。

（4）児童相談所の対応

本児より電話相談が入り、同日、学校に電話で、本児の状況を聞き取り。
即日、担当児童福祉司が本児宅を訪問し、面談を行なった。
養父は真摯に指導を受け入れ、以後、市の育児ワークショップを
受講することに同意した。
助言指導とし、経過を観察することとする。

（5）その他

市教育相談所で本児に対し数度のカウンセリングの結果、
本児の養父への過度の不信、コミュニケーション不足が
原因である可能性が高いことがわかった。
当初訴えのあったような虐待は実際には行なわれておらず、
本児が養父を遠ざけるため、虚偽の訴えをした様子。

（クリップに挟まれたメモ）
むしろ娘の方に問題があったようだ。
虐待話はほとんどが作り話の
可能性があると市教育相談所のＦ主査。
今後は本児への指導を
中心に行うこととなった。
本児の話は真に受けすぎないように
注意。]






６月18日（土）放課後













　魅音たちは明日あるという綿流しの祭りの準備があるとかで、俺にも来ないかと誘ったが、断った。

　…当り前だ。この状況下でよくものんびりと祭りの準備なんかしてられるものだ。魅音の神経を疑う。

　俺が家に帰って初めにしたのは、シャワーを浴びることだった。汗を流したかったからじゃない。……さらなる冷静さがほしかったからだ。

　すでにわかっている通りだが、あの男を殺すだけならあまりにも容易たやすい。…本当に難しいのは、その結果、俺が逮捕されず、平穏な日常を取り戻せる…という方だ。

　考えれば、それは容易なことじゃない。…世界一の検けん挙きょ率を誇るのが日本の警察だ。それを欺あざむいて完全犯罪を遂行しようというのだから…これは生半可なことじゃない。

　……でも百パーセントじゃない。そんな世界最高峰の警察でも、決して百パーセント検挙できてるわけじゃないのだ。

　…よく、冤えん罪ざい事件の裁判の記事を見かける。…冤罪かどうかを裁判で問うているわけだが、では真犯人は、というとまったく見当が付いていなかったりする。

　つまり……完全犯罪は存在するのだ。

　いや、それどころか完全犯罪とは一種の芸術品と言っていい。崇あがめられているとすら言える。古今東西に氾はん濫らんする推理小説を見ればいい。密室やらアリバイやらの様々な難解事件を取り扱っているが、見せたいものはひとつ。…完全犯罪の美しさを見せたいのだ。

　完全という無欠を表す言葉には…一種の神こう々ごうしさが宿っている。そう。完全犯罪は、神の為しえる業わざなのだ。

　…そう考えれば…、オヤシロさまの祟りと呼ばれる連続怪死事件は、なるほど、神の仕し業わざに違いない。個別に何となく解決してるようには見えているが、毎年起こる事件は防げない。……そう、神のみの業、完全な犯罪なのだ。

　その神の、オヤシロさまの積み重ねてきた四年間の連続完全犯罪に、自分の犯行を列する。……これは大胆な言葉で言えば、神への挑戦と言っていい。

　決断するには蛮ばん勇ゆうが必要だが、…その計画立案には、氷よりもクールな冷静さが不可欠なのだ。

　炎ほのおのように殺す。そして、氷のように計画的に。この二に律りつ背はい反はんを、俺はこれから胸の内に宿らせなければならない………。




　推理小説を模も範はんにする、というのは結構悪くない着目だと思った。

　時折、新聞を騒がせる斬ざん新しんな手口の誘ゆう拐かい事件は、逮捕後にある小説の手法を参考にした…なんてことがわかり話題になったりする。

　推理小説作家は、延えん々えんと時間をかけて、最高の芸術犯罪を日夜磨き続けているのだ。……それを模も倣ほうすることは、短時間で完全犯罪を立案する上での近道と言えよう。

　もちろん、俺は推理小説なんか、そんなに威い張ばるほど読んだことはない。

　……推理小説が好きなのは、……お袋ふくろだ。

　海外の古今の著名な推理作家の本はみんな読んでるし、推理ドラマを見るたびに、チープだとかトリックが甘いとか厳しいチェックを入れている。……そんなお袋にとって、…完全犯罪とは、どんなものだろう…。聞くのは悪いことではないかもしれない。……俺には考える時間だって制限があるのだから。




「これまでの推理小説の中で、母さんが一番よく出来たと思った完全犯罪？」

「……うん。母さんって結構たくさん推理小説を読んでるでしょ。そういうの詳くわしいかなって思ってさ。」

「それを読むから楽しいのよ。初めからトリックを教えちゃったら楽しみがなくなっちゃうわ。」

　…別に娯楽性が欲しくて知りたいわけじゃない。……誤ご魔ま化かそうとするお袋を何とかおだてて、答えを引き出す…。

「もちろん、クリスティの『そして誰もいなくなった』は母さんの一番のお薦すすめね。もちろん『オリエント急行』の大胆なトリックも良かったわ。あれは完全に想像の外だった。」

「……母さんの好きなタイトルには興味ないよ。…知りたいのはトリックだけなんだ。……絶対に解けない巧こう妙みょうな、完全なトリック。」

「本当に完全なトリックだったら、名めい探たん偵ていに解く余よ地ちがないじゃない。」

　…別に名探偵に解いてもらうつもりは毛もう頭とうない。…絶対に解けない謎なぞでなければ意味はないのだ。

「推理小説は、解ける謎をいかに解くかの過程を楽しむものよ。解けない謎だったら、それは推理小説の題材になりえないわね…。」

「………………推理小説は、参考にならないということ、か。」

　…そりゃそうだ。主人公に解けなかったら、…お話として成立しない。

　やはり短たん絡らく的だったか？　…推理小説は所しょ詮せん、ゲーム小説だ。解けるように、ゴールできるように書かれている。でも、そんな甘いのじゃ駄目なんだ。…俺たちが元の生活に完全に戻れる、そういう絶対的なトリックであるべきなんだ。

「ということは圭一。…真の完全犯罪は物語にすらならない、というのがわかるかしら？」

　お袋が知的な眼まな差ざしで、悪戯っぽく笑った。……読ませてもらったことはないが、昔、自分で推理小説を書いて、どこぞのミステリー大賞に投とう稿こうしたことがあるらしい。…その血が疼うずいたらしかった。

「物語にならない、って、どういう意味だよ…？」

「圭一、物語の最低構成要素は？」

「起き承しょう転てん結けつ。」

「正解。特に肝心なのは、当り前だけど、『起』に当る部分よ。スタートの『起』がなかったら、そもそも物語は始まらない。」

「そりゃそうだよ。…何も起こらなかったら何も始まらない。」

「そう。何も起こらないから事件にもならない。探偵も呼ばれないから推理もない。推理がないなら解決もない。…つまり、これが究極の完全犯罪。」

「………え、…………ちょ、ちょっと待って。…もう一度説明してくれるかな…！」

　今お袋は…何かとてつもないことを教えてくれた。…あまりにさらりと言われたので聞き流してしまったが…何か、…とてつもなく重要なことを言った。

「そんな難しい話じゃないわよ。…そもそも、事件が発覚しなければいいだけの話。」

「……そもそも、……発覚しない事件。」

「つまり、……うーん、例えばよ。誰も立ち入らない深い森の奥で、おじいさんが一人暮らしをしているとする。」

「うん…。」

「そのおじいさんがある日、斧おので殺されました。…ちなみに犯人は、…うーん、じゃあおじいさんの息子ね。おじいさんの家に来て一緒にお酒を飲んでいたんだけど、ちょっと喧嘩になって、殺してしまった。」

　……内容としては極めてチープだ。衝しょう動どう的な犯行で、計画性は皆かい無む。完全犯罪とはあまりにかけ離れている…。痕こん跡せきだらけ。…すぐに捕まる。

「でも圭一。そこはとてもとても深い森の中の一いっ軒けん家やなの。普段は絶対に誰も訪れない深い山奥の深い深ーい森の中。……さて、殺した息子は町に帰ってきてこう言うの。おじいさんは元気だった、って。」

「……それのどこが完全犯罪だって？」

「圭一。…この事件はね、おじいさんが殺されているのが見つかって初めて『起』を迎えるのよ。…もしもこの後、誰もおじいさんの家を訪れなかったら、永久に『起』は訪れない。」

　………「起」が訪れない…。

「だからつまり、物語は始まらない。事件が発覚しないから探偵も呼ばれない。そもそも誰も不審に思わないから謎も起こらない。…おじいさんは今日もひとりでのんびり森の奥で暮らしているんだろうね…。で、お空におじいさんの顔が浮かんでジ・エンド。……どう、こんな感じで？」

「………それは…………確かに、…………ぅ……。」

「でも娯楽小説にはならないわね。推理小説は所詮、娯楽書。完全犯罪の指し南なん書しょにはなり得ないんだから。」

　………やはり、お袋に話を聞いたのは正解だった。……とてつもなく、大きな情報の収しゅう穫かくがあったからだ。

　それは……、完全犯罪には…特とく殊しゅな道具とか異常な地形、謎の新薬とか莫ばく大だいな金をかけた大仕掛けなど何も不要だとわかったから。

　大切なのは…「起」がないこと。事件が、…発覚さえしなければいいのだ。

　平たく言えば、……誰にも見つからずに殺し、誰にも見つからずに死体を処理できれば、……それでほぼ完全犯罪は成立するのだ。

　…もちろん、ある日突然、今までいた人間が失しっ踪そうすれば怪しまれる。…だが、あの男にはそれは当てはまらない。

　去年、叔母が死んだ時、オヤシロさまの祟りを恐れて村から一度は逃げ出した男だ。

　また綿流しの夜を迎え、恐れをなして逃げ出してしまった…とみんな思うに違いない。そもそも、愛人宅に転がり込んでるような住所不定の男だ。その日の気分でぽっといなくなっても、誰も怪しむまい。どうせ嫌われ者だ。…姿を消したところで、どこへ消えたかなんて誰も気にするものか…‼

　こうして考えると、あの男は、ますます殺すのに容易であることがわかる。




　俺は家を抜け出し、ガレージから自転車を出した。……行き先は……いろいろあるが、概おおむね決まっている。でも今はとにかく、風を切って走って、身を冷気にさらして高まる興奮を醒さましたい。

　………殺す場所とその方法、時間、死体の処理。……この四点を詰めれば……計画は充分になる。

　あまりに決める事項の少なさに驚き、身み震ぶるいした。……膨ぼう大だいな時間をかけて巨大な計画を練り上げなくてはならないと覚悟していたのに…、…あとわずかこれだけを整理すれば…もうそれは実行に移せるのだから。

　今は土曜日の午後。……綿流しの夜に殺し、…オヤシロさまの祟りを俺が代行する以上、リミットはあと二十四時間しかない。

　……沙都子。……あと二十四時間、……我慢しててくれ。

　今以上のどんな辛しん苦くがあるかなんて…想像もつかないけれど…、あと少し、耐えていてくれ……。もう一秒だって耐えられないってことは…わかりつつ…。

　でも…耐えててくれ…。…にーにーが、……必ず助けてやるから…。




　表はまだセミの鳴く時間だ。……昼下がり。…夕方にはまだ遠かった。

　……空を見れば、いつの間にか曇どん天てんだ。そう言えば、家を出るときちょっと聞こえたテレビの天気予報では、日曜日は雨かもしれない、なんて言ってた…。

　空の色は鉛なまり色。…ちょっと雷らい鳴めいが轟とどろけば、いつ夕ゆう立だちになってもおかしくない。

　……まず目指したのは、学校だった。

　なぜ学校を目指したのかを説明する前に、俺はどんな方法であの男を殺害することにしたのかを説明する必要がある。

　…俺があの男に与えるべきもっとも相応しい死だと決めたのは、…そう、去年の祟りと同じ。……叔母が受けた報むくいと同じ、…撲ぼく殺さつだった。

　撲殺なんて方法はやや不確実では…？　刃物での刺し殺さつの方が確実なのでは…と思うかもしれない。でもそれはもちろん、よく考えた上での選択だ。…現実に考えてみればいい。銃じゅう刀とう法で刃渡り十…何センチだったか以上の刃物の所有は禁じられている。…つまり、俺の入手可能な範囲内の刃物は、長くても、ものさしよりも短いものに限られるのだ。…抵抗の可能性がある相手に対して、それっぽっちのリーチがいかに頼りないものか、理解できると思う。

　ならば、リーチのある棒ぼう状じょうの武器の方がはるかに有利だ。必殺性には欠けるだろうが、死ぬまで殴なぐり続ければいいのだから、結果的に殺せるのは同じだ。

　では棒状の凶器で、恐ろしい威い力りょくがあり、かつ携けい帯たい性せいに富んだものは何か。……ここまで来れば、金属バットにすぐに行き着くはずだ。

　金属バットがいかに恐ろしい凶器になりえるかは、…俺がここでいちいち説明する必要もない。それでいて、日常生活に溶け込んでいて携帯していても不審に思われない点は特とく筆ひつすべきだ。………この二点だけでも、金属バットを凶器に選ぶには充分なのだが、……実はもう一点、…特定の金属バットを選びたい理由がある。それは後こう述じゅつする。




　土曜日の放課後はクラスメートがまだまだ校庭ではしゃぎまわっていた。

　その中に俺が現れても、それはいつもの風景なので誰も不審には思わない。

　…この、不審に思われずに凶器を入手するというのも、実は無視できない要素だった。……普段、野球などしない俺が、例えばスポーツ用品店で金属バットを求めたら、…やはりそれは不審がられるに違いない。……「起」を起こさないため、…それすらにも細心の注意を払う必要があるのだ。

　だから学校なのだ。……俺が現れることが不審でないロケーションで、…凶器を入手する。

　窓から教室を確認すると…、当然だが誰もいなかった。

　教室に残るなんて、部活メンバーが部活をする時くらいだ。…俺たちがいなかったら、放課後の教室なんて、無人の空き部屋に過ぎない。

　…きょろきょろとなどせず、…まるで忘れ物を取りに来たかのように、さりげなく昇しょう降こう口ぐちに入る。………先生は職員室で事務に集中しているようだ。廊下に姿はない。…自然に、だけれども影のように素早く…、教室に入った。

　無人の教室には、普段では感じることのできない、不思議な空気が淀よどんでいる。

　……誰もいない、無人の教室。…誰も見ていないからこそ、…机たちが勝手に這はい回り、床の染しみをべろりべろりと嘗なめ回っているかもしれない。……そんなところに俺が急に踏み込んで来たら。……慌あわてた机たちは、俺に飛び掛ってボリボリと骨まで砕くだいて飲み込んでしまうのだろうか…？

「………………馬鹿馬鹿しい。」

　つまらない妄もう想そうで貴重な思考時間を浪費したことを不快に思った。

　……教室の後ろには各生徒用のロッカーが並ぶ。

　目指すロッカーは…俺のロッカーではない。……それは、…ある日偶然、見つけてしまった、………禁きん断だんのロッカー。

「………あった、……北条……。……間違いない。」

　…一人にロッカーは一つなのに、なんで沙都子にだけ二つロッカーがある？　と騒いだことがあった。…それは後に…同じ北条の姓を持つ、悟史のロッカーだとわかるのだが。

　………もちろん、今はいない生徒のロッカーとは言え…、中身を見るのは恥はじ知らずな行為だ。………でも俺は、………好奇心に負けて、その中身を覗のぞいてしまったことがある…。その中身は平凡な下らないもので…当時は何の興味もわかず、今の今まで中身のことを忘れ去っていた。

　……だが、覚かく醒せいという表現が似合うくらいに研ぎ澄まされた俺は、…その当時の記憶の中に、…ソレがあるのを、…思い出していた。

　ロッカーを開けると…、カビと汗のにおいの混じった、不ふ潔けつな体育倉庫のような臭いが溢あふれてくる。……臭いに顔をしかめながらも…、…ソレを探す。

　そう。…………悟史は、監督の少年野球チームに入っていた。…ロッカーには雛見沢ファイターズのユニフォームと………、…ソレが。

　……悟史の使っていた、………金属バット…。

　そう。…これが、このバットを選びたかった理由。

　…この殺人劇は、俺の手で執行されるわけだが、……それは本来は俺でなく、…悟史の役割なのだ。…だがそれを、にーにーを自称する俺が代行する。……代行するための、…ひとつのルール。

　金属バットを…ぐっと握る。

　……軽い。…それでいて、…先端には充分な重さがあって、…これを思い切り振り下ろしたなら、恐ろしいことになると想像させるに充分だった。

　…悟史。………お前に、妹を救う最後のチャンスをやる。……俺に、力を貸せ。……卑ひ怯きょう者もののお前に代わって、俺が代行する。…だから、お前に妹を思うわずかな心が残っているなら…、俺に…力を貸せ。お前のバット以外にあの男を誅ちゅうする、これほど相応しい凶器は存在しないのだから。

　これを…あとは校庭のどこかに隠しておけばいい。…明日、実行直前に学校に寄って回収すればいい。…自宅へ持ち帰る途中で、誰かに見られて不審に思われる可能性だってやはり無視できないからだ。その点、学校なら問題はない。それに明日は日曜日。それどころか…村で一番大きな祭りの日。…誰も学校になんか来たりしない。

　俺は昇降口を出、…すぐ近くに止めてある建設重機に近付く。

　…絶対にいたずらで触れないようにと先生にきつく言われてるので、子供たちは誰もこの建設重機には近寄らない。…触れたことがわかるだけで囃はやし立てるくらいに、近寄らない。その重機の…陰に、…そっと隠す。

　……この重機が明日動かされる可能性は限りなくゼロだ。…なぜなら明日は日曜日。お役人は休みの日だ。……それに、…クラスメートの話じゃ、この重機はもう何年もここに放置されたままらしい。…そんなに何年も動かさなかったら、…機械は急に動かせるものじゃない。…だから、ほぼ間違いなく大丈夫。

　…日差しが、刺すように暑い。頭が一瞬朦もう朧ろうとしかける。

　今日の日差しって…さっきまでこんなにもきつかったっけ…？

　こんな、脳の働きが一瞬鈍にぶった時には…何か油断があるものだ。……頭を二度ほど叩いてから、用心深く周りを見渡す…。

　…………………………………………………………。

　…よし。…………次は、…死体の処理についてだ。




「起」を起こさない究極は、…死体を発見されないこと。殺す以上に、重要な要素だ。

　漠然と考えて、…一番最初に思いついたのは、沼だった。

　……鬼おにヶ淵ふち村の伝説に登場し、…今でも崇められ、畏おそれられている底無し沼、鬼ヶ淵。

　そう、鬼ヶ淵という沼がまず先にあり、…そこから村の名前が鬼ヶ淵村になったのだ。……この沼こそ、…鬼ヶ淵村の原点。

　底無しの沼で、沈めば何なん人ぴとたりとも浮かび上がることはできず…みな地の底の鬼の国に飲み込まれていくのみ。…そう伝えられる。

　オヤシロさまの祟りを模倣しようとしているなら、この沼に遺体や凶器を投とう棄きするのはセオリーのようにも感じられる。

　だが……底無し沼と言ったって、実際はどうかなんてわからない。それに、人間のような大きな生き物は、腐くさると大量のガスが発生して、強力な浮力で浮き上がってしまうという。多少の重りなんかじゃ沈めておけないという話だ。

　……そう言えば、おととしの祟りで、梨花ちゃんの母親はこの沼に入じゅ水すい自殺したそうだな。…一番最初の祟りで失踪したバラバラ殺人犯も、この沼に死体を捨てようとして誤あやまって溺おぼれてしまったと噂うわさされている。

　…その死体が浮いたとか、見つかったという話は聞かない。………ならば、…俺も死体をここに捨てるのを選ぶべきでは………。

　……………………………凶器の投棄はここでもいいだろう。…あと、……例えば、叔父がバイクで外出中に襲撃した場合、…そのバイクを捨てるのもここが都合がいい。（沙都子の叔父の足が、基本的にバイクであることはわかってる）

　でも…死体は……………。

　悩んだ末、…俺は死体を沼に捨てることを選ばないことにする。

　…入水自殺も溺でき死しも、どちらも噂で…実際にあったのを誰か確認したわけじゃない。入水自殺だって偽ぎ装そうの噂が少なからずあるし、殺人犯だって溺れたりせず、今日までどこかで逃げ延びている可能性がある。

　………つまり、…この沼に死体を捨てて、浮かないことを確認した者はいないのだ。

　では、死体をどうする…？

　第一の事件に倣ならい、バラバラにして隠すのも面白いかと思ったが、…人間を解体する苦労と準備、時間は俺個人にはなかなか難しい。……そうして突き詰めていくと…オーソドックスに、…穴に埋めるのがいいという結論に至る。

　ではどこに埋めるのか、…という話になると今度は、どこで殺すのかという問題が関わってくる。

　当り前だが、死体と共にする時間と距離は最小限が望ましい。その意味では、死体処理用の穴は予あらかじめ掘ってあった方がいいし、犯行予定地と死体処理用の穴は近い方がいい。

　…犯行予定地の選定も、……慎重かつ万全を期さなければならない。

　誰にも目もく撃げきされることがなく、…奇き襲しゅうできるように隠れられる場所があって。…すぐ近くに死体処理の穴を掘ることができる場所。




　……沙都子の家から、叔父が出掛けるだろう様々な行き先の可能性を網もう羅らする。

　その周辺の地図を脳内に再現した時、……信じられないくらいにあっさりと条件を満たす場所が見つけられた。

　…………林の中を抜ける、ちょっとした裏道。

　叔父が、何かの気まぐれで、谷や河内ごうちの山奥に行こうなんて思わない限り、……どこへ行こうとしてもまず、この林を抜ける……。

　また、この裏道は沙都子の家とその並びの何軒かしか使わない。…この道の利用者は理想的なくらいに…少数なのだ。

　この林の中で、…待ち受ける。

　…実際に待ち伏せは可能か。木こ立だちの中に入り、実際に身を隠しいろいろと試す。……非常に静か。…気け配はいを最大限に研ぎ澄ますことができる。

　ここで、…いつ訪れるかわからない、沙都子の叔父を待つ。

　………実はこれには多少の迷いがあった。…何らかの方法で誘おびき寄せるべきではないかという疑問。…誘き寄せることによって残るかもしれない、何らかのリスク。

　…あの男は、買い物や雑用は全て沙都子にやらせる。……自ら外へ出る用事は、多くない。……何らかの策さくを講じなければ、…外出しないのではないか。…そういう疑問。

　明日は綿流しのお祭りだ。……あいつは、綿流しには出掛けるのか、出掛けないのか。

　出掛けない場合、…いかにして家から引きずり出すのか。

　…そうだ。…………あいつ、…沙都子は祭りに行かせるだろうか。

　沙都子が祭りに行く。……その間にあの男に電話する。…こちらは興おきの宮みや警察署です。お宅のお嬢じょうさんを保護しましたので、ただちに引き取りに来てもらえませんか。…別に警察でなくてもいい。診療所です、お宅のお嬢さんが怪け我がをしました。迎えに来てください、でも構わない。

　…警察とか病院とか、そういうところを名乗り、来いとだけ告つげて一方的に電話を切れば、…状況を知るためにもまずは飛んで来るのでは。

　それにあいつはつい先日、福祉司の訪問を受けたばかりだ。…ここでいきなり娘の引き取りを面倒臭がって、「育いく児じ放ほう棄き」なんて真似をするはずがない。……あの生活力ゼロの男には、…沙都子という奴ど隷れいは日々の生活に不可欠な存在でもあるからだ。

　結論。……祭りに出掛けるなら、…その行きか帰りをここで襲う。

　出掛けないなら、…電話でやつを誘き出す。

　電話で誘き出す前段階として、沙都子が確実に祭りに出掛けて、家を留守にしなくてはならない。

　…沙都子を祭りに連れて行くのは、魅音にやらせると都合がいい。…あいつの叔母が確か民生委員だとか言ってた。…つまり福祉司の仲間だ。…魅音に、何としてでも沙都子を祭りに連れて行けと焚たきつければ、…あいつのことだ、その辺りをうまく使って、沙都子を祭りに連れて行けるはず…。

　……沙都子は、息抜きのつもりで…みんなと祭りで遊んでいればいい。…楽しく遊んで、平穏だった日々を懐かしみ…帰る頃には全てが終わっている。…あぁ、…それが一番いい。




　そうと決まれば…、この林のどこかに死体を隠すための穴を掘らなければならない。

　……目立たず見つからず。…死体を埋めるという無防備時間の間、絶対に誰にも見つからない場所。…犯行現場の近くのつもりが、…自然に遠のいてしまう。

　真っ暗な深き森の懐ふところ。……ひぐらしの声だけが響き、人が軽々しく踏み込むべきところでないことを知らせている。

「…………………………穴を掘る、…か…、」

　びっしりと草木の根が張り巡めぐらされたこの場所に穴を掘るのは…俺が想像していたより、はるかに難しいものだった。…俺が懐に隠して持ってきた園芸用のスコップでは…どうしようもない。

　それでもいろいろと周りを調べている内に、何とか掘れる場所を見つけることができた。………明日、家の物置からちゃんとしたシャベルを持ってこよう。シャベルでなら、何とかなる。

　人を充分に埋められるだけの穴って、どれだけなんだろう。……相当、深く掘らなければならないだろう。…だが、ここでいい加減なことをすれば、「起」を許してしまう。…断じて、それは許してはならない。……費ついやせる時間はいくらでも費やせ。…完全に消し去るための手間を、惜おしんではならない…。




　腕時計を見る。……時間は夕方少し過ぎ。

　今日、ここで出来ることは、多分これ以上もうない。

　…本当は多少暗くなっても、今夜中に穴を掘っておきたいのだが、夜に家を抜け出すとお袋がうるさい。……両親に不審がられるのはよくない。

　自宅へ帰り、早く魅音の家に電話しなくては。そして魅音に今夜中に沙都子との約束を取り付けるように言わなくては。……それで、とりあえず今日は終了…。

　…終了。…本当に？　……………本当に今出来る準備はこれだけか…？

　………殺す場所は決めた。…殺す方法も決めた。死体の処理ももちろん決めた。

　…時間は決めなかったが、これはケースバイケース。決めようがない。

　…………本当にこれだけか？　本当に大丈夫か？　想定外のことはないか？　本当に思い通りにいくのか？

　今さらになって、次々に不安が込み上げる。……不安がるのは、当然だ。…これは俺にとって、…生しょう涯がいで最初で最後の、…大きな仕事。失敗は許されず、…初めての自分には経験がない。ノウもなければハウもない。…だから不安になるのは当然…。

　不安の黒雲は、…このまま何もしないのが一番無ぶ難なんだぞ…という、この期ごに及およんで実に情けない提案もする。…沙都子のあの気の毒な姿をもう忘れたのかよ‼

　……上うわ辺べでは、そう強く決意してみせても…、心の奥底が膝ひざをかくかくと鳴らしている。…喧嘩ひとつ満足に勝ったことのない俺が…人殺しなんて本当にできるのか…？　いくら不意打ちとは言え…、相手は大柄ではるかに年上。強こわ面もてで、喧嘩慣れしているように見える。

　………ひょっとして、俺。……殺人に至るまでの過程や、その後については万全かもしれないけど……、一番肝心な、殺人に一番不安があるんじゃないだろうか…？

　あらゆる準備も、万全の隠いん匿とくも、…殺人が成功しなくちゃ意味がない。

　…くそ…！　ここまで来て…情けないぞ前原圭一！　そう考えることによって、俺に二の足を踏ませようっていう魂こん胆たんは見え見えなんだぞ。

　………帰ろう。…帰って心を落ち着けよう。

　明日は…進学、就職、結婚、出産、なんていうものとは比べ物にならないくらいの、………人生の節ふし目め。……人のために、人を殺す、…殺人の日。

　この日を境さかいに、…俺たちはまた取り戻す。…あの平穏無事で楽しくて、いつまでも続くことを疑わなかった小こ春はる日和びよりのような日々を。

　帰宅するため、自転車のペダルを強く踏み込んだ。

　……どこかふわふわする。…体と魂の歯車がずれているような感じ。…実際の手足の先端と、俺が思っている手足の先端の微妙なブレ。

　視し界かいが少し遠くて狭い。……自分の後のちの人じん生せいを賭かけた大きな関門なのに、…まるでどこか他ひ人と事ごとのよう。……そんな非現実的な感覚。…何て言うのか、……全てが遠い。

　…………いいさ。…その不安な感情に浸ひたるがいい、前原圭一。…それによって臆おく病びょう、細心になり、さらに注意深く行動できるようになるのなら。その感情はむしろ重要なものなのだから。

　結局、その感覚は、………その晩、ずっと治まることはなかった。




　深夜。俺は受話器を自室に持ち込んでいた。

　魅音の家に自分から電話をかけるのは初めてだった。

　学校でもらった連絡網で電話番号を探し、…田舎特有のやたら短い電話番号を回す…。

　さすがにこの時間だ。多分、家にいるはず。………………にしては誰も出てくれない、と思った頃、ようやく受話器が取られた。

「…はい、園崎です。」

「………………………………あ、夜分遅くにすみません。…えっと、………魅音か？」

「…え？　どちら様です？」

「俺だよ、…圭一だ。」

「あ、……あぁ、圭ちゃんか。何～？　こんな時間に。」

　何だか変に上機嫌でろれつが回らない感じだ。……そうか、明日のお祭りの前夜祭みたいな感じで、きっと親類が集まっての酒盛りになっているんだな。

「悪いな、こんな時間に。…今、時間は大丈夫か？」

「うん。……何？」

「沙都子のことなんだけど。」

　受話器の向こうで小さく息を吞のむのがわかる。

「…沙都子、………大変なことになっちゃったね。…大丈夫かな…。」

　魅音の声からはすっかり酒の匂いが抜けていた…。

「大丈夫なわけないだろ。……お前も見ただろ？　あれ。」

「……………………………。」

「……あんな、擦すり切れるまでに虐め抜かれて。…俺たちはあんなになるまで、ずっと見捨ててきた。」

「…………見捨ててたわけじゃないよ。…みんな助けようとして、必死に考えてたよ。」

「でも、結局何も思いつかなかったし、……沙都子を救えたわけじゃないだろ。…結局、……あんなになるまで、俺たちは何もできなかった。」

「…………………そう、……だね。…私は結局、見てただけかも…。」

「………だからさ。…せめて、………一夜くらい、遊ばせてやろうじゃないか。」

「え？　遊ばせるって、………。」

「……あいつも色々とまいってるの、わかるだろ…。だからさ。…明日の綿流しのお祭りに、……あいつを連れて行ってやってほしいんだ。」

「…………それは、構わないけど。…どうして？」

「どうしてって…。……せめて祭りの夜くらい、息抜きさせてやりたいじゃないか。…たとえ一夜でも、あの意地悪な叔父の下もとから離れられるなら、…短い時間でもきっと沙都子は喜ぶ。」

「……………………だから、…どうして？」

「…どうしてって、………何がだよ。」

　魅音が何を尋たずねているのか、ちょっとわかりにくい…。

「……どうして、………さ、……。…うぅん！　…け、圭ちゃんが連れて行ってあげないの？　私に頼まなきゃならないの…？」

　魅音が……妙なところでしつこい。…というか……鋭い。

「俺、…実はちょっと明日は用事があってさ。…祭りには行けない。だから沙都子を、魅音が連れて行ってやってほしい。」

「…………用事……って、……。」

「大した用事じゃないんだ。多分すぐに片付くと思うけど、…ひょっとすると明日は合流できないかもしれない。」

「………………………………………。」

「なぁ、魅音。……明日の夜だけ、沙都子を頼めないか…？」

　魅音はなかなか返事をしてくれなかった。………何となく、…さっきから魅音の様子がおかしい。………感情が昂たかぶっているというか……。

「…………………嫌…。…………ぅっく…、」

　え…？　嗚お咽えつ？　…魅音……⁉　…お前、……泣いてる……？

「……………私、…………嫌だって、…言ったじゃない…。私なんかに…押し付けられても…困るって……！」

「…べ、……別に押し付けるつもりなんかないよ。…明日の夜だけでいいんだ。」

「噓だったじゃない‼」

　………え……？　……魅音は……何の話を…している…？

「綿流しの夜だけって言って…。……結局、……ずっとだった………。…噓つき………。…ぅっく…。………あは、……あははははは。でも、…おあいこかな。…私、全然、あなたとの約束、…守ってないから。…あの子はずっと放ったらかしだし…ね…。」

　…俺は相あい槌づちを打てない。……魅音は明らかに、…途中から俺以外の誰かと話をしている。……それが誰なのかは、…わからない。

　呆然と…、俺はそれを聞いているしかなかった。

「……………あれから…ずっと帰ってこないのに、……あの子のことをもう一度、押し付けるためだけに、……また電話をしてきたんですね。……本当に……ずるい人…。……ぅっく……。…………………………………………ねぇ、あなた……………悟史くん、……なんでしょ…？」

「……み、……魅音、……さっきから…何の話だ…？」

　…俺が名前を呼んだことで、……魅音の呪じゅ縛ばくのようなものは解ける…。

「………あ、………あははははははははははは……。…ご、……ごめん…。何でもないの。………ちょっと、……圭ちゃんの今の電話にそっくりな電話を…昔、受けたことがあって。」

「………………それ、………ひょっとして、…悟史、…か？」

　…魅音は答えない。…ただ、漏れてくる嗚咽だけが聞こえた。

「ご、ごめんね。…ちょっと私、お酒が残ってるみたい。…変なとこで感情的になっちゃった。…えへへへ、…ごめんね、焦あせったでしょ。」

　……………どういう経緯か、わからないが。…………多分、去年の同じ日。…悟史は魅音に、電話をした。…………沙都子を祭りに連れて行ってやってくれ、と。

　そして、どうしてあなたが連れて行ってあげないの、の問いに、…俺がしたのと同じ様に返事をしたのだ。

「……悟史、…………祭りに、…行かなかったんだな。」

「……………うん。……用事があるから自分は行けないって言って。…代わりに私に、沙都子を祭りに連れて行ってくれって。」

　……………………………………。

「…その時、……悟史も言ったんだな。……沙都子を頼む、って。」

「………………うん。……言ったよ。明日の夜だけ頼むってね。…圭ちゃんの言い方が……あまりにもよく似てたんで、…あははは。…ちょっと思い出して、取り乱しちゃった。」

　意外だった。………悟史が、一年前の今日、…俺とまったく同じ電話をしていた。

　…その後に、さっき魅音は続けた。…噓だったじゃないか。…祭りの夜だけって言ったじゃないか…と。

「………………そうだったな。……悟史は…その数日後に、…………消えた。」

　消えた、という言い方は少しだけ曖あい昧まいな言い方だったかもしれない。……家出だろうと何だろうと、…悟史は沙都子を捨てて姿を消した。

「…………そう。……転校でもなく、家出でもなく、……消えたの。」

　……その時、……霞かすみよりもずっとおぼろげな想像が頭の中を過よぎった。

　去年、俺とまったく同じ電話をした悟史。

　……悟史は、……どうしてまったく同じ電話を…？

　もし、……真の意味で、…俺とまったく同じ意味で電話をしたなら、…………去年の、叔母が撲殺された事件は、………………………そんな、……まさか、………、

「……………悟史、…………だ。」

「……え？　………何が…？」

　…去年。……叔父叔母夫婦にも、ずっと虐められていた沙都子。……沙都子をもっとも虐めていた叔母を、……オヤシロさまの祟りの名を冠かんせられる夜に、……葬った…。

　………そう考えれば、……全て合が点てんが行くじゃないか。

「…去年、沙都子の叔母が殴り殺されたじゃないか。………あれ、……悟史ってことは……考えられないか…？」

　…いや、でも…そんなことって……。……だって、……悟史は…沙都子を捨てて逃げ出した卑怯者だぞ⁉　そんな悟史が…沙都子を救うために…人を殺す決心にまで至ったなんて……考えられるわけ………、

「……………私も、…実はそれを疑ったことがある。……悟史には悪いけど…。」

　…その数日後、……悟史は姿を消す。沙都子の誕生日に。

　初め、それを俺は…何て残ざん酷こくな日に逃げ出したのかと怒り狂った。……だが、…………こう考えると、……話はまったく異なってくる…。

　悟史はきっと、…俺よりも冷静じゃなかった。…実の妹が日々、虐められているのを目の前で見ている血のつながった兄だからこそ、…冷静さを保たもてなかったのかもしれない。

　……それは、…叔母の撲殺死体が、あっさりとその晩に発見されてしまったからだ。

　悟史は怒りに我を忘れすぎて、死体を隠さなかった。「起」を許してしまった。

　警察が本格的に捜査すれば……、悟史が徐々に犯人として絞られていくのに、そんなに時間がかからない事も簡単に想像がつく。

　悟史は…沙都子との平穏な日々を望み、一度は手にしながら…。…徐々に追い詰められていったんだ。

　そして、……せめて沙都子の誕生日までと思って頑張ったが、……ついに、…絞りきられた。

　…悟史はその時、沙都子の誕生日に大きなぬいぐるみをプレゼントするために、まとまった貯金を持っていた。

　それでぬいぐるみを買ってプレゼントして、……捕まるか。……そのお金を使って、……消え去るかを迫られたのだ。………そして悟史は………沙都子を殺人者の妹にしないことを…選んだのだ…。

　……だとしたら……それは何という苦く渋じゅうの選択だったろう。……沙都子の喜ぶ顔が見たくて貯めた貯金を、………沙都子を悲しませるために使わなければならなかったなんて。

　…そして貯金を使い、……噂される…東京へ消えた。

「………………悟史は……それで消えたのか……………。」

「……それは…わからない。……大おお石いしなんかはそう思ってるみたいだけどね。」

　大石…か。……あの嫌らしい男に、ねちっこく付け狙ねらわれ…じわじわと追い詰められていったのだろうか…。

「確かに状況証拠は揃そろってるけど、……多分、圭ちゃんの推理ははずれだと思う。……県内のどっかで捕まった覚かく醒せい剤ざいでイカれたヤツが、犯行を自じ供きょうしたって言うし。」

　…………………そうだ。……異常者が犯行を自供して…決着したんだったな。

「そいつは本当にただの異常者で、雛見沢とは何の縁えんもない男だったって。もちろん悟史とも何の関係もない。…だからそんなヤツが悟史の身代わりになって噓をついてくれたなんて到底思えないし…。」

　……そう決め付けられるものか。…人の縁なんて、どこでどうつながってるかなんて、わからないぞ…。…そいつが罪を被ってくれたなら…これは完全犯罪だ。………もっとも、完全犯罪なら……悟史が消える理由はない。

「それに、…悟史には逃亡資金なんてなかったと思う。悟史が預金を下ろした日。………これは誰に言っても信じてくれないんだけど…、沙都子のために買うと言ってたぬいぐるみが、…売れてショーケースからなくなってたの。……きっと、…悟史が買ったに違いない。」

「…ちょっと待てよ。……逃走資金に使わないで、ぬいぐるみを買うために使ったなら…沙都子のところへ帰るはずだろ。……ぬいぐるみを買って、それを届けもせずに蒸じょう発はつするなんて考えられない。」

「……うん。……だから、……わからなくなっちゃうんだよ。……まとまったお金があるならともかく…、貯金を全部使っちゃったなら悟史は無む一いち文もん。……お金もなく、逃亡生活ができるほど世の中は甘くないよ。」

「…………………………………。」

　…わからない。…ここに来て、…悟史という男のことが、わからなくなる。

　二人して…沈黙する。……何をきっかけに、こんな話になってしまったのか、わからない。

「あはははははは、…ごめん。…どこで話が脱だっ線せんしちゃったんだか。………沙都子の件ね、安心していいよ。実はもう、ちゃんと誘ってあるんだよ。」

「…え！　……本当かよ…。」

「………祭りの準備でみんなで神社に行ったときさ、沙都子を祭りに呼ぼうって話になったんだよ。それで、集会所の電話でそのまま電話して誘ったんだ。叔父のヤツ、よそよそしくて、勝手にしろみたいな感じだったけど、とりあえずＯＫはしてくれた。明日、みんなで待ち合わせして行くことになってるんだよ。……安心した？　悟史ぃ？」

「…ばか、…俺は悟史じゃないって…。」

　少し、安心した。……俺が電話をしなくても、…沙都子はもう祭りに呼ばれていたのだ。

　叔父を一人残して、……殺すための時間を設けるために沙都子を祭りに行かせるという、血生臭いものでなく、……本当に純粋な心で沙都子を楽しませたくて……誘っていたのだ。結果的には同じことでも、……そのちょっぴりの違いがうれしかった。

「……すまないな。…俺が電話をするまでもなかった。…昨日にしろ、今日にしろ、……変な話ばかりして、…すまないな。忘れてくれ。」

「…………こっちこそ、本当に申し訳ない。…柄にもなく取り乱しちゃって。本当にごめん。」

　しばらくの間、二人して謝りあう。

「じゃあ俺はこれで失礼するな。…おやすみ。」

「……何の用事なの？　祭りに行けない理由。」

　…別れの挨拶に割り込ませるように……魅音が痛いところをつく。

「……それもまた、……悟史と同じように、……言えない？」

「……………………………………ばか。…だから俺は、…悟史じゃないって言ってるだろ。」

「……………………うん。…そんなのは……わかってるよ。」

　答えにならない答えで、…誤魔化す。…魅音はそれ以上、食い下がったりはしなかった。

「じゃあ今度こそ、……………おやすみな。」

「……どうして圭ちゃんが悟史くんとまったく同じ電話をしてきたのかわからないけれど…。……………………………うぅん、…何でもない。……ごめんね、おやすみ。」

「……………切るぞ。」

　電話を切る。…………深夜の静せい寂じゃくが、一年前の今日を想像させる。

　北条悟史。………お前は一体、……。

　…俺はお前のことを、妹を捨てて逃げ出した卑怯者と蔑んできた。お前には、にーにーなんて呼ばれる資格はないと、…ずっと思ってきた。

　でも…………、何だかわからなくなってしまった。

　四年目のオヤシロさまの祟り。…叔母の撲殺と、……悟史の失踪。

　………そして…五年目のオヤシロさまの祟りを執とり行なおうとする、俺。

　奇くしくも、俺の取る行動が…祟りの前日になって、ぴったりと悟史と重なり合った。

　いや………。……そもそも、…沙都子が虐められて…ということが始まりだったとすれば……もう何日も前から、…俺と悟史は重なり合っていることになる。

　さっき、俺は魅音と話していて、…自分のことを、悟史か…？　と尋ねられた。

　…第三者の魅音が、第一印象でそう思う以上、……それは事実なのだろう。

　ならば俺はきっと、悟史に為しえたように、…殺人に成功する。

　だが、俺と悟史が重なるのはここまでだ。

　俺は悟史よりもはるかに冷静で…計算高い。…熱くなれば熱くなるほど…むしろ冷静になれるのだ。……だから、悟史の轍てつは踏まない。あの男だけを綺麗に消し去り、…元の平穏な日々を取り戻すんだ。

　………俺は、凶器に悟史のバットを選んだ時から、……悟史と一緒にいるのかもしれない。…いや、…もっと前から。……俺がにーにーになってやろうと決意した頃から…悟史は俺の中に宿っていたのかもしれない。

　……悟史。…………お前は本当に………卑怯者だったのか？　………それとも……今でも沙都子が敬愛するに値する……本当のにーにーだったのか…？

　会ったことも話したこともない、…顔すらよく知らない男に、……これほどの親近感を覚えるのは……初めての経験だった。
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秘匿捜査指定第Ｘ号事件について




　標記秘匿捜査事件（興宮警察署第Ｘ号、雛見沢主婦撲殺事件）について関連すると思われる部分が、当本部担当事件の供述調書内に確認されたことを通達する。







　Ｘ月Ｘ日に覚醒剤所持の現行犯で逮捕したＸＸＸＸ容疑者への取調べ中、標記事件の犯行をほのめかす供述があり、その中に、犯人しか知り得ない情報が含まれていることが明らかとなった。よって、この供述調書（複写）を貴課に提供する用意がある。

　この供述調書を信頼できるなら、ＸＸＸＸ容疑者は標記事件の実行犯である可能性が極めて高い。




　なお、担当取調官はこの供述を受け、興宮警察署に事件の問い合わせをしたが、７月１日県警本部長発令の秘匿捜査指定（昭和57年総総管イ１‐12）を対応した興宮署担当者が誤解し、担当取調官に対し、事件の存在を正しく説明しなかった。その為、担当取調官は標記事件に関連する供述を重要なものと認識せず、その結果、現場確認等を怠り、今日まで放置するに至ったことを謝罪する。




　なお、ＸＸＸＸ容疑者は先日Ｘ月Ｘ日、留置場内にて死亡したことを追記する。








６月19日（日）綿流し













　日曜日。………昼前に聞こえた花火の音は、祭りの開催を知らせるためのものだったのだろう。

　その日は…祭り日和とはお世せ辞じにも言えない、曇天だった。

　テレビの天気予報は、夕方から夜半にかけて土ど砂しゃ降りになるかもしれないと警告していた。……だが、今が降っていない以上、祭りは開催される。

　祭りが開催されてくれなくては…始まらないのだ。

　古ふる手で神社の境けい内だいは…今頃は華やかな装よそおいになり、年に一度の晴れ舞台となっているのだろうか。……おめでたい紅こう白はく幕まくや、たくさん吊つるされた提ちょう灯ちん。…露ろ店てんの発電機のモーターの音。…走り回る子供たちの声。それを見て微笑ほほえむ家族。笑い。…今日は、綿流しのお祭り。

　………その中を、…もうみんなは遊んで回っているのだろうか。

　沙都子はどうだろう。……辛つらかった日々を、つかの間だけ忘れ、…久々にあの眩まぶしい笑顔を見せてくれているのだろうか。

　……今日は人生で一番長い一日になるだろう。一生において、鮮せん烈れつに記憶される日になるだろう。

　両親は夕方からお祭りに行こうと、のんびりとした昼下がりの生活を送っていた。…同じ屋根の下に暮らしながら、これほどまでに異なる時間を過ごしている差に驚かざるを得ない。

　…俺はそれを尻しり目めに…玄関へ行く。

　心持ち、靴くつ紐ひもは固めに。……決意を、結びの固さで示すかのように。

　……………沙都子の叔父の殺害を決意した時、…俺は頭がおかしくなりそうになるくらいの興奮状態にあった。

　……そして、殺人という、これまでの人生で培つちかってきたモラルに完全に逆行する行為を計画する時には、…感情が喪そう失しつするくらいに落ち着いた、冷静状態にあった。

　…そして、…昨日。………悟史が、俺とまったく同じ電話をしていたと知った時には、…………もう、何て表現していいのかわからない、ぐちゃぐちゃの気持ちだった。

　…そして、今日を迎える。

　今の俺は、昨日まで持っていたあらゆる感情が喪失していた。……平たく例えるなら、…起きたばかりでまだ寝ぼけていて、あらゆる感情がしゃきっとしていないような、そんな感じ。

　あの男が沙都子に犯してきた暴ぼう虐ぎゃくに対する怒りもなければ。沙都子を憐あわれむ悲しみの気持ちもない。様子見だけで、ついに何の手も差し伸べなかった仲間たちへの不満も感じないし、……今日という日を迎えたことに対する緊張も恐怖もない。

　……そう。今の状態は、…殺人を行う上での、ベストコンディションと言えるのだ。

　それに至る瞬間には、激情に身を任せることも必要だろう。…だが、それに至る直前の瞬間までは……、例えるなら昆こん虫ちゅうのような。…ただ目的のためだけに音すらさせずにジリジリと動き…、……獲え物ものを捕らえる瞬間にだけ、弾丸のように飛び掛る。そこには感情など何もない。…そういう、昆虫独特の薄うす気き味み悪さ。…そういう状態が一番よいのだ。

　…沙都子の叔父など、虫けらのように殺してやる。そう思っている俺が、昆虫の心持ちなのだから笑えなくもない。

　…………ギュ。

　もう一度、靴紐を締しめなおし、……俺は表へ出た。




　表の物置からシャベルを出す。あの男の墓はか穴あなを掘るために必要なものだ。

　このシャベルはキャンプ用の便利なもので、……こうしてねじって三つに分解すれば、簡単にカバンにしまって隠すことができる。

　シャベルをねじって…分解する。何度かやったことのあることなのに、…なぜか手こずる。…急に不器用になってしまったみたいに。

　………わかってる。…これは緊張してるからじゃない。…俺の奥底の惰だ弱じゃくな自分が臆おくしているのだ。……このシャベルを分解するという行為が、…殺人の第一歩であることを知っているのだ。

「………く、……………うお‼」

　最後のひとひねりは一ひと際きわ固かったが、…俺の決意そのままの力強さの前に、ついに屈くっしたのだった…。




　沙都子の家の周辺は、…俺の活動範囲の外側だ。…ただこうして日中に自転車で走っているだけでも、……注意深い人間なら、不審に思うことがあるかもしれない。

　顔見知りに会い、声をかけられるようなことは絶対に避けたい…。

　そう思い、慎重に目的地までのルートを選択する。…多少の遠回りは気にならない。……今日という長い一日を、どれだけ慎重にしたって、し過ぎるということはないのだから…。




　…それにしたって、犯行予定場所に着くまでに誰ともすれ違わずに済んだのは幸運だった。……今さら縁起を担かつぐつもりもないが、…幸さい先さきはいい。

　穴を掘ると決めた場所は…この木立の中を、森の中をもっと行った先。

　…何の道みち標しるべもない森の中で、もう一度同じ場所にたどり着けるだろうかと不安になったが、…あっさりと思い通りの場所に到着することができた。

　改めて周りを見渡す。……人の気配は欠片かけらもない。…空気は少しじめっとしているが、木こ陰かげ特有の涼しさが心地よい。

　分解したシャベルをカバンから取り出し、…手て際ぎわよく組み立てる。……そして、……シャベルの先端を軟やわらかそうな地面に突き立て、…片足をそれに掛ける。

　………足にぐっと力をかければ、ざっくりと地面にスコップが突き刺さる。

　…その突き刺すという行為が、…とてつもなく、後戻りのできないことのようで…躊ちゅう躇ちょさせられた。

　ただ、シャベルで穴を掘るだけなのに、……固い唾を飲んでしまう。

　…落ち着け前原圭一。……ほら、呼吸を合わせるぞ。…一、二の三でザクッと行くからな？　………せぇの…、一、…二の……ん…

　うまく呼吸のタイミングが合わせられず、ただシャベルを地面に突き刺すだけの行為をするのに……五度も六度も試すはめになった。…くそ、……ただ穴を掘るだけなのに…情けない！　そう思った時、…嫌なことを踏み潰つぶすように踵かかとに力が入り、ザクッ‼　と鋭い音がしたのだった。

「……………ふう…。………………ん。…………………ふぅ……。」

　………軟らかかったのは最初だけ。…すぐに、根や石が邪魔をするようになり、…人間を充分に埋める穴を掘るのがいかに大変なことかを思い知ることになった。

　そもそも、こんな場所に真まっ当とうな人間が来ることはない…。ほどほどに土をかぶせて隠せば充分なのでは……。…そんな甘えた考えが心に浮かぶ度に、奥歯でそれを嚙み潰しながら、さらに力強くシャベルを打ち込むのだ。

　これだけ掘れば充分…。これだけ掘ればちゃんと隠せる…。

　そう思う度に穴の底に下りてみて、あまりの浅さに失望し、掘りなおす。

　……額にじっとりと浮かんでいた汗は、とうとう玉になり、ぼろりと落ちた。……背中はもっとひどい。シャツはべったりと張り付き、…気持ち悪いことこの上ない。

　…もっとも耐え難がたいのは、藪やぶ蚊かだった。……俺の汗の臭いをどこで嗅ぎつけてきたのか、…白と黒のまだらの汚らしい蚊が、気を許すたびにへばりついてくるのだ。

　暑い。気持ち悪い。べたべたする。…痒かゆい。……そんな、不快感の波が代かわる代がわる俺に押し寄せてくるのだ。

「………くそったれ…。だから何だってんだよ…、やめて帰れってのか⁉　ええ⁉」

　怒ど鳴なったわけじゃない。自分で自分に言い聞かせるような、独り言。

　…どうして俺は……こんな思いをしながら、こんなところで穴なんか掘っているんだろう…？　この穴を掘ると俺にどんな得があるんだ？　この穴を掘らないと俺にどんな損があるんだ？　いやそもそも………俺は誰に掘れなんて命令されたんだ…？

　……思い返せば、…小学校の時から、あるいはその前からずっと…、…俺の人生は人から命令されたことだけで積み重ねられてきたのかもしれない。

　…命令だけされて生きてきたのは、別に窮きゅう屈くつだったという意味じゃない。自ら道を模索せず怠たい惰だだったという意味でもない。それは例えるなら……そう、…道みたいなものだった。

　昔から特に身体的に優れていたわけじゃない。……成長は早い方じゃなかったし、身長はクラスで並んでも、真ん中より後ろにいくことは稀まれだった。

　縄なわ跳とび大会だってマラソン大会だって記録は平凡そのもの。ドッジボールのチーム分けでも、俺を取り合って両軍のジャンケンが盛り上がった例ためしなどない。

　成長の早さや身体の優ゆう劣れつが、人間の価値をそのまま決めてしまっているかのような、幼よう稚ち園えん、小学校低学年時代は……今思い出しても、とても不ふ愉ゆ快かいだった。

　それが一転したのは、……お袋のほんのちょっとした一言だった。




「圭一。あなた塾じゅくに入る気はない？　学校の勉強がわかるようになって、楽しくなるわよ。」

　塾で一番最初に受けたテストは、何だかゲームみたいなものでとても面白かった。

　似たような問題が何十問も並ぶ学校のテストと違い、どの問題もイラストがふんだんで、まるで漫まん画が雑誌の付ふ録ろく本のナゾナゾブックみたいだった。こんな感じのが学校の勉強だったなら、さぞや楽しいだろうに。

　それから何日かして、入塾の手続きのためにお袋と再びその塾を訪れた。

　…お袋と塾の人がずいぶん熱心に長々と話をしていたので、俺はうとうとと眠くなってしまい、ほとんど聞き流していたのだが……、この箇か所しょだけは今でもよく覚えてる。

　お袋が素すっ頓とん狂きょうな声をあげて、驚いたのだ。

「えっと、…61って、平均点が61点ですか？」

「いいえ、違いますよお母さん。全国展開する当塾での平均偏差値が61です。簡易式の知能検査でも非ひ凡ぼんな数字が出ています。…まず申し上げて、前原圭一くんは大変に頭がいい。」

「圭一が……。でも、学校では大した成績じゃありませんし。通信簿も２、３、４が適当に並ぶ平均的なもので……。…何かの間違いではありませんか…？」

「クレペリン検査とも重ねましたが、その結果、興味深いことがわかりました。前原くんは意味を持たない問題に非常に弱いのです。…無む味み乾かん燥そうで自身の生活に結びつかない内容の問題に興味が持てないのです。」

「…２＋３はわからなくても、リンゴが二個あって、三個増やしたら何個に…という形なら理解できる、ということですか？」

「その通りです。例えば正六面体の展開図を書け…と言われて混乱する圭一くんも、サイコロを切り開いたらどんな形になる？　という風に聞けば、見事に答えられるのです。」

　そして塾の人が、俺の書いた答案の一枚を見せた。……それは工作の問題の答案だった。工作の問題なんて珍しいのでとても面白かったっけ。

「正二十面体の展開図を書けという問題です。…この問題を、二十面体のサイコロを作るにはどんな風に厚紙を切ればいい？　と聞き直したら、圭一くんはさも簡単そうにこれを書いて見せました。……これは平凡なことではありません。」

「圭一。あなた、どこかの本の雑誌のフロクか何かで二十面体サイコロを作ったことがあったの？」

　サイコロってのは１から６まであるもののことだ。６よりも大きな目が出せるサイコロがあるなんて、このテストで知るまで考えたこともない。

　だから20まで出せるサイコロがどんな形か想像するのは楽しかった。こんなサイコロがあれば、誰とスゴロクをしたって絶対に負けるものか。だから作りたいとすぐに思った。

　やがて入塾。…俺が編へん入にゅうされたクラスは生徒が四人しかいない、選せん抜ばつと呼ばれるクラスだった。それが最高位のクラスで、…自分の下位のクラスにクラスメートが何人かいて、…彼らがドッジボールや五十メートル走で俺よりもずっといい成績を出していたことを思い出した時、初めて喜びが込み上げてきたのだ。

　身体能力で劣おとっても、他に見返す方法があったのだ。

　初めは楽しかった。やればやるほど褒ほめられたし、学校の先生が急にちやほやし出すのも気分が良かった。…両親も満足げだった。そんな両親を見るのが、楽しかった。

　親の命令に従えば従うほど、どんどん楽しくなっていった……。




「…………………………ふ、」

　そんなこともあったっけ。……自身を笑い捨てるように、苦笑いする。

　まぁ……結局、そんなお勉強人生はそう長くは続かないわけだ。

　勉強が出来れば出来るほど、楽しくなったのは最初の内だけだった。

　友人たちとは次し第だいに馬が合わなくなり、いつも俺が塾で習う内容よりも三つは遅い授業を、塾に比べたらどうしてこんなに眠くなるように教えられるのか感心してしまうような教師に、敬意を感じなくなっていた。

　…そんなお勉強ができることを鼻にかけた嫌いや味み野郎が、いつまでも有う頂ちょう天てんに生きてけるほど、…まぁその、世の中は単純じゃないってことだ。

　命令されたことに従い、それを期待以上にこなしてみせると褒められる。…それが嬉うれしくて、そのサイクルを自転車のようにぐるぐる回す。…そうして前に進むのが人生という自転車だと思ってた。

　そんな人生が、……いかに貧しいものかを知ったのは、雛見沢に引越してきてからだった。

　いろいろあり、引越して環境を変えるのもいいだろう、という話になった。

　そうしたら親父が…以前から何度か写生に行って気に入っているところがある…。そこにアトリエを持ちたい……みたいなことを言い出して。…あれよあれよという間に雛見沢への引越しが決まってしまった。

　そうして………………俺は、………あいつらと出会ったんだっけ。

　転校しての第一日目。…先生と共に教室へ向かった。…先生に連れられて入るというのも何だか情けないと思い、俺は先生よりも先に扉とびらに手を掛け、ガラリと豪ごう快かいに開け、教室に踏み込んだ。

　ガラリ。その豪快な開け方は…力強く、もう一度人生をやり直そうとする俺自身の決意に他ならなかった。…そして、…その決意はわずか数すう瞬しゅんでカウンターを食らうのだ。

　頭上から黒板消し。しかも中には大きな石が詰めてあって…最高に痛い仕上がりのトラップだった。

　……何だよ俺。転校初日からいきなり沙都子にやられてるのかよ。あれはビビった。かなり面食らった。

　クラスも驚きだった。教室の生徒たちが学年も性別もバラバラだったことに驚いただけじゃない。……俺が知る学校という場所と、まったく雰ふん囲い気きの違うところだったからだ。その驚きは…連中と日々を送る内に、ますます増していくのだ。

　その新鮮な驚きは…今日までの生活でも絶たえることはない。…日々が新鮮な驚きの連続で、……ここに来てから一日たりとも退屈だと思ったことはない。

　部活メンバーとの賑やかな日々。ガン牌のトランプでジジ抜きをした。大だい富ふ豪ごうで煩ぼん悩のう全開に大おお暴あばれした。町のおもちゃ屋で一般参加者ありの大会でも大暴れしたし、その他にもその他にも…色々、色々。

　そんな日々の延長に、あの弁当勝負があった。……あの時だ。沙都子の意外な一面に気付いたのは。

　沙都子と晩飯を共にしたのは、…思い出せばたったの二晩だ。今思い出しても胸が温かくなるやさしい時間だった。

　沙都子が気き丈じょうに振ふる舞まいながらも、…心のどこかで、にーにーが帰ってくるのをずっと待っているという健けな気げさに気付き、……沙都子のにーにーになってやろうと誓った。

　沙都子は口やかましいヤツだったが、…世話好きな妹だった。でも、それは一見、リードしているように見えて、それもまた沙都子なりの甘え方だったのだ。

　悟史と沙都子の兄妹の毎日は、…叔父叔母夫婦の下での窮屈なものであったにせよ、…温かいものだったに違いない。

　あの温かだった日々が……いつ、何の間違いで狂ってしまったんだろう。

　嘆いたって、起こってしまった悲劇はどうにもならないってあれだけ自分に言い聞かせたのに……、嘆いてしまう。

　だから圭一…。あの日を取り戻すために…俺は自ら道を選び取ったんだろ？

　誰にも命令されなかった。自分で決めた。誰かに褒められるのを期待したのでもない。

　全部自分で考えた。そして自分で切り開いてる。……今も！

　親や世間が作ってくれていて、…この先、どのように続いているかも一いち望ぼうできるような道ではない。…一歩先は常に闇やみの、この上なく不安な闇の細道だ。

　でも…その心細い道は……どこにでも続いている。行けないところなどない、…無限の道なのだ。どこへ行きたいかを、自ら描き出せる人間にしか選べない…そんな道。

　明るい舗ほ装そう道路から逸それたことを恥じるな。

　むしろ、自分だけの道を見つけられたことを…誇りに思うんだ。

　それに、俺は舗装道路を捨てたわけじゃない。………目的を果たしたら、また明るい道路に戻ってくる。そして……また平凡な日々を、のんびりと温かに過ごすんだ……。




　ザクリ………。…え？　もう、こんなに深く？

　…気付いた時、穴はもう…信じられないくらいに大きく、深くなっていた。

「……これだけ掘れば……充分じゃないか…。」

　スコップを穴の底に置く。……死体をここまで引きずり、穴に放り込んで土をかける。……その上に草木を載せ、偽装するのに時間をかけたとしても、穴を掘るよりは簡単に終えるだろう。

　腕時計を見る。……いつの間にか夕方前だ。

　……時間の経過を感じなかったとは言え…。これだけの穴を掘るのに相応しい時間は経過しているようだった。




　近くの斜面の石に腰掛け…額を流れる汗を拭ぬぐう。

　………あとは…もう少し暗くなったら、校庭に隠してある金属バットを回収する。

　…そして、あの男を誘き寄せるための電話をする。

　………そして、………実行。

　その瞬間を迎えるまでの手順が、…減っていく。それは時の刻みよりももっと肉にく迫はくして感じられた。

　…何の躊躇もないのに、そう感じる矛盾。…実行に至るまでのあらゆるプロセスで、俺は躊躇し、戸と惑まどい、……臆病風に吹かれる機会がある。

　その百万の誘惑に耐え、その時を待たねばならないのが、いかに緩かん慢まんで苦しい拷ごう問もんであるかは……筆ひつ舌ぜつに尽つくし難い。

　初めはそれを女々しくも思ったが、途中からそうも思わなくなった。

　…いいのだ。…これで。

　人殺しなんていう、異常な行為に嫌悪感を持っていても一向に構わないのだ。……なぜなら俺は、今日から殺人鬼になるわけじゃない。

　……今日という異常な日を潜くぐり抜け、俺は再び元の世界に戻ろうとしているのだ。

　殺人に何の抵抗も感じない異常者に成り下がったら、元の生活に戻るなんてことはできない。…だからこれでいいのだ。殺人に戸惑う心を、恥ずかしがらなくてもいいんだ。

　そう、……俺は、人間だからだ。

　オヤシロさまの祟りを代行する身でありながら、人間であることを自覚するなど…何とも滑こっ稽けいな話だった…。




　ふぅ……と軽く息を吐き出してから、立ち上がる。

　気配を殺し、…自分以外の気配を探るために…四方に精神を研ぎ澄ます…。

　……よし。……行こう。…一歩一歩。自分の道を歩もう。…誰に強制されたわけでもない、自分の道。

「……行くぞ…。…前原圭一…。」

　セミの声がじわじわとうるさく騒ぎ立てる。…その合唱は俺が小枝を踏み折る不審な音を覆おおい隠してくれた。…そして、ずっと道の向こうまで合唱で満たし、人の気配が先の先までないことを俺に教えてくれていた。

　俺の進もうとする道を、セミたちが祝福し、持てる精一杯の力で応援してくれていた。

　空が高い。……もう数刻しない内に、夜の帳とばりが近付き、空を夕闇に染めるだろう。…その頃にはきっと、セミたちに代わって、ひぐらしが合唱を聞かせてくれるだろう。

　その頃には……もう全て決着しているだろうか？　全て終わっているだろうか…？

　沙都子の命運を公的機関に委ゆだねた時にも、俺は似たようなことを言った。……でも今度は…違う。…俺がする。俺が為す。俺が、終わらせる。




　もうすぐ終わる。全部終わる。

　…そう、ひぐらしのなく頃に。





　学校には誰もいなかった。

　…いつも誰かの遊び声が響いているこの学校から、人の気配がまったく消え去るというのは…初めて見る光景だ。

　いつもならここで遊んでいる子供たちも、今頃は神社の祭り会場にいるだろう。

　それでも息を殺し、……油断なく辺りの気配をうかがった。

　薄暗くなってきたにもかかわらず、…むしろ俺の目はより鮮明に見えるようになったようだった。

　充分に安全を確認し……金属バットを隠した建設重機に歩み寄る。

　………一いち抹まつの不安が、…バットを誰かが見つけ、いたずらでどこかに隠してしまったなんてことがあるのでは……という予感を過ぎらせる。

　…もしもそんなことがあったら……それを理由に、俺は思い止まるのか？　……もしも……本当になかったなら…………………。

　冷え切った金属の感触。

　…なくなったりはしなかった。……いや、逃げたりはしなかったというべきか。…悟史は逃げなかった。……ここでじっと、…俺を待っていてくれた。

「……待たせたな、悟史。…………………いよいよだが、…覚悟はいいか？」

　…金属の手触りを経て、悟史が俺の心に笑いかける。
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　……覚悟はいいかってのはこっちの台詞せりふだぜ？　俺は去年にもうやってるんだ。俺よりも自分の心配をしろってんだ。

「…上等だぜ悟史。……………目にもの見せてやろうぜ…。」

　悟史のバットはますますに軽さを増し、…俺の手に吸い付くかのように馴な染じむ。……振ってみても違和感はない。…まるで、そのまま右腕の延長になってしまったのではないかと思うくらいに、自然に動かせる。………当然だ。一本のバットを、俺と悟史の二人で握にぎっているのだから。




　……次は、……あの男を呼び出すために、…電話をする。

　時間は…悪くない。……今頃、仲間たちはみんなで楽しく露店を練り歩いているに違いない。家にはひとりでいるだろう。

　………………電話を…どこから掛けるか、考えてなかったな。

　自宅と沙都子の家は離れている。俺の家から電話をしたら、間に合わない。

　……学校の電話が使えないだろうか。…でも、…当り前だが戸締りがされていて、中には入れない…。

　くそ……。…何て甘い…。どこから電話を掛けるかくらい…決めておけよ…俺。

　電話が掛けられない。……そんな程度の理由で、……今日は、おしまい…？

　……………………………………………。

　…………ごめん、…………悟史………。

　自らの甘さを呪のろいかけた時、……奇き跡せきが起こった。

　校庭に自転車が一台入ってきたのだ。……見覚えのある中年。……営えい林りん署しょのおじさんだった。…なぜ？　………今日は日曜日だろ…？　忘れ物でも取りに来たんだろうか。

　…とにかく、…営林署のおじさんは裏口の前でポケットをまさぐり、…鍵を開けると中に入っていった。

「………………………………。」

　悟史が助けてくれたとしか思えない、…絶好の偶然。

　金属バットが、ほんのちょっとした手触りで、今が唯一無二のチャンスであることを教えてくれた。

　…営林署の区画と学校の区画は綺麗に分かれている。……さっきのおじさんの気配が営林署の倉庫（生徒が立ち入ってはいけないくらい奥だ）で感じられた。……立て付けの悪い扉は、閉まりきらず…俺を誘うようにゆっくりと扉の隙すき間まを広げてくれた。

　……大きく息を吞み込んでから…中へ踏み込む。

　つま先で歩き、音と気配を殺しながら…職員室を目指す。電話はそこにしかないからだ。

　職員室で息を殺していると……、さっきの営林署のおじさんの足音が戻ってくるのが聞こえた。……そして裏口の扉をがちゃがちゃと閉め……施せ錠じょう。

　窓の隙間から校庭をうかがうと……、何事もなかったように自転車にまたがり、…校門へ走っていくのが見えた。

　………学校は再び、無人の静寂に包まれる。…その静寂が間違いのないものかを、しばらくうかがってから…、校長先生の席の上に置かれた受話器に手を伸ばした。

　……ポケットから、沙都子の自宅の電話番号を取り出す。…そう、…クラスの連絡網に書かれた沙都子の電話番号は、叔父と住む今の家の番号だったのだ。

　ダイヤルに指を触れ…、あの男が出たら何と言おうか迷い、…一瞬考え込む。

　その内容については昨夜、あれだけ頭の中で反復したのに。いざこうしてダイヤルに指をかけると……ひびの入ったバケツから水が漏もれ出すように、頭から漏れていってしまう。

　内容は簡単でいいんだ。それよりも大事なのは、不審に思われないように堂々と。

　心臓の鼓こ動どうを三つ数えてから、……ダイヤルを回す。

　これが、…あの男と俺の、……初めての接触になる…………。

　連続する呼び出し音。………………沙都子の叔父は……出るだろうか。

　この期に及んで……出なければいいという甘えと、……出なかったら沙都子は救えないという危機感が渦うずを巻く。

「…………………………もしもし。」

　寝起きのような、不機嫌な男の声が聞こえてくる。………出た…。

「…………………もしもし？」

　……北条かどうか名乗れよこの野郎。…間違えてたら困るだろうが…。……意を決する。…イニシアチブは全てこちらにあるんだ。………行くぞ…。

「こちらは鹿しし骨ぼね市興宮警察です。北条さんのお宅ですか？」

　………声変わりしているとは言え…、俺のことをちゃんとした大人の声だと思ってくれるだろうか。……俺が警察だと……信じてくれるか…。

「ぁ、…はい。…北条ですけど。」

「今、お宅のお嬢さんの北条沙都子さんをこちらで保護しています。」

「えぇ？　沙都子がぁ⁉　あいつ、何かやらかしよりましたか…！」

　かかった…。こちらの言葉に疑いを持っていないことが、緊迫感からわかる。

「詳しい事情はこちらにいらしてからご説明します。…すぐにこちらへ来ていただくことはできますか？」

「今ですか…？　風ふ呂ろに入っちゃったからあんまし表に出たかないんですがね…。」

　…あぁ⁉　風呂に入ったから来たくないだぁ⁉

「はい、今すぐです。至急お話をお聞きしたいことがありまして…。」

「………………すぐ？　……ちゃ～…ったく、沙都子のヤツ、何をしよったんですか。」

「詳しい話はこちらでいたします。…ではお待ちしていますので、よろしくお願いします。」

「あ！　あ！　ちょっとちょっと！　俺、警察署がどこかわかんないんだけど。どこよ、場所。」

「………………っと……、」

　…馬鹿野郎……、何てことを……。……興宮警察署？　…俺だって…どこにあるかなんか知らねえよ！　お前、地元の人間だろ⁉　それくらい知っていろよ…‼

　全身に脂あぶら汗あせがじわっと浮き上がる。…喉のどの奥が詰まりそうになった時、向こうが口を開いた。

「っとぉ…、消防署の隣…でしたっけ。…遠いなぁ…。」

　勝手に思い出してくれて…助かる。…別に警察の場所がどこだっていいんだ。警察に行くために、家を出てさえくれれば。……例の、ひと気のない林道に誘い出されてくれれば！

「ではお待ちしていますので…、」

「あ！　あ！　俺、警察行ったら誰んとこ訪ねればいいんよ⁉　あんた名前は⁉」

　……この上…俺の名前まで聞くかよ…‼　てめえは大人しく家を出りゃあいいんだよ…！

「……前まえば…、前まえ橋ばしと申します！　では失礼します…。」

　…危なかった。うかつにも本名のマエバラと言うところだった。……何とか最後の一文字だけ変えたが…。

　半ば逃げるように受話器を置く。

　指がカタカタと震え、…全身には生温い汗をびっしょり。

　………電話に緊張しただけじゃない。…この電話で…いよいよ……始まるのだ。

　学校を出る。……さっき施錠されてしまったが、内側から開けるのは簡単だ。

　…だが、出た後に施錠することが出来ない。

　万全を期すならここは施錠したいところだが…、職員室に戻って、ここの鍵を探し出して時間を失うのはよくない。……今は大急ぎで戻り、あの男を待ち伏せなければならない。






五年目のオヤシロさまの祟り






　自転車に乗り全速力で現場に戻った。

　…沙都子の叔父が、俺よりも先に町に行ってしまったら万ばん事じ休きゅうすだ。…警察にマエバシなんて男がいないことがわかり、………いろいろと面倒なことになるだろう。

　全速力で戻る途中、…浴衣ゆかたを着た家族と何組かすれ違った。…祭りへ向かう途中なのだろう。

　……俺が知らなくても、向こうは顔を知っていることが多い雛見沢だ。…こうしてすれ違うだけでも…不安がつのる。

　でも、ここいらは俺の生活圏じゃないから…、この辺に住んでる人も、俺のことをよく知らない可能性もある。

　…今はそんなことはどうでもいい。とにかく、一秒でも早く待ち伏せの場所に戻って……呼吸を整え、待ち伏せしなくてはならない…。




　自転車を茂しげみの中に隠し、さっき木陰に隠しておいた悟史のバットを拾う。……そしてじっと息を潜め気配をうかがう…。

　………まだ、…来ていないのだろうか…。

　まさか、…電話を終えてからすぐに表へ飛び出して…もうここを通り過ぎてしまったなんてことは…？

　そのどっちなのか確認できず…言いようのない焦りが込み上げてくる。

　…落ち着け前原圭一……。通り過ぎたにせよ、どうせ家に帰るためにここを通るんじゃないか。……結果は変わらない。あの男がここで死ぬことに、何の変更もない。

　……ヤツは多分、バイクで来るだろう。…それをどうやって止める？　………ここは難しい理屈は抜きで、通り抜けざまに殴りつける、押し倒すなどするのがいいだろう。

　ここは砂じゃ利りだ。思い切りぶつかってバランスを崩せば、たまらず転ぶだろう…。

　………………その時。………ひぐらしたちが合唱を、やめた。

　……遠くから、バイクの音が近づいてくる。

　どんな音で走るバイクなのかはわからないが、…その外見だけは以前来た時に見たのでわかってる。

　……どんどん近付いてくる。……もうすぐそこだ。

　もう、……ほんの少し走れば、そこの茂みを越えて…俺の視界に現れる。

　…一瞬で、ヤツかどうかを識しき別べつし、……そうだと確認できたなら…、………できたなら…………、………………………実行する。

　バイクがその姿を現した。………いくつかのわかりやすい特とく徴ちょうが、間違いなく沙都子の叔父のバイクだと俺に教える…………。

　……本当に…そうなんだな…？　間違いなく沙都子の叔父なんだな…？　俺の見間違いなんかじゃ……ないよな……？

　もう一度だけ特徴を確認する……。………色、形、…そして何よりも、…服装…、……顔…‼

　…………………………躊躇する最後の感情を、消す。

　………沙都子、…今、…にーにーが終わらすからな。

　近付く、近付く、……バイクが近付く…。

　……行くぞ。…悟史……！

「……………あぁ。」

　ザザッ[image: !!!]　茂みから飛び出す…ッ[image: !!!]　肩から……体当りするように、…バイクの叔父に…思い切りぶつかる…！

「…おわああぁあぁ…‼　ったったった…‼」

　間抜けな声を出しながら叔父のバイクが大きくバランスを崩す。……やがて倒れ、バイクは砂すな煙けむりを巻き上げながらぐるぐると回って止まる。

　地面に放り出された叔父は、突然何が起こったかわからないのか、しばらく唸るような声を出しながら、地面にうずくまっていた。

　………はぁ、………はぁ、………はあ…ッ‼

　呼吸が荒くなり始める。…まずいぞ、この感情はよくない。…脳内を得体のしれない分ぶん泌ぴつ物が走り回り、錯さく乱らんしそうになっている…。

　叔父がうめいている今こそ…千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのに…、…俺は何を……‼

　その時、……全世界の音が、ぷっつり途切れた。




　直前までの混乱が噓のように引き、………頭の中の温度が急激に冷却されていくのがわかる。

　筋肉の緊張が、まるで糸が切れるみたいにぷっつりと切れ、……両手がだらりと下がる。……それは脱力とは少し違った。

　落ち着いたか…？　前原圭一。

　……どうして、今日、ここに至ったのか、……また思い出す必要があるのか…？

　砂利を踏みしめながら、……沙都子の叔父へ一歩、一歩、歩み寄る。

　歩けば歩くほどに、呼吸が落ち着いていく。…歩けば歩くほどに、全身が冷め、冷え、…冷気が噴出するのがわかる。

　……………そう。今こそ、…こいつが生きていられる許可が失われたのだ。

　俺がその許可を取り消したから。…だからもう、この世にいてはいけない。

　…これ以上、こいつが永らえ、…沙都子の不幸が続くなら、…それは生きることを許した俺の責任になるのだ。

　……………………体中の全ての毛細血管に至るまで、冷却物質が全てまわり切る。

　叔父は目の前の足元で、まだ無ぶ様ざまに転げていた。……そのあまりのみすぼらしさに、冷笑する。

「………ぅぅ、…………痛ぇ……、げほ…！」

　その程度で痛い、…だと？　……もっと痛かった、……沙都子の心の痛みを…知れ。……そして、……その命で、…沙都子の痛みを償うんだ…………！

　脳内の全不要情報を廃棄。目の前の男の殺害を最優先。……執行、執行、執行。

　執行。




　極めて冷静に初弾が後頭部に打ち込まれた。…一番無防備に攻撃が狙える最初の瞬間に、一番効果的な部位を狙いたかった。

　…命中部位は狙いから三ミリずれただけ。有効打と判断。

「……うぐぉ…ッ……ッ…………、」

　頭を狙われれば頭をかばう。…人間誰しもが機械的に取る防御行動。両手で頭をかばうがため、その無様な体勢を立て直せない。芋いも虫むしを餅もちつきのように、何度も打ちのめす。

　頭が庇かばわれたのなら、今度はわき腹を。身を固めたなら今度は背中を。転げたなら今度は足を。膝ひざを。肘ひじを。…もうどこでもいい。ただひたすらに殴おう打だを繰り返すことで、パニックを誘発させる。自分がまさに襲われているということを、襲われる側であることを魂に染み込ませなければならない。反撃すら思いつかせない！

　…圧倒的優位を保つが、致命傷を負わすには手数があまりに足りなかった。

「………ひぃいいいぃぃぃぃぃ…ッ[image: !!!]」

「………！」

　転げ回っていた叔父が、うまく立ち上がり…、脱だっ兎とのごとく走り出したのだ。

　俺の顔を見てから戦うべきか判断しようとしたからではない。…今、眼前に迫っている脅きょう威いから逃れるために、ただただ遁とん走そうするという、本能に基もとづいた逃走だった。

　体格的に優すぐれた叔父の反撃は、もっとも警戒したかった要素だった。…逃がしたとは言え、出で目めは悪くない。そうだそれでいい。

　しかもさらに運は俺に味方する。…叔父は人のいそうな方でなく、道をそれ、木立の中へ逃げ込んだからだ。ひと気のない方へ逃げたことは、あまりにも微笑ましい。

　…少しでも異常な地形へ逃げ込もうとするのは狭い場所狭い場所へ逃げ込もうとするネズミの本能みたいなものだ。…そう、あいつはもう人間をやめた。ネズミなのだ。

　足の血管を拡かく幅ふく、酸素供給量増大。…低姿勢で、最高の瞬発力と速度を。…無呼吸状態のまま………風のような影となって……疾しっ駆く……‼

　茂みを飛び越え、枯れ木の枝を踏み砕き…木立の間を弾丸のように潜くぐり抜ける…！

　叔父がいかにどたばたみすぼらしく走ろうと、その背中に追いつき、再び殴りかかるのにかかる時間は、瞬まばたきひとつも必要なかった。

　目の前の男を殺すためだけに、全神経と精神、肉体が研ぎ澄まされている……。

　こんな感覚は…生まれて初めてだった。……そもそも、…人を殺すという経験そのものが初めてなのだ。……初めてなこと続きなのは当り前。

　……だとしたら、…俺にはこんなにも、………殺人の才能があったのだ。あるいは、殺人という行為が、こんなにも誰にでもできるくらいに簡単なものだったのか。

　無様に逃げる叔父を追うことに、何の苦痛も疲労もない。…叔父がいくら走っても、その足元から自身の影が離れないように、俺の影が離れることもない。

　その背中を、肩を、頭部を、こんな不自然な体勢からも容易に狙うことができる。

　殴るたびに、苦痛の声や許しを願う哀あわれな声を漏らすのに、何の精神ノイズも感じない。…感情の昂りもなければ、今日までに何度も苛さいなまれた躊躇も微み塵じんもない。

　……そんな鋭えい利りな、…肉食動物のような感覚。……もちろん、死にたくない一心で逃げる叔父にもそれは宿っているようだった。……食われたくないために…全身全霊をかけて逃げつくす狙われた草食動物のような感覚が。……これだけの襲撃を受け、これだけの攻撃を受けているのに、足元をよろつかせもせず、まだ逃げ延びている。…こんな足場の悪い森の中を、転びもせずに走り続けられることは尊敬に値あたいする。

　…だが、それに感心する必要はない。…それこそがヤツが動物であることの証拠なのだ。追われれば逃げる。殺されそうなら逃げる。弱い者には牙きばを剝むくくせに、強い者にはどこまでも抗あらがえない。…………下げ劣れつにして下げ賤せん、そして…矮わい小しょうな生き物。

　そんなみすぼらしい生き物が……沙都子を傷つけた。…身にも心にも、生涯消せないかもしれない、深く醜みにくい傷きず痕あとをいくつもいくつも……。

「……たすけ……、………ひぃ…、……ひい‼」

　………おおぉおぉおぉぉおお……、

「をぉおおおおぉおおおおおおぉおおおおッッ‼」

　冷静な感情は獣の感情にすり替わる。……目の前の矮小を食い殺すことだけに…特化した殺人的な性格にすり替わる。

「………ひぃいいいいいぃいいいっぃ…ッ[image: !!!]」

　俺の咆哮に、叔父はみすぼらしい悲鳴をあげ、頭を庇うようにしながら逃げる逃げる逃げる…！

　よくもこれだけ走るものだよ感心する…！　いいだろう、好きなだけ走ればいい。俺はお前の死だ。お前は好きな時に俺を選べばいい。足が痛み、肺が破裂しそうになり、酸欠で頭が痛み出し、……その苦痛が死よりも耐え難いものだと思ったなら、いつでも足を止めればいいのだ。

　振り返ることすら出来ず、迫る死の恐怖に窒ちっ息そくしそうになりながら…ただただ、みっともなく走る。……走っては、追いつかれ、頭を思い切り金属バットで殴られ、汗と唾を撒き散らし、血を張り付かせる。口からこぼれるのは荒く不規則な呼吸音と、泣き声のような細くて高い悲鳴。…そして誰に言っているのかもわからない、許し。

　そんな時間の一秒一秒が、貴様に与えられた贖しょく罪ざいの時間なのだ。…さぁ、走れ、走れ走れ、走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れッ‼　そして倒れろ、呻うめけ、そのまま死ねッ‼

　そもそも貴様はどこから湧わいてきたんだ。

　…お前なんかここにはいなかった。いないまま現れなければ良かった。現れなければ、俺たちはきっと楽しくのんびりと日々を過ごしてた。今日のお祭りだって、みんなと待ち合わせて笑い合いながら神社へ向かってた。そんな世界がきっとあったことが俺にはわかる！

　きっと今頃は露店を巡って遊んでいただろう。お祭りならではのあやしげな食い物の店を冷やかし、金魚すくいや輪投げや射しゃ的てきで景品を狙う。……きっと魅音がそれを勝負に見立て、部活大会となって大盛り上がりしただろう。そして…梨花ちゃんの奉ほう納のう演えん舞ぶをみんなで応援して……みんな楽しかったね、と言って…明日への活力にするんだ。

　楽しくて、おかしくて、……仲間との温かな時間。

　それが、…あ、……と気を許しただけで、…落ちて、…粉々になってしまったこの現実‼

　貴様が現れなかったら間違いなくあった本当の世界！　貴様こそが異端、間違い、世界の支し障しょう。だがその誤りは今から俺が是ぜ正せいする。貴様を抹消し、この一週間をなかったことにしてしまう。

　今夜は、綿流しの祭りの夜。

　オヤシロさまの祟りの名の下、ひとりだけ命を奪うことが許される聖なる夜。

　あぁ……、いつのまにか、もうひぐらしは鳴き止んでるじゃないか。

　ひぐらしのなく頃に。…全てが、終わる。

　…そしてひぐらしはもう鳴き止んだ。……下賤。もう贖罪の時間は終わりだ。ひぐらしが鳴き止んだからもう終わりだ。…終わり終わり終わり、終われッ‼　もうお前は逃げなくていい。汚い脳のう漿しょうをぶちまけて死に絶えろッ‼　ぐおおおぉおおおぉおおおおおおおおおおぉお[image: !!!]




　爆音のような雷鳴が轟く。…地響きがするくらいに大きくて、火薬の臭いがした。

　明らかにこれまでとは違う手応え。……頭頂部に金属バットが、めりりと…深く入り、……まるで頭の天てっ辺ぺんがへこんで、バットに嚙み付いたかのような奇怪な手応え。

　叔父が膝をかくんと折った隙を見逃さず…見舞った必殺の一撃だった。

　…少しの残心の後、……どす、…どす…と両膝を順につき、……それから……どお、と俯うつぶせに倒れこんだ。

「………はぁ………はぁ……はぁ！　はぁ…！　…はぁ…‼」

　今までずっと絞っていた荒い呼吸が、堰せきを切ったようにどっとあふれ出る。…頭が、目が回ったみたいに…ふらふらとし、…バランスが保てず、近くの木に寄りかかる…。

　叔父は…頭を隠そうとはもうしなかった。……痙けい攣れんするような気持ち悪い動きをした後、……動かなくなる。

　…やったか…？　……確実に……やったか……？

　今すぐにもこの場に倒れこみたいくらいの疲労感をねじ伏せ、……バットを構えたまま慎重に叔父に近付く…。……死んだふりをして、やり過ごそうとしている可能性だってある。……脈みゃくでも調べるか……？

　でもすぐにそんな真ま似ねはしなくてもいいと悟さとる。…死に真似だと疑うんなら、…俺が納得が行くまで、……叩き続ければいいだけなんだからな。

　荒い息をもう一度飲み込む。…それからバットを大きく振り上げ……、振り下ろす。

　ガヅン。……叔父の体は弓なりに跳ねたが、頭を庇おうとはしない。

　もう一度…頭を狙って……振り下ろす。やはり叔父の反応は同じだった。

　しばらく叔父の頭を餅つきにすると、……次第に手応えが変わり始め、赤黒い汚らしい飛沫しぶきを飛び散らすようになっていた。

　………もう、……確実だ。…………完璧に………殺した。

　達成感も後悔もなかった。叔父に対する怒りもなければ沙都子を哀れに思う気持ちもない。……今はそれよりも、…いつの間にか降っていた土砂降りの雨の心地よさの方に心を奪われていた……。




　全身を雨水が濡らし、滴したたり落ちる。……全身の興奮が覚まされ、……体中の泥汚れを流してくれる。…引き換えに、靴はだぼんだぼん…と音がするくらいに水浸びたしだった。

　悟史のバットは、……あれだけ酷こく使ししたのに、大して歪ゆがんではいなかった。いくつかへこみはあるが、叔父を殴ってできたものか、元からあったものかはわからない程度だ。

　その代わり、……泥と血ち糊のりで、…黒く、赤く、禍まが々まがしく汚れていた。……だが、これこそが証あかしなのだ。……沙都子の叔父を、永遠に葬ったことが、俺の妄想や白はく昼ちゅう夢むでないことを証明してくれる唯一の証。

　…………………さぁ、圭一。……心を落ち着けろ。…熱い時間はおしまいだ。…今度は氷のように冷たい時間。

　…死体を埋めなければ。………だが、……ここはどこだろう。

　闇雲に走るヤツを追って、ただただ追い続けた。…どれくらい走ったかも見当がつかない。

　……辺りはもう真っ暗で、…少し向こうにある街路灯からのわずかな灯あかりだけが頼りだった。…こんなにも真っ暗だったのだ。…さっきまで、暗さすら感じなかった。叔父の頭部の、醜い生え際や毛穴の数まで数えられるくらいに良く見えていたのに。………自らが、あの瞬間、どれだけ常識外れな力を発はっ揮きしていたか、今さらわかる。

　…街路灯のところまでやって来る。……道の前後を見渡し、……ここがどこなのか必死に理解しようとした。

「………………………………………ここは、…………………。」

　…何てことだ。ここは、雛見沢と町を結ぶ唯一の道の途中だ。……沙都子の家の前から…信じられないくらい遠く離れていた。

　……俺とあいつは、こんなにも長い距離を走っていたのか…。それに驚くと共に、…それだけの長い距離をあれだけ騒ぎながら走って、誰にも出くわさなかったことは奇跡と言ってよかった。

　…ここから、あの待ち伏せ場所に掘った穴までは……相当な距離がある。…とてもあそこまで死体を運べるわけがない。

　いや、…それよりも…。…あの男が乗ってきたバイクが、まだあの道の途中に転がったままだ。……あのバイクはまずい。…ナンバープレートを見れば、警察にはすぐに誰のバイクかわかってしまう。あのままにはしておけない…。

　死体は……幸いなことに、この暗がりの森の中にある。…緊急性としては、バイクを処分する方が先だ。……それに、…あの穴の脇に置いてあるシャベルを回収したい。

　死体はあそこへは引きずっていけない。…ここで処分するしかないのだ。……幸い、この土砂降りで、地面は泥のようになり、さっきまでいた場所をぬかるみの様にしていた。……今なら、手早く墓穴を掘れるかもしれない。

　…何よりも、俺の自転車があそこには放置しっ放しだ。

　まだ……終わってない。

　殺人は、…俺の目的のまだ半分でしかない。……これからの半分も、前半の半分と同じくらいに重要だ。

　……完璧に死体を隠し、「起」を許さない。……初めからいなかったように、あの男を消し去り、………元の平穏な時間を取り戻す。

　頭を後ろへ反そらし………、…心をさらに落ち着ける……。

　大きな雨粒が、俺の額を容よう赦しゃなく叩きつけてくれた。…それがかえって心地よくて、…しばらくそうしていたい欲求に駆かられた。

　自らが再び鋭えい敏びんになったことを確認し、…俺は雨の中を走り始める……。




　バイクは、道の脇わきの草むらの中に倒れていた。

　雨に叩かれ、泥にまみれたその様子からは、ずっと昔からここに横たわっていたようにすら見える。

　バイクは沼に捨てる予定だ。……沼はここからは少し歩く。

「……………んん、……………よ…………！」

　バイクを起こす。…こんなにも重いものだったとは……。ちょっと驚く。

　だが、一度起きれば、車しゃ輪りんのお陰かげでかなり楽に押すことができた。……それでも、沼までの道のりを、こんなものを押しながら歩くのは……本当に嫌な仕事だ。……もう無視できなくなった疲労感が…沼までがいかに遠いものか、俺に何度も忠告する。

　…………このバイク、……うまく乗っていけないかな。……一度走り出しちゃえば、あとは自転車と同じ要領だ。……沼まですぐじゃないか。

　疲労感の提案するその案に、…初めてバイクにまたがるという不安感は引っ込む。

　カギを回して……確か、このペダルを蹴けるんだよな。………うん！　………うん‼

　ドルルルルルル…ンッ‼

　かかった！　そしたら…右だっけ…左だっけ…、ハンドルのグリップをねじって…。

「…ぅ、…わああぁ‼」

　ねじり込みが深すぎたのか、バイクは暴れ馬のように突然大きくウィリーして暴れ出した。

　……ちょっと焦ったが……加減の問題だ。……もう一度やってみよう。…今度はゆっくり……やさしく………………。

　…次はうまく行った。ペダルをこがないのに進む不思議な二輪車の感覚は…とても奇妙だったが、すぐに慣れた。……原付バイクの免許は一日で取れる…と魅音に教えられたことがあったけど、納得する。…こんなのは慣れだ。

　金属バットも沼に捨てなければならない。…だが、バットをどのようにしてバイクに積めばいいかわからない。…仕方なく、シャツの背中に突っ込み、まるで忍者が刀を背負うみたいな感じにした。……先端をズボンのお尻しりに入れて、背を丸めていればそう簡単には落ちない。

　もう一度バイクにまたがり、今度は危なげなく滑り出すことができた。

　ライトとご丁てい寧ねいに書かれたスイッチを押すと、結構強めのライトが前方を照らし出してくれた。……本当は点つけない方がいいのだろうが、…すっかり視力の落ちてしまった俺には、この真っ暗な中を走れる自信はまったくなかった。




　雨に打たれながら…、危なげにバランスを取ってひたすらに沼を目指す。

　途中、何組かの祭り帰りらしい人たちとすれ違ったが、皆、雨に濡れまいと家いえ路じを急ぐか、傘を深々とさし俯うつむいて歩いているかのどちらかで、俺に関心を持つ者はいなかった。

　昨日までは、そんな通行人にも相当の注意を払ったが、……今は、そこまで気にすることもないと思っていた。…むしろ、こそこそしないで堂々と走っている方が怪しまれないように思う。…………そんな考えこそが、疲れている時特有の甘い考えだとは思いつつ。

　きつい坂を上る。…自転車なら心臓破りの坂になるこの坂も、ただアクセルをふかすだけで上りきれてしまうのだからバイクとは便利なものだ。

　バイクのライトに、通り抜ける看板が一瞬浮かび上がった。

『鬼ヶ淵沼・よい子は沼で遊ばない！』

　とは言え、…別に沼に至る道は金網で塞ふさがれてるわけじゃない。……沼で遊んだことがばれると親や先生に叱られるが、大きなザリガニの穴あな場ばだとかで、クラスの悪ガキ連中はこっそりと遊びに行っていることもあるらしい。……駄菓子屋で酢イカを買ってきて、釣つり糸に縛しばって投げるだけで、面白いようにザリガニが食いつく…なんて言ってたっけ。

　土手を上がりきると……近くに小さな祠ほこらと、しめ縄なわの張られた樹木。…そして、……黒々とした沼が、土砂降りを丸ごと飲み込みながら……ずっと俺を待っていてくれた。

　この崖がけのようにせり出したところから、アクセルをふかせて、思いっきり走らせれば…沼の真ん中にドボンと飛び込むだろう。……俺まで落ちないように気をつけなければ。…これで俺が溺れて姿を消してしまったら、…とても間抜けな怪談の出来上がりだ。

　綿流しの夜に、沙都子の叔父の死体が町へ行く道の脇の草むらで見つかり、前原圭一は行方不明。鬼おに隠かくしに遭あったのではないかと囁ささやかれ。………それはあまりに出来の悪い、五年目の祟り。

　バイクから降り、………アクセルを思い切りひねる。前に引きずられそうになるところで手を離す。…バイクは崖からどぅんと飛び降り、……想像していたよりも遥かに小さな水音を残して、ごぼごぼと沼に飲み込まれていった。

　水面は土砂降りで叩きつけられ、…泥水が辺りから流れ込み、濁にごりきっている。……たった今投げ込んだバイクも、もうすっかりわからない。…あれだけの重さのあるものだ。…すぐに、……沼の底の柔らかな泥に飲み込まれる。……そして、底へ底へと飲み込まれ、…地の底の鬼の国に届けられるのだ。

　あの男のバイクなら、鬼の国へ放り込んでしまうことにも何の抵抗も感じなかったが、………悟史のバットには、少し未み練れんを感じた。

　べっとりと染み付いていた血糊は、泥水で洗うと簡単に落ちた。……今日の出来事を悟史と分かち合う意味でも……どこかにひっそりとしまって置いてやりたい。…そう思った。

　沙都子をずっと見守っていられる…、そう。あの、元のロッカーの中に戻してやりたいという気持ちが強まる。

　………………………………………。

「……悟史。………俺、……多分、お前のこと、誤解してた。」

　……………悟史は頷きもせず、静かに聞いていてくれた。

　今だから、確信する。………去年、叔母を叩き殺して沙都子を救ったのは、…お前だ。………俺はお前のことを逃げ出した卑怯者だとずっと罵ののしってきたが、…それは間違いだった。

　世間的には、あの事件はどこぞの異常者がやったことになってるが、……俺にだけはわかる。…あれは、……お前がやってくれたんだ。

　そしてお前は……消えてしまった。…せっかく取り戻した平穏を…ほんの何日かで失い。

　……だから俺は、……お前の分まで明日からを精一杯生きることを誓う。

　この一週間のことも、今日のことも、なかったことにして生きる。……だけど、…俺とお前の、共有した短い時間のことだけは、……一生忘れない。

　………悟史がどんな顔でそれを聞いてくれたかわからないが、……同じ少女を守った仲間同士として、…笑顔で祝福してくれたように思った。

　……その時、…………自然に手が動き、……投げ捨てることを躊躇していたバットが…手を離れ………、宙に舞った。

　それは…放物線を描きながら……くるくると回って……沼に音もなく吸い込まれていった。…沼に落ちた時の波は紋もんすらない。…土砂降りで荒れ狂う水面には、もうとっくに…ない。

　…………………一瞬、投げてしまったことを後悔した。

　でも、……それが悟史の望みかもしれないと気付く。

「…………そうだよな。……俺は、…まだ感傷に浸ひたる余裕なんかないんだよな。」

　シャベルを取りに戻り、自転車に乗って…。…死体を隠す穴を掘って、…埋める。

　口に出せばそれだけだけれども、…今晩中にやり遂げなければならない、重労働。

　悟史は、それらを早く終わらせた方がいいと…一言忠告だけを残し、…………永遠に沈黙し、……鬼ヶ淵の沼底へ消えていった……………。




　叔父を待ち受けていたあの林道に戻ってきた。……草むらに寝せて隠しておいた自転車を起こす。……全身が重い。……でも、…体に鞭むち打ってでも…今日中に終わらせなければならないのだ。

　容赦のない土砂降りはずっと続き、俺をずっと打ちのめし続けている。…早く全てを終わらせて家に帰りたい…。

　…おっと、…忘れていた。ここには自転車だけじゃない。シャベルも取りに来たんだ。

　まずいな…。ぼーっとしている。……気を許すと…、たまに視覚が途切れそうになる。

　……しゃきっとしろ、前原圭一。…まだまだ、…終わっちゃいないんだぞ……。

　木立の中を入り、……シャベルを隠した穴を探す。

　……ところが、………人から見られることを嫌い、奥深く入ったこの森の中は…夜の闇ですっかり塗りつぶされ、……まったく何も見えなくなっていた。

　…薄れかけていた意識が覚醒し…、…非常に面倒なことになっているのを認識する。

「……………………………おい………マジかよ………。」

　雨で流されたはずの汗が…再び浮き出す。

　…街路灯の灯りなどまったく届かない森の深しん奥おう。……それが…こんなに真っ暗になるなんて、……完全に計算外だった。

　これだけの暗さでは……、仮に計画通り、このすぐ近くで殺せたとしても……問題なく穴に埋められたかどうかは怪しい。

　……どうしよう……。とてもじゃないが……今夜の内には…シャベルを見つけられない。…無理に森の奥に踏み入れば……、方向感覚すら失い、本当に森に迷うかもしれない。…迷うのは大おお袈げ裟さでも、木の根で転んで捻ねん挫ざでもする可能性は充分にある。

　そうだ、…家の物置に…まだ一本、同じキャンプ用のシャベルがあったはずだ。……家にシャベルを取りに戻り、このシャベルを今夜諦あきらめるのも手ではないか……。

　あのシャベルには…前原と名前が刻まれているわけじゃない。……だが、……輸入雑貨店で買った外国製の珍しいものらしいから、………………………。

　ここにあのシャベルを放置したくない。……でも、……この暗闇では……どうしようもない。

　……諦めて自宅の物置に戻ろう。……そして…電池式のランタンがあったはず。あれで照らせば探せるだろう。……でも……この絶対の暗闇を、ランタン程度の灯りで照らし出すことができるだろうか。……この闇夜にランタンの灯り。……人目を引かないとは言えない。…それに、……か細い灯りで、シャベルを見つけ出せるかも怪しい。

　………それよりも……俺はずいぶん長い時間、あそこに死体を放置しっ放しだ。……疲労のあまり鈍感になっていた恐怖心が…ようやく首をもたげる。

　今はとにかく…、…死体を隠すことをとにかく最優先にすべき…。シャベルは見つかってもそれほど大騒ぎにはならないが、…死体は違う。見つかれば…悟史と同じ顚てん末まつだ。

　……まず、家の物置に戻る。そしてランタンを用意しよう。……これほどまでに暗くなってしまっては……ひょっとすると、死体を埋める穴を掘るのにも灯りがいるかもしれない。そしてシャベルも再び用意する。…そして死体の処理を最優先。……それが終わったら…ここへ戻ってきて…シャベルを探して回収して…………。

　これだけ疲れているのに………まだ……これだけのことをしなくてはならない…。

　だが…愚ぐ痴ちっても仕方がないのだ。…ここをおろそかにすれば……全ては水すい泡ほうに帰きしてしまう。

　…いつの間にか俺は座り込んでいた。……ぐっと奥歯を嚙んで堪こらえながら…重い腰を上げる。

　夜が、長い。……俺が感じた夜の中で…これほどまでに長かった夜はなかった。

　いつになったら終わるのか。

　…………長い。




　シャベルを求め自宅に戻ってくる。

　家の灯りがこうこうとまぶしかった。……その灯りが、急に空腹感を思い出させる。

　腕時計を見ると……もうすぐ午後七時になるところだった。……もうてっきり深夜の二時か三時かと思っていた。…体内時計が一夜にしてこれだけ狂ったのかと驚く。

　……窓のカーテンの隙間から温かな灯りが漏れていた。……あの窓の向こうとこちら側で、…どれだけ世界が異なるのだろう……。

　あの男さえ現れなければ……俺はきっとあの灯りの中にいた。……楽しかったお祭りの興奮が醒さめなくて…、きっと上機嫌に仲間と過ごした楽しい時間を両親に話していただろう。そして…せっかくの温かい食事も、露店で食べ過ぎてろくろく手をつけないまま自室に戻り………、眠さにあっさりと身を委ね、布ふ団とんに潜り込むに違いないのだ。

　だが今の俺は、それとはまったく違う。

　街路灯の弱々しい灯りには欠片かけらほどの温ぬくもりもない。…家族で過ごす団だん欒らんの時間とも無縁だし、…もちろん温かい食事もなければ、…睡すい魔まに身を許すこともできない。

　冷たい雨に身をさらし、……ただ、…やり遂とげねばならないことのために、体に鞭打つ。

　…………卑ひ屈くつになりかけている自分に気付いた。

　……何のために、…こんな辛い思いをしてまで、人を殺さなければならないのか。……その理由を見失いかけていた。

　俺は沙都子を救うために、もっとも早く、もっとも根本的な最善手を択一し、…躊躇なく実行したのだ。

　あの男は死んだ。消えた。……もう沙都子を傷つけることは金こん輪りん際ざいない。…俺たちが、必死になって、何日も何日もかけて考え、…その挙あげ句く、打つ手なしと見限った、…沙都子の問題を、一夜にして解決した。…誰の手も借りず、たったひとりで。

　今頃沙都子は、……いつ帰ってくるかもわからない叔父のために夕食を用意し、……その味加減を怒鳴られないかとびくびくしながら夜を過ごしているのかもしれない。だが、…もう叔父が帰ってくることはない。その怒ど声せいに怯おびえることも、悲しまされることもない。

　…………………俺、…………そうか、……………遂げたんだ。

　沙都子を救うことを、…成し遂げた。

　…ずっと……あの男を殺すという、そのことだけを考えていたので、…沙都子を救ったという実感が喪失していた。

「…………そっか。………あは、……ははははははは…、」

　俺、…いいことをしたんだ。……そうだよ、……いいことを……したんじゃないか…。

　ぼろりと…熱い涙がこぼれて初めて…。……俺の疲労感の正体が、罪悪感だったことに気付く。

　罪悪感という刃やいばが、…さっきからずっと…その先端だけをかすらせるようにチクチクと……心を傷つけていたのだ。

　……それがたまらなく痛くて…じんじんと疼く。

　…痛くて痛くて、辛くて泣いた。…沙都子を救えて、うれしくて泣いた。…もう何だかよくわからなくて、とにかく泣いた。…ぼろぼろ、ぼろぼろ。

　しばらく…そうして熱い涙を嚙み締めている内に…、…心がほんの少し楽になる。

　…さぁ前原圭一。…もういいだろ。何も恥じることも悔くいることもない。

　今は確かに、身も心も…全てが疲れきっている。…何も感じられないのは当然。

　明日になっても明後日になっても、…しばらくは何も感じられないかもしれない。……でも、……ひとつだけの事実。…沙都子を救ったという事実は間違いないのだ。

　いつかきっと報むくわれる日がくる。…沙都子の笑顔を取り戻すために、自分がいかに困難な偉業を成し遂げたか、誇れる日がやってくる。

　その日を待つためにも、………今夜を完璧に成し遂げよう。ここで詰めを誤ったら…今日の苦労は全部、水の泡だ。

　俯いていた顔を上げ、いつ止むともしれない雨空を見上げる。そして、…両目を固くつぶって、もう一度体の奥から力を呼び戻す。

　………いつまで俺、…ぼーっとしてるつもりだよ。こんなことしてる場合じゃないだろ…。こうしてる間にも…誰かに死体を見つけられてしまうかもしれない…。

　………そんなネガティブな感情も、恐怖心という当り前の感情が蘇ってきた証拠。

　…俺はその恐怖心に背を押されることを許しながら、…物置に入りランタンともう一本のシャベルを探すのだった……。




　死体の近くで見た街路灯の特徴をよく覚えていたのは…幸運だった。

　…この真っ暗な中では、死体すらも捜せなくなる可能性は高かった。…ここを離れた時、それには気付いていなかったので、この場所を暗記しようという気持ちはまったくなかったのだから。

　……だからこそ、こうして死体のもとに無事戻れたのは、幸運だったと言っていい。

　死体のある場所は、今や大きな水みず溜たまりのようになりぬかるんでいた。…死体も半分ほど、泥のような水溜りに沈んでいた。

　あとで気付くのだが、すぐ近くに使われてなくて、落ち葉や土で詰まった用水路があり、そこに流れ込んでくる雨水があふれ出しているのだ。

　とっくの昔に靴の中は水で溢れかえっていたので、何の躊躇もなく、水溜りの中へ踏み込んでいく。

　泥水の濁だく流りゅうが、一切を流し去ってくれている。……血痕等の細かな痕跡は、…残るまい。…まさに天の恵みの雨だった。

　周りを確認すると、…念には念を入れて、ランタンを消した。……真っ暗闇になるが、…しばらくすると闇に目が馴染み、…向こうの街路灯から何とか届く、薄い灯りでも見えるようになっていた…。

　死体のすぐ近くに、水溜りの底にシャベルを突き立てる。……期待していた以上に地面は弛ゆるみ、やすやすとシャベルの刃を突き立てることができた。

　急いで掘ってしまおう。……時間をかければ、また気力が萎なえてしまうかもしれない。

　それはまるで砂浜に穴を掘っている気分だった。

　やすやすと掘れるが、…絶え間なく流れ続ける泥水が穴を埋めてしまう。…思い通りになかなか掘れない。掘っても掘っても…泥水で埋まってしまうから、どれだけの深さなのか実感がない。……泥の底に立つ自らの足の埋まり具合で測るしかなかった。

　ちゃんと掘れてる…。大丈夫、挫くじけないで…掘れ、…掘れ、……掘れ。

　時折、道路に車が通りかかり、…慌てて木陰に何度も隠れた。……皆、通り抜けるだけ。こんな暗がりに目なんかこらさない。……理屈ではわかっていても、やはり隠れずにはいられない………。

　本当に怖いと思ったのは、…そんな車の一台が、偶然にも俺を目撃するかもしれないということよりも…。……車の気配を悟れる距離が、次第に短くなっていることの方だった。

　初めのうちは、ずっとずっと彼方かなたからの、水溜りを裂く水音で気付けた。……それがだんだん気付けなくなり、…ついさっきの車に至っては、ヘッドライトの灯りが漏れてくるまで気付きもしなかった。

　…自分の感覚がどんどん鈍くなっているのがわかる。疲労感に蝕むしばまれているのがわかる。

　今この場を、……死体を埋めているという致命的現場を、…誰かにそっと覗のぞかれていても……気付けないのでは………。

　そう思った瞬間に……全周囲をぎょろっと見渡した。……寝ぼけかけていた神経を全て叩き起こし……周囲の気配を探る…………。

　……もしも……木立に隠れ、誰かがうかがっているのがわかったら……？

　………………………………………………………。

　肉食獣の感性が……ぎらりと牙を剝き出す…………。

　……………………………………いたら、…………………穴をもうひとつ掘る。

　…………ここまでやったのだ。…………完璧を期すために……これ以上、どんな支払いも恐れるものか……………。

　その時、自分がどんな目つきをしていたかはわからないが、……見る者がいたなら、心の底から震え上がらせるものであったに違いない…。

「………………………………………。」

　………気配は…まったくない。………五感全てがそう結論付ける。

　…安あん堵どのため息は、出なかった。

　どれくらいの時間、泥水を搔き出しながら掘り続けたろう。……自分の膝が埋まるくらいの深さにはなっていた。

　これだけ掘れば充分かもしれない。……試しに、死体を穴に放り込んでみるか…。

「………はぁ、…………はぁ、…………ん…。」

　荒くなっていた息を飲み込み、整える…。

　あれだけ殴ったにもかかわらず、…死体の手を取るのは怖かった。…なので、足を引っ張って穴まで引きずる。

　…………ちょっとやそっとの力では引きずれない。……それもそのはず。…この男の体格を見れば…八十キロくらいはゆうにありそうだ。

　全身の力を込め……引きずる……。この頃には、突然動き出すかもしれないなんていう、根拠のない恐怖心はとっくに消えていた。

　叔父の死体は、泥水の中に完璧に埋まった。……深さも充分にある。

　よし…、埋めよう。…早く早く早く…。

　ここを完全に埋めてしまえば…もう全て終わりなのだ。……埋めて隠して、全てはなかったことに…‼

　…あとわずかで全てが終わることがわかると……まるで時間に追われるかのように、無意味な焦りに襲われた。…早く埋めなければ、この死体が蘇るかも知れない、…そんな妄想に取り憑つかれているように。

　とにかく…大焦りしながら、泥や土をどんどん流し込んだ。

　もたもたと作業をしてたら……ここを誰かに見られるかもしれない。…さっきまでは、見られたら殺せばいいなんて思っていたが、……今は違う。…誰かに見られたら全てが終わる、…そんな絶対的な恐怖心に取り憑かれていた。

　もう…最後の方は滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだった。

　…ぐしゃぐしゃばしゃばしゃと。…地面を平らにしようとシャベルで辺り一面を搔かきまわし耕たがやす。

　…もう全身、泥まみれだった。雨は体についた泥は流してくれるが、…真っ黒になった服までは洗ってくれない。焦りと恐怖心で、雨と汗と泥で、もう身も心も泥まみれだった…………。

「…はぁ………はぁ………はぁ………‼」

　肩で息をしながらシャベルを投げ出し、泥の中に座り込む。…もう…クタクタで…この場に倒れて眠りたいくらいだった…。

　…………終わった。……今度こそ、……………本当に、……終わった……！




　あの男は今や泥の底。…今でこそ、ここは掘り返した痕跡が残っているが、この雨と流れ続ける泥水が、すぐにも全てを覆い隠してしまうだろう。……そう、…終わったのだ。

「やった、……やった……、…………やったぞ、くそったれええぇえぇえ…ッ[image: !!!]」

　そしてそのまま後ろに倒れこみ、泥の中に仰向けになって横になる。……雨粒が容赦なく顔面を叩くが、そんなに気にはならなかった。

　………そのまま……しばらく放心してから、身を起こす。

　終わった。…だから帰ろう。……もう、全部埋めてしまった。だから、なかったことになった。なかったことになったんだから、……俺はもう、こんなところで雨に打たれている理由は…何もないのだ。

　のろのろと立ち上がる。………シャベルはもう使わない。分解しようとねじったが……今の疲れ切った俺に、そんな力はないようだった。……別に…分解しなくてもいいさ。………シャベルを引きずりながら…灯りの方へ向かう。

　道の脇の草むらに横たえてあった自転車を起こした。……分解していないシャベルは、どうやっても前カゴにはうまく収まらない。…バットをそうしたように、シャベルもまた背中に突っ込む。…バットと違い、角が当たってとても痛かった。それに、ちょっとでも姿勢が弛むと、背中から抜け落ちてしまう。

　…結局、左手でシャベルを持ち、片手で自転車にまたがる他なかった。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいに加え、この土砂降り。その上、片手。……まるで酔っ払いのようなふらふら運転だった。……でも構わない。…ふらふらでも、ペダルをひとつ漕こぐ度に家は近付くのだ。

　……前方にゆらりと二本の灯りが見えた。……車がやってくる。……まずい……、避けなきゃ…………。

　ずっと向こうの暗闇の陰から、車が姿を現した。眩まぶしいライトが俺の姿を捉える。……パッ！　と短く鳴らされたクラクションは、俺が道のど真ん中にいることを教えてくれた。

　……避けなくちゃ。……わかっていても、…片手運転の上、疲れ切った今の体ではどうにもならない。……ふらふら、ふらふら…。右とも左ともつかず、…蛇だ行こうするのみ。

　…車は、俺が直前で避けるものだと決めつけ、大して速度を落とさず、ぐんぐん近付いてくる。………そのシルエットが眼前に迫り、…とにかく避けなければと思って、ぐっとハンドルを曲げた時、バランスを崩し、横転してしまった。

　全身が投げ出され、片足が自転車に挟まれる。……これは…本当にまずい…ッ‼　寝ぼけていた感覚が吹っ飛び、全身から冷や汗が吹き出た瞬間。……車はガリガリガリッとハンドルを左に切り、車体を反時計回りに半回転して…ぎりぎりのところで止まってくれた…。

　………運転席のドアが開き、…運転手が降りてくる。

　馬鹿野郎、こんなところで何やってんだ。……そう怒鳴られると思っていた。

「…あらあら。……誰かと思えば。」

　…女性の、聞き覚えのある声。……俯せになっていた上半身を起こし、…相手を見た。

「……………た、…………鷹野さん………。」

「こんばんは。月の綺麗な夜ね。…前原くん。」

　月なんか見えるはずもない土砂降りの中で。……鷹野さんは折おり畳たたみ傘がさを広げながら、そう微笑んだ。……その微笑みが、…なぜか見透かされたようで薄気味悪い。

　………俺の知る顔の中で、…一番会いたくない人に会ったような気がした…。

「こんな時間にどうしたのかしら？　傘もささずに全身ずぶ濡れの泥まみれで。……それは何？　……シャベル？」

　……この人は今、車でやってきたんだ。……俺がさっきまでやっていたことを知るはずはない。………なのに、……何もかもお見通しのように、…微笑む。

　…落ち着け前原圭一。……この人は…もともとこういう謎めいた笑い方をする人だ。…変に勘かんぐって墓穴を掘らないように気をつけろ……。

「…噂じゃあなた、ゴルフクラブを振り回しながら野球に参加したそうだけど。そのシャベルも、つまりはそういうこと？　くすくすくす…、傘の代わりってわけかしら？」

　……うまく…誤魔化しておいた方がいい。…ここさえやり過ごせば…何とかなるのだ。

「………レナと、………宝探しにダム現場に行ったときに…これを忘れてきちゃったんですよ。」

「……ふぅん。それをこの土砂降りの中、取りに行ったわけ…？」

「………家を出た時は、降るとは思いませんでしたので…。」

「あら、降り出したのは結構前よ？　…あなた、ずいぶん前からお外にいるのね。」

「……まぁ…その、……ほっつき歩いてましたから…。」

「それにしたって。………あなた向こうからこっちに向かって来たんでしょ？　ダムとは場所も方向も正反対よ？　……くすくすくすくす…。」

　鷹野さんは明らかに…俺が極めて異常な状態であることを認識している。…そして、言葉遊びをしながら、俺を追い詰めて遊んでいるのだ。………この状況から、……薄々と、俺が何をしてきたかに気付いてしまっているかもしれない……。

　……俺は……何てタイミングで、嫌な人に出会ってしまったんだろう。…………最後の最後で…自分のツキのなさを恨うらむしかなかった…。

　ここまで頑張ってきて…もう一息で全部終わるところだったのに……。……どうして……どうして最後の最後で、……よりにもよって…こんな人と……！

　…………どうする前原圭一。…………シャベルという凶器がまだ手元にある。……………………鷹野さんを、…沈黙させてしまおうか…？

「…………………………………………。」

　……鷹野さんを殺すことが容易だったとしても、……鷹野さんが乗ってきたこの車の処理が困難だ。…車なんて動かせない。バイクとは訳が違う。……でも、…別に車が残っても……俺が殺したという証拠さえなければ………。

　…そうさ、…こんな夜の土砂降りの中、…何の計画性もなく、偶然に出会っての…出会い頭の殺人。……俺のイニシャルでも入ったハンカチを落とさない限り、………俺が殺したなんて…ワカルモノカ………………。

　体の芯しんに……黒い炎が…静かに燃え上がろうとする……。

「…………………あぁら、コワイ顔。いじめ過ぎちゃったかしら？　くすくす！」

　鷹野さんは、勝手に笑い出すと、それで話を切り上げてくれた。………だが、俺の心から黒雲が晴れることはなかった……。

「それはそうと…。いつまで自転車に跨またがったまま、地面に這いつくばってるつもり…？　そろそろどいてくれるかしら。」

　どけば去ってくれる…。…そう思い、自転車をどかし立ち上がろうとした時、…片足をぐきっとひねり転んでしまった。

「……い、…いてててててててててて…ッ‼　……ぅううぅうぅ…ッ‼」

　ねじった足に鋭い痛み…。…何て馬鹿な…。こんな時に…捻挫…？

「あら……、………大丈夫…？　ひょっとして、捻っちゃった…？」

　鷹野さんが屈かがみこみ、俺がさすり続ける足首をじっと覗き込む。…そして俺の表情と見比べ、怪我の度合いを測っているようだった。

「立てる？」

「………ぅぅ………………ぐ……！」

　とてもじゃないが、……立ち上がることなどできない。芋虫みたいに、みっともなく地面を這うのが精一杯だった…。

　鷹野さんは腕時計と自分の車を見比べてから、少し思案した後、助手席の扉を開ける。そして……俺に肩を貸してくれた。

「…家まで送るわ。何だか、私がはねたみたいで嫌な気持ちだけどね。」

「………ぅぅ、………す、……すみません……。」

「見捨てるのも気の毒だし。…私がやさしい人で良かったわね、くすくすくす…。」

　…自分でやさしい人なんて言うヤツにろくなのがいるもんか…、なんて思ったが、肩を借りてる身で、それはあまりに失礼な発言だ。

　鷹野さんの手を借りて、助手席に座る。…鷹野さんは後ろに振り返り、倒れている俺の自転車を見た。

「………自転車は後日、ってことにはならない？」

　鷹野さんの目には、面倒くさいし重そうだし、車が汚れるから嫌だと浮かんでいるのがよくわかる。

　……だが、自転車には前原と名前が書いてある。……こんなところに残すわけにはいかないのだ。

「えっと……、その、……何とか車に積めませんか…。ないと、…困るんで。」

「トランクはもういっぱいなの。後部座席なんかに積んだら、シートが泥で汚れちゃうわ。…まぁ、あなたを乗せた時点でもう充分に汚れてるんだけれども。」

　後部座席を振り返ると…、誰のだか知らないが折りたたみ式の自転車が積んであった。………まだ俺の自転車を積むくらいのスペースはあるように見える。

　そんな考えは、俺の瞳ひとみに浮かんで、原文そのままに鷹野さんに伝わったようだった。

「……わかったわ、わかったわ。積んであげる。……今夜だけはお姉さんもやさしくしてあげるわ。…くすくすくすくす…。」

　鷹野さんは、さんざん悪あく態たいをつきながらも、俺の自転車を抱えて後部座席に詰め込んでくれた。しかし、悪態をつくだけならともかく、薄気味悪く笑うのは何とかならないものか…。

　……それから…自転車以上に、もっと残したくないのがシャベルだ。…シャベルは埋めた死体と俺を直接結ぶキーワードになりかねない。

「……あの、…ついでで申し訳ないんですけど……、シャベルもお願いしていいですか？」

　鷹野さんは明らかに怪け訝げんな顔をする。

「………………………シャベル？　………別にいいけど。…大事なもの？」

「………………………………。」

　しゃべればしゃべるほど俺が不利になる…。そんな気がして、無理に返事をすることを避けた…。

　……そんな俺の黙り込みに耐えかねてか、鷹野さんは肩をすくめるようにして呆あきれ顔のため息をついた。

「………はいはい、わかったわ。ボクはシャベルがないと困っちゃうんでしょう？　…そんなコワイ目しなくてもいいわよ。」

　鷹野さんは道の真ん中に転がっていたシャベルを持ってきてくれた。…俺はそれを二度と手放さないように、抱く。……鷹野さんはそんな様子を怪訝そうに見ていた。

「じゃ、行くわよ。…前原くんのお家って、あの前原屋や敷しきでいいんでしょう？」

「……何でみんな、家のことを前原屋敷って呼ぶんですか？」

「だって現にお屋敷じゃない。お金持ちが羨うらやましいわ。」

　……そんな話をしながら、鷹野さんはサイドブレーキを下ろし、アクセルを踏み込む。…そして路ろ肩かたを利用して上じょう手ずにＵターンすると、ぐんぐんと速度を上げていった……。

　……バックミラーから、呪われた場所が闇の向こうに溶けて消えていくのを見る。

「………られた？」

「え？　………すみません、よく聞こえませんでした。……今なんて？」

　突然鷹野さんに何か話しかけられたが、…ちょっとうっかりして聞き損ねてしまった。

　鷹野さんは前方を見み据すえたまま、…もう一度同じことを言ってくれた。

「死体。」




　……頭の中が真っ白になる。……いや、純白というよりは、…放送を終えて灰色の砂すな嵐あらししか見せなくなった深夜のテレビに似ていた……。

「………………え………、」

「…上手に埋められた？」

「………………………………………。」

　……………………心臓が飛び跳ねるような、派手な反応は示さなかった。…ただ、…息の根がきゅぅっと、…締まって息が吸えなくなった。

「……な、………………何を、……言ってるんです…か……。」

「…こういう山奥に死体を埋める時はね。結構深く掘らないと、野犬とかが臭いを嗅かぎつけて掘り返しちゃうことも多いのよ？　………野犬が咥くわえてた人骨で事件が発覚、警察、一帯を山狩りへ…なんて、結構ないことじゃないのよ？　………くすくす…。」

　ガンガンと…わんわんと…。…頭の中にでっかく錆さび付いた鐘かねがいくつも鳴り響く…。

　……絶対大丈夫だと言い切れるくらいに…深く埋めただろうか…？　…答えはノーだ。………埋めれば全てが終わるという焦りで、…乱暴に浅く埋めてしまった可能性は否定できない…。

　いやいやいやいや……そんなことよりそんなことより……。…この女、……どうして……知っている……ッ⁉

　……こいつは、車でたまたまあそこを通りかかった。…そして、…偶然俺と出会ってしまっただけ。……木陰から一部始終を見ていて、…一度離れてから、わざわざ車で来き直なおしたなんて、…常識的には考えられない。…………なのに………どうして………。

　………………………前原圭一…、……やっぱり……殺すしか…ない……ぞ……。

　再び全身が覚醒し……、瞳どう孔こうがぐわっと開くのがわかる。…狭い車内だから、シャベルで殴り殺すわけにはいかない。……なら、……この手で…………絞め殺してやる………………。…でも、…今は車を運転しているんだぞ……。今、絞めたら…事故になってしまうかも…………。

　その時、不意に鷹野さんがこちらを向き、俺に目を合わせた。

「……………ボケもツッコミもなしぃ？」

　何の話か一瞬わからず、面食らう。

「…私たち、あんまり相性はよくないみたいね。」

　鷹野さんはつまらなさそうにそう言うと、再び視線を前方に戻した。

　……鷹野さんが言っていた言葉を、…何度も反復して、………ようやく、性質タチの悪い冗談のつもりだったんだと気付く…。

　本当に冗談だったかは…わからないが。…俺如ごときがいくら噓を重ねても、とても騙だましきれる人じゃない。

　……………今、こうして運転している状況では……殺すことはできない。…このまま自宅へ着けば、さらに殺すことは躊躇ためらわれるだろう。………一番最初の、あの出会った最初の瞬間が一番のチャンスだったのだ。…それをみすみす逃したのは大きく、…痛い。

　それっきり、……鷹野さんは何もしゃべらなかった。…沈黙が車内を埋め尽くし、窒息を誘う。

　………俺は……何て女と出会ってしまったんだろう…。……今日、いろいろとありながらも……何とかうまく行き、……後は帰宅して眠るだけという…この最後の最後で………何という不運……。

「…………………………………。」

　……そんな不安感は…次第に押し寄せる眠気の前に、……徐々にどうでもいいものになっていくのだった……。

　…………………いいのか？　前原圭一…。…………この女、………多分、生かしておかない方がいいぞ……？

　………………………………今は……眠い。




　途切れた意識が急に戻る。

　ブレーキがかかって、体がシートベルトに締め付けられた。…それで目が覚めた。……今、俺はどうやら眠ってしまっていたらしかった。

　窓の外を見ると…ぼんやりとした灯りに大きな建物が浮かび上がっていた。……真っ暗だったが、自分の家であることはすぐにわかった。

「今、ご家族を呼んでくるわね。少しの間だけど、ひとりでお留る守す番ばんできるかしら？　くすくすくす…。」

「……馬鹿にしないで下さい。…それに、ほら。…もう大丈夫です。ひとりで歩けますから。」

「…あらあら。さっきは痛そうな顔して肩まで借りたのに？　ひょっとしてお姉さんに甘えてみたかったから？　…くすくすくす。」

　鷹野さんはそう言いながら、車を降り、傘をさす。…雨あま粒つぶが傘を叩く音は相変わらず激しかった。

　さっき挫くじいた足首を恐る恐るさする。………まだ痛みと違和感はあるが、…もうそんなにひどくはないようだった。

　……大した怪我でなかったことを喜ぶより、…あそこで捻挫さえしてなければ……あの場で鷹野さんを殺すという選択肢も選べたはず…という悔くやしさの方が先だった。

　………………鷹野さんは多分、間違いなく、……俺が何かの犯罪に関わったと確信している。……沙都子を巡る一連の騒ぎを知っているなら、…俺が誰を殺したかさえ想像がつくだろう。

　鷹野さんが、助手席の扉を開けてくれた。冷気と雨粒が入り込んできて、まどろみかけた体を苛む。

「本当に肩は必要ないかしら？　もう一回だけ甘えてもいいのよ？　くすくす…。」

　それを無視して、一人で降りることで返事とする。…雨はまだだいぶ激しかった。

　後部座席から俺の自転車を下ろす。……そこに積まれているもう一台の自転車が誰のものか、少し気になったが、今はどうでもよかった…。

　鷹野さんの傘に入れてもらいながら自転車を押し、玄関までやってくる。

「…ありがとうございます。もうここまでで大丈夫です。」

　さっきはあんなに痛んだ足首が、…今でも多少は痛むにせよ、そんなに大したことがないのが腹立たしくてならない。……本当の本当に……不運だった。

「じゃあ、…私はこれで失礼するわね。前原くんと二人きりで夜のドライブだったなんて、…みんなにはナイショよ？　くすくす…、特にジロウさんにはね。」

　ジロウさん…？　あぁ、…富とみ竹たけさんのことか。…この人は富竹さんのことをジロウさんって呼ぶんだよな。…富竹ジロウが本名なんだろう。

　その時、………さっき興味のなかったあの、後部座席のもう一台の、…折り畳み自転車が記憶に蘇る。




『やぁ、申し訳ないね。君、雛見沢の人だよね？』

　……一昨日、…寝坊した俺がダム現場を歩いていた時に、富竹さんに話しかけられた。……その富竹さんがまたがっていた自転車が………、……確か…………。




「あの後ろに積んであった自転車、……富竹さんのですよね…？」

　鷹野さんの目つきが、…一瞬鋭くなったように感じた。

「……………………………どうしてそう思うのかしら…？」

「……以前に会った時、見てますから。…フレームも特徴的でしたし。」

「…………………………ふぅん。………でも、…おかしくないかしら…？　この自転車がジロウさんのものだなんてこと、ありえると思う…？」

「…おかしいって、……………え…？」

　鷹野さんは、優ゆう雅がそうに髪の毛をなびかせてから、…俺の目を覗き込むように言った。

「……だって。…雛見沢には民宿なんてないのよ？　ならジロウさんは町に泊まっていることになるわよね。」

「…………そうなんですか…？　…まぁ……そうなら、そうなんじゃないですか…？」

「……町から雛見沢までは、とても歩いてなんか行き来できないわよね？　バスだって走ってないし。……せめて自転車くらいはなきゃね。」

　言われるまでもない。…だから富竹さんは自転車に乗っていた。

「…そのジロウさんの自転車が私の車に積んであって、…ジロウさんは私の車に乗っていないなら、………おかしいじゃない。……ジロウさんは雛見沢で自転車ナシ…ってことになっちゃうわよ。ジロウさんを放っておいて自転車だけが私の車に積んであるなんて、ね？　ありえないでしょう？」

　………鷹野さんが、名前通りの鷹のような目つきで…そう語るが、……悪いが俺には、何がどうおかしいのか、……今ひとつピンと来ない。

「………それの、何がおかしいんですか。…鷹野さんは富竹さんとは仲がいいんですよね。………何かの用で自転車を積んであげたって、別におかしいことだとは思わないですけれど…。」

「そうじゃないでしょ。…つまり、この雛見沢において、ジロウさんとその自転車がばらばらに存在することはありえない、ということなのよ。………以上の理由から、この自転車がジロウさんのものであるわけがない。………理解できたかしら…？」

　…鷹野さんの言い回しが少々わかりにくいが、…それ以上に、どことなく凄すごみを感じさせる薄気味悪さが…とても嫌だった。…だが、………本能のもっとも野性的な部分が、…立ち入らない方が良いと警告する。

「実はね、あれは私の自転車なのよ。………ジロウさんに選んでもらったから、センスが似てるのは間違いないけれどね。」

「………あ、……そうだったんですか。…どうりで似てると、」

「私とあなたは今夜、出会わなかった。」




　会話が全然つながらない…。

「…何を言ってるんですか。」

「私とあなたは今夜、出会わなかった。」

　俺が相槌を打てずに戸惑っていると、…鷹野さんは薄気味悪く、その短いフレーズをもう一度繰り返した。

「私とあなたは今夜、出会わなかった。」

「………………………。」

「………私トアナタハ今夜、出会ワナカッタ。」




　背せ筋すじを…冷たくて気持ち悪いものが駆け上る。………さっき、……人間をこの手で殺した俺だからわかる。

　…さっき俺が躊躇いもせず、この女を殴り殺して黙らせるなら今しかないと考えるに至ったように、……この女も同じ考えに至っているのが、…わかる。

　再び本能が警告する。……この女と出会わなかった方がよかった。

　この女から漂う…腐ふ臭しゅうのような臭いの気配は、………きっと今の俺から滲にじみ出ている気配と、…何ら変わらない。

　………目的のために、ニンゲンの命を奪うばうことに何の躊躇もない、超越した人間の持つ…独特の覇は気き。…いや、…吐き気と言うべきか。

　つまり………どういうことなのかうまく説明できないが、……鷹野さんは、俺と同じなのだ。

　つまり……ここに居てはいけない人間。ここに居なかったことにしなければならない人間。…………誰とも会うことを望まない人間。………そして、……出会ってしまった相手を消すことで、……出会わなかったことに平気でできる人間…。

　そう。……ということはつまり…、俺がこれ以上何も触れられたくないように、……彼女もまた、触れられることを望んでいない。

　そして、…彼女もまた俺と出会わなかったことを望んでいる。………両者は、同じことを望んでいたのだ。………望むものが同じなら、………鷹野さんの提案は極めて合理的なものだ…。……そして、それは無む下げに断るべきではないはず…。




「…それでいいなら、そういうことでもいいです。……俺と鷹野さんは今夜、出会わなかった。」

「そうよね。……あなたにとってもその方がいいでしょうから。」

「……どうしてそう思うんですか。」

「いちいちうるさいわね。…それくらい自分で考えられないの、坊や。」

　…………坊やという見下した言葉で、俺との会話をぴしゃりと遮さえぎる。

　家の玄関前という…殺しにはもっとも適さないはずの場所で。………それでも、………俺とその女から…互いに凍いてついた殺さっ気きが滲み出ている。

　……俺は今この場で、…殺される……………………？

　…あぁ……、…それならやはりあの時に、…出会い頭に殴りかかるべきだった…。

　じっとりとした脂汗が全身に浮き出す…。…………いいさ、……来たければ…、いつでも来たらいい…………。………今日は殺人の日なんだ。…ついでにもう一人殺すくらい、……何てことはない…………。

　そう覚悟を決めた時。…………鷹野さんが優雅に髪を散らしながら、踵きびすを返した。

「…よかったわね。…私がやさしい人で。」

　何がどうで、よかったのか。……鷹野さんがやさしい人だったから、何がどうだったというのか。………わからない…。

　鷹野さんはそのまま車に乗り込んでいく。…別れの挨拶は何もなかった。

　……沙都子の叔父殺害という偉業を成し遂げたのに、………心には何の達成感もない。

　…………誰かひとりの命を奪うことが許されるオヤシロさまの祟りの聖夜に。………オヤシロさまの代行者としての…鬼が徘はい徊かいする土砂降りの夜。………出会うはずのない鬼たちが、……偶然、……出会ってしまった。

　鬼たちは、……揚よう々ようと別れていく。……争う必要は何もない。……互いの目的は、…もう果たされているのだから……。

　…滝のように雨水が流れ落ちる車の窓越しに、鷹野さんと目が合う。

　その女の鬼は、……不敵に、にやっと口元を歪めたように見えた。

　………………もう殺すには遅い。…手遅れ。…一番最初の、あの出会った最初の瞬間が一番のチャンスだった。……今、こうして別れてしまってからはっきりと自覚する。

　…コイツハ…生カシテ帰スベキデハナカッタ…！

　短いクラクションを一度鳴らし、…鷹野さんの車は土砂降りの中を走り去って行く。

　……今夜の真相を知る、唯一の女が、……闇の中に去っていく。

　あの女が生き続ける限り、………今夜という夜が終わることはないのだ。

　……………事故に遭え、……と思った。

　この土砂降りの中、……泥か何かでスリップして、……大木に正面衝突して…死亡。

　…これは俺の妄想なんかじゃない。……願いであり、………そう、………命令だ。

　死ね。…死んでしまえ。…そして永久に口を噤つぐむがいい。……お前だって今頃、…俺が死ぬことを望んでいるに違いないのだから。

　そんな俺の呪いも空しく、鷹野さんの車のテールランプは漆しっ黒こくの闇の中に消えていった…。

「………………………………………。」

　…車の灯りは完全に見えなくなる。土砂降りの音に溶け込み、音も何も、もうわからない。

　……俺もまた踵を返す。……狂った夜に幕を下ろすために。玄関の扉を開いて、今夜を終わらせるために。

　玄関の扉へ、歩みを進める。……泥まみれで、歩くたびに無様な音を立てる靴で、ぐしゃ、ぐしゃ、…と一歩一歩、歩みを進める。

　…ぐしゃ。…ぐしゃ。

　……………………安心しろ前原圭一。

「…………………。」

　…ぐしゃ。…ぐしゃ。

　……………あの女は、死ぬから。

「………………。」

　…ぐしゃ。…ぐしゃ。

　………あの女に相応しい、無惨な最期を。

　…例えば、…生きたまま炎を纏まとわせ、黒コゲになるまで踊おどらせてやろう。

　お前が焼かれるはずの分まで、地じ獄ごくの業ごう火かで焼き尽くしてやるから。

「……そう願うぜ。……本気でな。」




　ぐしゃ。

　……………………………え？　…今、俺。………歩いてない。

　……のに、……足音………………。

　……………何の感情もなく、…後ろに振り返る。…俺の足音でない音がひとつしたなら、……俺以外の誰かが後ろにいて当然だからだ。

　…俺以外の誰かがそこにいたら………？

　もうごめんだ。誰だろうと今夜は絶対にごめんだ。今度こそ………殺す。今度こそ躊躇なく殺す。……何の迷いもなく、…引き返し、もうひとつ穴を掘る。

「……………………………………。」

　………だが、……幸いなことに、…………………そこには誰もいなかったから。…俺は今夜、これ以上、誰も殺さなくて済んだのだった…。




　その夜は、……それ以上、気にならなかった。

　俺が立ち止まる度に、一歩余計に足音が聞こえたとしても、…疲れているからだと決め付け、聞こえないふりをした…。
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地獄の業火







「はいもしもし。救急ですか、消防ですか。」

「え、っと…消防です！」

「火事ですか、事故ですか？　落ち着いて話してください。」

「た、多分、火事だと思います…。こちらはＸＸ高速のＸＸサービスエリアなんですけどね、…裏の山から何だかすっごい火と煙が上がってるのが見えるんですよ。あんなところ、誰も立ち入らないから、何で火がついてるのかよくわかんないですけど…。とにかく、連絡した方がいいと思って…！　山火事にならないとも限らないし！」

「わかりました。すぐに現場を確認しますので、そちら様のお名前とすぐに連絡のつく電話番号、それから火災現場の詳しょう細さいな場所をお願いします。」




「消防指令部より通達。ＸＸ山西側斜面にて不審火の通報あり。街道から離れてることから、カップルの焚たき火びか、不法投棄のゴミに放火したかの可能性があります。現場は深い森林地帯。周辺に民家はないが、延えん焼しょうの可能性あり。直ただちに現場を確認されたし。」




「消防署ですか。こちらはＸＸ地区消防分団です。通報の現場にさっき到着。ドラム缶がひとつ山中に放棄され、炎上しているのを確認しました。火は鎮ちん火かしつつあり、延焼の可能性はなし。………で、……その、………ドラム缶の中に、…多分、人じゃないかと思うんです。人らしきものが灯油か何かで焼かれた…という感じで。……その、……警察の人にも連絡した方がいいんじゃないかと思いまして…。」

「わ、…わ‼　まま、間違いねぇよ‼　これ、人だよ‼　ひぇえぇええ……‼」








５年目の犠牲者







「………今年の祟り、ってことっすかね。」

「…そういうことになるんですかねぇ。……毎年いろんな殺し方を見せてくれますが、今年は特に際立っていますねぇ。」

　パトカーが何台も停まり、警察官たちが現場の状況を記録しているところだった。

　大石は、今年も起こった連続怪死事件の今年の異様さに唸るしかなかった…。

「自分で自分の喉を搔き破るなんて…。…普通じゃないっす…。」

「あとは鑑かん識しきのじいさまに任せましょう。…きっと何かの怪しげな薬物を検出してくれるに違いありません。」

　そこへさらに応援のパトカーが到着する。大石の部下の刑事たちだった。

「お疲れさまです！　お疲れさまでーす‼」

「あ、大石さん！　小こ宮み山やまさんたちが到着しました！」

「大石さん、お疲れさまです！　今年は一等、キてるのが出たらしいじゃないですか。」

「えぇ。裏をかかれました。……私ゃてっきり、今夜死ぬのは北条鉄てっ平ぺいだとばかり思ってたんですがね…。」

「ホトケは何者です？」

「富竹ジロウ。年に何回か雛見沢に来てる趣味の写真家さんです。……ノーマークだったなぁ…。」

「…どうなんでしょうね。北条宅にずっと張り付いてたのがバレて、ターゲットを変更したとか。」

「…………………かなぁ。………裏目ったなぁ……。」

「で、北条鉄平の方は何も問題なし？」

「えぇ。夕方頃に娘が祭りに出掛けて、その少し後にバイクで出掛けまして。…先に娘が帰ってきて、…あれ？　まだ帰ってないかな？　どこかで飲んだくれてるのかな…？」

「大石さん、いらっしゃいますかぁ⁉　高たか杉すぎ課長からです。一号車の無線にお願いします‼」








６月20日（月）













　……………………初め、それは夢だと思っていた。

　………何だかよくわからない、…変な板がずっと見えている。……ただ、それだけ。迫ってくるわけでもなければ、嘲あざ笑わらうわけでもない。

　そのつまらない光景が、自分の部屋の天井であることには…相当の長い時間、気がつけなかった……。

　…そう。…俺は夢を見ているつもりで、……実は…ずぅっと……天井を見ていたのだ。

　セミの声が気だるさを誘う。……自分が目を覚ましたと気付いた後も、起き上がろうとする気力すら起こさせない…。

　…………見える全てと、聞こえる全てが、まるで放送の終わってしまったテレビみたいな感じだった。

　……暑い。………窒息しそうなくらいに、暑い。……背中の寝汗がじっとりとして、…気持ちが悪い。……それに堪えきれなくなり、寝返りを打った時………ようやく俺の頭に血が通い始めた…。

　長かった……昨日一日が、…ぼぅっと…蘇る。

　今こうして……セミの声を聞きながら、横になっているという現実と、あまりにかけ離れた昨日。

　……沙都子の叔父を殺すため、……下見をし、計画を練り、…穴を掘った。……とても…暑くて、疲れたっけ…。

　……そして、夕方になって、…学校まで行って電話であの男を呼び出したんだ。……警察の場所はどこだ、なんて聞かれて一瞬焦ったけど…何とかなった。

　…そしてあの男を待ち受け、………襲い掛かった。………自分がどんな感情に身を任せていたかは、…今となってはもう思い出したくもない。………とにかく、…あっさりとは行かなかったけれど、…………俺はやり遂げたんだ。

　……死体を埋める穴を掘るのにはずいぶん苦労した。……あの、全身を濡らす土砂降りの感触は…多分、一生忘れられない。……雨と泥と、血の飛沫。…あの、文字通り沼の中で足あ搔がくような感触。

　…………その帰りに鷹野さんに出会ったのは、……どう都合よく解釈したって、いい意味にはならない。……あの晩の、もっとも不運で計算外の出来事だった。

　あの女との出会いさえなければ、……全ては完璧だったのだ。

　……………………………はぁ…。

　土砂降りの中、びしょ濡れになりながら、シャベルを片手に自転車に乗ってただけだ。…………これだけの情報で、殺人と死体遺棄が連想できてたまるものか。…こうして朝日にまどろみながらも冷静に考えれば…そうだと思える。

　だけれど……あの時の鷹野さんの瞳を思い出せば思い出すほど…。……鷹野さんは理解していたように思える。

　鷹野さんはワカッテタ。…俺が人を殺し、…それを埋めて、……疲れきりながら、帰る途中だとわかってた。

　…でも、鷹野さんが俺を警察に売ったって、何の得にもならないだろう。…だからと言って、安心などできるはずもない。

「……………殺しとく、………んだったな………………。」

　俺は平穏な日々を再び取り戻すために、…あれだけの橋を渡ったというのに。………その結果、やっと得られた今日だと言うのに…。……これから始まる平穏な日々を、…俺はこれから一生、…いつ突然終わるかと怯えながら暮らさなければならないのだ。

　ちょっと足を挫き、疲労困憊で頭の回転が鈍っていたとは言え……、あの瞬間に決断できなかったことが、……こうして後になればなるほど……後悔されてならなかった。

　………仕方ないだろ、前原圭一。

　…あの時は仕方なかった。疲れてた。ぼろぼろだった。…仮に決断できてたとしても、…本当に殺せたかは怪しい。……返り討うちにされていたかもしれない。

　それを思えば、何事もなく別れた方が無難な選択だったと言える。……鷹野さんがいくら鋭い勘で推理しようとも、証拠はない。…鷹野さんがいくら俺を疑ったって、物証は何もないのだから。

「………………理屈じゃわかってるさ。……でも、…だからって何の心配もないってわけじゃないだろ…？」

　…その時はその時だろ。………今は悩む時じゃない。…笑う時じゃないのか？

　お前は今日からの新しい生活を得るために、あれだけのことを成し遂げたんだろ？　……なら、今は新しい朝を喜ぶべきさ。

　……思い出して、いろいろと辛くなるなら、…昨日までのことをなかったことにしたっていいんだ。

　お前、自分で昨日言ったろ？　……全部埋めて、なかったことにするって。

　その念願はかなったんだぜ。昨日までは全部なかったことになった。……そら、喜べよ、前原圭一。

「……………………わ～い。」

　両手をだらんと放り投げる。……自分でやっておいて何だが、…ばかみたいだ。

　腹の底から深いため息が出る。…そのため息で、肺が動き出した。まるで、さっきまで呼吸が止まっていたみたいな感じだった。

　……自分自身に諭さとされるまでもない。

　もう、投げられるサイコロは全て投げてしまったのだ。…そして出た目は、…決して悪い目じゃなかった。……その目で敗まけになるなら、……その時はもう、諦めるしかないだろう。

　…寝巻きのはだけた胸元をぱたぱたとやる。……全身にうっすらとかいた寝汗に風が通って涼しかった。

　よし。…昨日までは……なかった。

　なし。なしだ。…全部忘れる。昨日の出来事も全部、夢！

　今は何時だろう。………昼くらいだろうか。

　……今からわざわざ起き出して学校に行くのも何だか馬鹿らしい。…でも、学校には行かなくてはならない。なぜなら、登校こそが平穏な日常の第一歩だと思ったからだ。

　…今からでも学校に行こう。…取り戻した日常にすぐにでも復帰するために、今からでもすぐに学校に行こう。

　そう思ったら、愚ぐ鈍どんだと思っていた体はあっさりと軽くなった。

　ごろん、と布団の上を転がり、膝から、よ！　った、と！　と華麗に立ち上がる。

「うん。10・０！」

　体操選手がやる決めポーズみたいに胸を張り、大きく空気を吸い込む。……朝の清すが々すがしさはとっくになくなっている、カリカリした感じの、夏の空気だった。

　階下でお袋に、昨夜はどこに行っていた、何時に帰ってきた、夕食に帰って来れない時は必ず電話をしなさい、何度も起こしたのよ、とお説教を食らった。……だが、昨日、やり遂げたことの重要さを思えば、こんなお小言は何の問題にもならない。…むしろ、平穏な日常のひとコマを感じさせてくれるくらいだ。

　適当に笑いながらあしらい、…すっかり日の高くなった表に出た。

　もうすぐ昼休みが終わる、そんな時間だった。

　…みんなは俺のことを、…多分心配しているだろう。

　祭りにも行かず、今日も登校せず。……いや、…そんなに心配はしていないかもしれないな。

　なぜなら、…今日は沙都子から、小さな、だけれどもとても嬉しいニュースがもたらされているからだ。…そう、昨夜、叔父が帰ってこなかった…という小さなニュース。

　沙都子は、それでも今日は帰ってくるかもしれないと、…多分、しばらくは神経質な日々を過ごすだろう。……だけど、そんな日々はやがて終わるのだ。やがて沙都子も、…叔父が二度と帰ってこないことに気付く。

　そして、…きっと梨花ちゃんがそっと誘ってくれるのだ。…またボクと一緒に暮らしましょうです、なんて感じで。

　それで全部元通り。…あの男が現れる前の生活に、全部戻る。

　沙都子はあの八や重え歯ばが似合う飛び切りの笑顔を見せてくれるようになって、…自慢のトラップワークもさらに冴えに冴えるのだ。…俺は多分、イの一番に餌え食じきにされるだろうが、…きっと腹は立たない。むしろ、そんな当り前が戻ってきたことに、嬉し涙さえ浮かべてしまうかもしれない。

　沙都子は…きっとますます、世話焼きな性格が加速していくだろうな。……俺がいかに生活力がない男かは、もう完全にバレちまってるし。…俺、沙都子に頭が上がらないようになるのかな。………でも、そんな光景もとても微笑ましいものだ。

　そんな温かな予感があればこそ、…これだけの大遅刻の登校でも、何の引け目も感じずに済んだ。…それどころか、早く学校にたどり着きたくて、駆け出したいくらい。

　でも、敢あえて走らず、ただ登校するというだけの平穏を嚙み締めることにした。

　……こうして歩いているだけで、愉ゆ悦えつを感じられる…俺の獲得した世界。

　そう。…今日という日と、今日から始まる世界は、俺が勝ち取ったものなのだ。

　昨日の偉業がなければ、きっと今日、こんなにも晴れ晴れしい気持ちで登校が出来ているはずがない。

　………校門が見えてくる。ちょうどその時、校長先生の振る昼休みの終わりを知らせる振しん鈴れいの音が聞こえてきた。

　清々しい音だった。………思わず、足を止めて、…染み入るその音に身を委ねてしまう。

　…ぺた。

　俺が不意に足を止めたから。……………足音がひとつ余計だった。




　全身に溢れていた、…小春日和のような幸福が、…ざわりと音をたてながら…毛穴という毛穴に引っ込む。……そしてその代わりにとでも言わんばかりに……足元から……何百匹という毛虫が這ってくるような感触が上ってきた………。

　もちろん、振り返っても誰もいない。

　…足音など気のせいだとすぐに理解できる。

　……だが、………その足音は…とても不吉に感じられた。

　昨夜、鷹野さんを見送ってから…聞いた、ひとつ多い…足音。

　狂った夜だった昨夜の出来事なら、…そんな出来事がひとつあったって、納得できる。……あれだけの夜だったのだ。…幻げん聴ちょうのひとつくらい大目に見ようとも思える。

　だが……その足音が、昨日までとは断絶されたはずの今日にも聞こえたなら…？

　…その意味するところは……ひとつしかない。

　……昨夜はまだ、終わっていない。………続いているのだ。……まだ。狂った夜が、いつまでも。

　さっき聞こえた、…ぺた。

　たったひとつ聞こえた足音が、……今日からは、昨日までとはまったく違う世界だ、などという甘えた寝言を…静かに、静かに、…嘲笑っていた…。




　さっきまで大勢が遊んでいた校庭。だが、昼休みが終わる振鈴が聞こえたので、校庭のクラスメートたちは、潮が引くような勢いで校庭から姿を消していた。

　……それはまるで、俺が学校に近付いたら、…温かな光景が終わってしまったように感じて、…気分がよくない。

　昇降口で、…みんなの靴箱をざっと見渡してみた。

　…北条沙都子…、…来ている。…魅音もいる。レナももちろん。…梨花ちゃんだっている。……富とみ田たくんも岡おか村むらくんもいるし、…欠けているクラスメートは見当たらない。

　欠けていたとしたら、………それは俺の靴箱だけだった。

　そこに脱いだ靴を突っ込み、…上履きを取り出す。下駄箱には一足の上履きも残っていない。…………これで下駄箱は、やっと本来のあるべき姿になった。

　…そう思い、すのこに上がって通り過ぎようとした時、……上履きが一足だけ残っているのに気付いた。………え、……………誰が…？

「………………北条、………悟史…。」

　去年、失踪してから……ずっと登校してこない悟史。

　……昨日まで、俺とお前はまったく同じ動機で、まったく同じ凶きょう行こうを行なったが、…最後だけは違ったな。

　お前は登校できなかったが、…俺は、こうして登校できた。俺はお前の轍を踏まなかったのだ。……そんなことに優越感を感じるつもりはない。…むしろ感じるのは、…妙な親近感。…会ったこともない男と、まったく同じ運命をなぞった、…数すう奇きな縁。

　廊下を進み、…いつもの教室を目指す。何だか、…丸々、一年は久しぶりに訪れるような気持ちだった。

　……………………おい、…忘れたか、前原圭一。

　………北条悟史は…別に綿流しの夜に消えたわけじゃないだろ…。

「…………………………………………。」

　……北条悟史は、……綿流しの数日後に消えた。…確か、沙都子の誕生日に。

　沙都子の誕生日がいつかはよく知らないが、……その日を越えても俺が居続けて見せなくては……悟史の二の舞を避けたとは言い切れないのだ。

　………俺はまだ、……狂った夜の中に居続けている………。




　教室にはまだ先生は来ていなかった。

　先生が来るはずの扉とは違う扉がガラリと開いたので、みんなは誰がやってきたのかと一斉に振り返った。……みんなぽけーっとした顔してるな。…うむ。挨拶でもしてやるか。

「おはよう諸しょ君くん。出迎えご苦労であるぞよ？　ぬっふっふっふ！」

　………シン。

　…外したかな…、なんて思った頃、ようやくクスクス笑いが広がってくれた。

「あっはははははは！　おはよう、圭ちゃん。今日もお昼から飛ばしてるね～！」

「うん、飛ばしてるねー！　圭一くん、まだお祭り気分が抜けてないのかもしれない。はぅ！」

　魅音とレナの明るい声を聞いていると、さっき昇降口で囚とらわれた暗い気持ちがいかに下らないものだったかよくわかった。

「…おいおい、…お祭り気分って、…そもそも俺、」

　祭りに行ってないじゃないか。…そう言おうとした時、梨花ちゃんが笑いかけてきた。

「……圭一はちゃんとボクの演舞、見ててくれましたですか？」

「うん！　圭一くん、ちゃんと見てたよ。あんなにいっぱい拍手してくれてたのに、梨花ちゃん、気付かなかったのかな？」

「圭ちゃんに、詩し音おんのあんぽんたんがちょっかい出して来たのを無視してね～！　あっはっはっは！　詩音、ざまーなかった！　あーいい気分！」

　………魅音が俺の背中をバンバン叩きながら、小気味良さそうに思い出し笑いをした。

「それで…あの射的屋の対決って、結局どうなったんですか？」

　富田くんが俺の方向を向いてそう言った。……俺の後ろには誰もいない。……なら、俺に向かって話している…？　射的屋の対決って、何の話だ？

「……あれは結局、富竹がビリだったのですよ。みんなで楽しく罰ゲームをしましたです。」

「あっはっはっは！　梨花ちゃんも実質、ビリみたいなもんだったじゃない！　あそこで…起き死し回かい生せいの大技でガムをゲットとは…さすがは我が部の部員！　見事だったよ‼」

　あそこでみーみー泣くのは古手だけに許される大技っす！　と岡村くんが鼻息を荒くしながら言う。……俺の方向に向かって。

　みんなは、梨花ちゃん以外がやったら反則だーと大笑いした。…梨花ちゃんはそれを聞きながらにぱ～と笑うのだった。……俺の方向を向いて。

　レナも俺に、…いや、俺の方向へ振り返る。そして、何だか照れたような笑顔を浮かべながら、俺だけに聞こえるような小声で言った。

「でも本当に、……ありがとね。圭一くん。」

「…………………………何がだよ。」

「あのでっかいぬいぐるみ。………すっごく嬉しかった。大事に枕元に置いてるんだよ。…ちゃんと寝る前にお休みのキスしちゃった。…はぅ～☆」

　それを聞いて、クラス中が笑ったり、囃はやし立てたりした。

　……さっきから、…話の軸じくが微妙に逸れていて…、…よく飲み込めない。

「…………ぬいぐるみが、…どうしたって…？」

「どうしたって、…ほら。昨日のお祭りで、みんなで頑張って落としたよ？　でっかいぬいぐるみ。」

「………でっかい、…ぬいぐるみ。」

　レナはきょとんとした様子だったが、笑顔を浮かべながら答えてくれた。

「なかなか倒せないから、額を狙ったり、素早く何発も撃ったりしていろいろと試したんだよね。それで圭一くん、鉄砲を何丁も予め用意して、素早く撃って見せてくれたんだよね！　カッコよかった。…はぅ～！」

　………だから、…誰が？　…何の話だよ……？

「あの後の飲み会でさ、町会の会長連中にも圭ちゃんの評判、すごくよかったんだよ。圭ちゃんの売り口こう上じょうに惚ほれたーって騒いでたのは、子ども会の公きみ由よし徳とく三ぞう会長だったかな？　次の祭りではぜひ圭ちゃんに何店舗か任せたいって言ってた！」

「……徳三は、お祭りの実行委員会の模擬店部長さんなのです。」

　前原さんって、物事を良さそうに話すのうまいですよね～！　うんうん、前原さんが話すと実際よりもすごそうに聞こえるもんね！　あはははははは、そんなこと言っちゃいけないよー。あはははははははは…！

「圭一くんって売り子さんの才能があるんだね！　きっとバナナの叩き売りとかやったら、上手だと思うよ～。」

「………………さっきから何の話だよ。……大体、俺、」

　祭りに行ってないじゃないか。……その一言を、飲み込む。

　……何が何だかわからないが、…………雛見沢では、…つまりこういうことになってる。

　…昨日の綿流しのお祭りに、…『前原圭一』は現れた。

　そして、いつもの部活メンバーたちと一緒に、騒ぎながら遊んで回った。

　いくつもの露店で、大おお賑にぎわいしながらたこ焼きやらお好み焼きやらをつまみ食いし、その度にうまいだのまずいだの批評して、場を沸かせた。

　そして射的屋にでっかいぬいぐるみがあるのを見つけ、…みんなでそれを狙った。…そして、俺が、コルク鉄砲を何丁も並べておいて、それを次々に撃って捨てるという大技で速射し、……見事、一番大きいぬいぐるみを撃ち倒した……。そしてその勝者の証であるぬいぐるみを…俺は、レナにプレゼントした…。

　そこで楽しい時間は終わって、梨花ちゃんの奉納演舞の時間になった。

　大勢の人ごみに揉もまれ、仲間はばらばらになってしまったが、それぞれに梨花ちゃんを応援できるポジションに陣取った。

　途中、奉納演舞を放ったらかして遊びに行こうと話しかけてきた詩音を、俺は断り、…最後の最後まで、ちゃんと奉納演舞を見守っていた………。

　……誰？　……その人。

　…………だから、さっきからみんな言ってるじゃないか。……『前原圭一』、って……。

　楽しそうに、『前原圭一』のいた昨日のお祭りの話で盛り上がるクラスメートたちを怒鳴りつけたい気持ちに駆られる。…お前ら、…さっきから、何の話をしているんだ？　って。

　だが…そんな気持ちよりも、……この、理解できない現実を薄気味悪く思う気持ちの方がはるかに強かった。

　俺じゃない『前原圭一』が…雛見沢に昨日、居て。……俺が人間であることを捨て、…鬼と化し、沙都子の叔父を殴り殺していた頃、……みんなと楽しく、祭りの夜を過ごしていた。

　………何だよ、……それ。

　……俺が……あんなにも、辛い思いをして、…泣きたくなるのをぐっと堪えて、……土砂降りの中、…あんなにぼろぼろになって、…穴を掘ったり、追ったり殴ったり殺したり、引きずったり埋めたりしていたのに……。…そんな俺をそっちのけにして、みんなと楽しく吞のん気きに祭りを過ごしていやがったのは…どこの『前原圭一』だよ⁉

　今日という…この宝石のような日常を得るために…決死の努力をした俺を差し置いて………、誰が俺の代わりを務めやがったんだよ⁉

　俺以外に前原圭一がいたなら、……それじゃあ俺は何だったんだよ？　…誰かが一人死に、…誰かが一人消える綿流しの夜の、オヤシロさまの祟りに従い、……一人を殺した、………鬼がいるだけだ。

　………呆然としながら…、ある恐ろしい想像に駆られ、クラスメート全員を見渡す。……その中に、…見慣れない一人が増えていないか、確かめるためだった。

　……このクラスメートの中に、……俺がいないだろうか。……本当の『前原圭一』は今日、寝坊することなくちゃんと登校していて…。……すでに『前原圭一』でなくなった俺が、……のこのこと今頃やって来てる…。……そんな恐ろしい想像…。

　…だが……いくら見渡しても、…俺の知る顔しかない。……俺がいつも洗面所の鏡の中で出会う男は、………いなかった。

「はい！　午後の授業を始めますよ！　皆さん、席に戻って下さい。委員長、号令！」

　先生が入ってきて、皆、慌あわてて自席に戻る。……先生が大遅刻をかました俺を見つけ、ガミガミとお説教をしたが、…………俺の耳には届かなかった。

　………今日から、…元の日常が始まるのではなかったのか…？

　…何だか、…様子がおかしい。…変だ。

　昨日を境に元の楽しかった日常に戻るはずが、………元の日常とも、昨日までともまったく異なる、………喩えようもない奇怪な世界に踏み込んでしまった。

　そう、……ここは、…間違いなく、俺が今まで生活していたのとは…違う世界なのだ。………そんな馬鹿なこと、現実にあるわけがない。…だけれど……そう考えなければ……さっきまであったことが…説明できない。

　見知った顔にこれだけ囲まれた教室なのに、………孤こ独どくを感じた。

　セミの声は、俺が昨日まで聞いてきたものとまったく変わらないのに、…どこか白々しい。……空気もカラカラに乾いていて、…こんなにも雛見沢の空気は意地悪だったっけ…と思わされてしまう。

「…………おい、レナ。」

「何かな？　授業中なんだよ。」

「………昨日の祭りだけどさ。……俺、……いつ頃、みんなと合流したっけ…？」

「え？」

　……実は俺、あの後、興奮してて…勢いで缶ビールをがばがば飲んじゃったんだよ…。それで…お恥ずかしいかな…昨日のこと、いまいち…記憶になくて…。……出任せにしては、悪くない言い訳だった。

「圭一くん、最初は来れないって言ってたんだよね？　魅ぃちゃんの家にそう電話したんでしょ？」

　…………ここまでは同じだ。…魅音に、俺は用事があるから合流できない、沙都子を代わりに頼む…と電話した。

「沙都子ちゃんを誘ってあげようっていうのは、みんなでお祭りの準備をしてた時に決めたんだよ。……少しでも、叔父さんの姿の見えないところに連れ出してあげようと思って。」

　……これも合ってる。…電話した時、魅音もそう言っていた。沙都子を誘うのはもうみんなで決めてあった、って。

「それでみんなで、レナと魅ぃちゃんと梨花ちゃんで、沙都子ちゃんの家に行って、沙都子ちゃんを連れ出して。……沙都子ちゃんの叔父さん、すっごく意地悪そうな人だった。」

　…そんなことはどうでもいい。……それよりも聞きたいのは……、

「………俺は、…その、……………いつ合流したんだ……？」

「…そんなことも忘れちゃってるの？　…圭一くん、お酒は大人になるまで飲まない方がいいと思うな…。」

「だから！　俺はいつ合流したんだよ…！」

「ッ！　…………え、……えぇと……、」

　突然、俺が凄んだので、レナが言葉に詰まってしまった。…いけない、ここは急せかしてはいけないところだった…。…レナにごめんと謝る。すると、話を横で聞いていた魅音が先を続けてくれた。

「境内でだよ。ひょっこりと。梨花ちゃんと話してたじゃない。」

「うん。巫女みこさん姿の梨花ちゃんと楽しそうに話していた。それでレナも加わって、はぅ～～、お持ち帰り～って。」

「……梨花ちゃんと、…話してたのか…。」

「圭ちゃん、用事か何かがあったんじゃない？　って私が聞いたらさ。圭ちゃん、胸を叩きながら自分で言ったじゃないのよ。用事なんかより祭りで大暴れする方が大切だぜーって。」

　言ってない。それだけは断じて言ってない。

　…そもそも、昨日、神社の境内になんか行ってない。…そんなところに寄り道する時間はそもそもなかったんだ。

　起きたら、すぐに穴を掘りに行って。…結構、手こずって。…それから学校へ忍び込んで電話を掛けて。…あいつを呼び出して、待ち伏せて。……それから土砂降りになったんだ。

　あれだけの土砂降りになったんだから、あれでお祭りはお開きになったはずだ。……つまり、祭りはそこまで。……祭りが始まってから、終わるまで。……そこには、俺が神社の境内に立ち寄る時間など、ありえるはずもない。

　……魅音たちが沙都子を連れて、境内にやって来た時には俺はもう居て、梨花ちゃんと話をしていた。……では、……梨花ちゃんは、どこで俺と会ったと言うんだろう…？

　先生が一度席を外したので、梨花ちゃんの席に駆け寄り、率直に疑問をぶつけた。

「……圭一とですか？」

「あぁ。…梨花ちゃんは、魅音たちが来る前から俺と話してたんだろ？　…いつ俺に会ったんだ？　いつ、…どこでだよ…。」

「……圭一が何を聞きたいのかわからないのです。」

「俺、昨日、記憶をなくすくらいビールを飲んじゃってさ…。何も覚えてないんだよ。……へへへへ…。」

　梨花ちゃんもまた、その出任せで納得したらしかった。

「……圭一と会ったのは、集会所から村長さんたちと出てきた時なのです。圭一は祭さい具ぐ殿でんの扉の前にいましたのですよ。」

「……え？　何…？　………祭具殿？」

　…知らない建物の名前だった。…あるいは聞いたことがあるのかもしれないが、…少なくとも俺には、境内のどこにあるのかもわからないのは確かだ。

「……村長さんが、そこは神聖な場所だからみだりに近寄ってはならにゅーと怒りましたですよ…？　……圭一、それも忘れてしまいましたですか…？」

　………もう、それ以上は聞くのも怖かった。

　聞けば聞くほど…、……昨日、『前原圭一』が…確かに間違いなく、綿流しの会場の…古手神社境内に存在したことが…明白になっていく。

　明白になればなるほど……、……昨日の俺は何者なんだ…という疑念、いや恐怖が込み上げてくる…。

　そいつは…俺の代わりにみんなと楽しく過ごし、……俺の不在をまったく気付かせずに一日を全まっとうしてくれた…。

　……そうだ。…そいつは…いつみんなと別れたんだ？

　俺は今朝、お袋に、昨夜は何時に帰ってきたの…と怒られた。…ということは、少なくとも…お袋が起きている内には、その『前原圭一』は帰らなかったことになる…。

　お祭りは土砂降りでお開きになったはずだ。……確か、もう一本のシャベルを取りに家の物置に戻ったとき…時計は午後七時くらいだったような気がする。あの時はもう土砂降りだったから、…少なくとも七時前には祭りは終わっていたはずだ。

　そのくらいの時間に家に帰れば、………少なくとも両親と会わないということはないはず。…少なくとも、昨夜は何時に帰ってきたの、…なんてことにはならないはずだ。

　昨日の『前原圭一』は……つまり……、……帰宅してはいないのだ。

　つまり、……土砂降りになって、お祭りが終わって、…解散して。……だけれど、……家には帰ってなくて。……えっと、…………それって……？

　………その先を想像するに至った時、……邪悪な凍こごえが…背中を急激に冷やしながら…脳まで上ってきた…。

　………つまり、……『前原圭一』は………悟史と同じ。……ある日を境に…帰宅しなかったのだ。綿流しの夜を境に、…帰宅しなかった。………土砂降りで中止になり、…その帰る途中で、………忽然と消えてしまった…。

　そして………死体を片付けた俺が……するりと帰ってくる。

　疲労のせいで空腹感のなかった俺は、そのまま…音もなく階段を上り…自室の布団の中へ……………。

　…俺は、…誰だ。




　そんなの決まってる。前原圭一だ。…俺が前原圭一。もうひとり『前原圭一』がいるからと言って、俺が前原圭一であることが否定されるわけじゃない。

　……じゃあ、………もうひとりの『前原圭一』って、………一体、…何……？

　じわじわと教室に染みこんで来るセミたちの声が、うるさい…。

　ふと、…沙都子の姿が目に入った。

　…沙都子の表情は相変わらず暗く、……いつまで続くのか、想像もつかない受じゅ難なんの日々に…すっかり疲れきっている表情だった。

　………沙都子にとって昨夜はどんなだったろう。

　ひと時とは言え、仲間たちと一緒に楽しく過ごし、わずかでも心を軽くできただろうか？

　そして…帰宅。夢の終わり。

　いつ叔父が帰ってくるかと、びくびくしながら眠った夜だったろう。

　そして、…朝。……叔父はとうとう帰ってこなかった。…そして、登校。

　今だってきっと、…帰ったら叔父がいるだろうという…救いようのない不幸な想像に囚われているに違いない。

　だが…安心しろ、沙都子。………その叔父は、もう永遠に帰ってこないのだ。

　それを、俺が殺したからと口に出して伝えることはできない。

　…叔父が永遠に帰ってこないことを、…沙都子が自ら悟った時、…本当の意味で、長い狂った夜は終わるのだ。

　そうさ。……俺は、間違ったことはしていないのだ。…沙都子のにーにーとして、してやれる最高のことをした。そこに後悔など、微塵ほどもない。

　それに、ほら…。冷静に考えてみろよ前原圭一。…もう一人いたという『前原圭一』も、考えようによっては…好都合じゃないか。

　死体は完璧に埋めた。「起」は訪れない。……でも、…万が一、何かで発覚し、俺の周囲に捜査の手が伸びた時。……俺が綿流しのお祭りにいたという『事実』は強力なアリバイになり得るのだ。

　……しかし……、こんな気味が悪いことを、…丸ごと飲み込んでアリバイにするなんて…。

　だが、…俺が昨日、お祭りに行かなかったことを立証しても、百害あって一利なし。………本当に本当に後味が悪いが、……そういうこと。

　…忘れるんだろ、前原圭一。昨日までのことは全部。……だから、昨日居た『前原圭一』のことも、…忘れろ。

　それよりも、沙都子に笑顔が戻る日を、……そっと見守ろう。

　狂った、長い長い夜が、…終わる日を。




「それでは今日はこれで終わります。皆さん、寄り道をしないでちゃんとお家へ帰るんですよ。委員長、号令。」

「きりーーーーーーーーーつ、きょーーつけー！　礼。」

「「「さよーーならーーー‼」」」

　たくさんのことを考え、…たくさんのことに考えを散らされ。…悩んでいたのかぼーっとしていたのかわからない時間が、号令と共に終わりを告げた。

　クラスメートたちが、上機嫌に騒ぎながら荷物をまとめ、廊下へ駆け出していく。

　魅音もレナも、梨花ちゃんも荷物をまとめている。

　………沙都子は…？

　今日一日、…沙都子はずっと生気が抜けたままだった。

　いくら昨夜、叔父が帰らなかったとは言え、…まだ叔父が永遠に帰らないことを知っているわけではないのだ。

　…その事実を、どれほど口に出して伝えてやりたいことか…。

　沙都子は乱雑に筆ふで箱ばこや計算ドリルを鞄かばんに詰め込み、…暗い表情で時計を見上げた後、……深いため息をひとつ。…教室を後にしようとした。

　その肩を、…つい、引きとめてしまう。

「…………………何ですの…？　…私、ちゃんと水やり当番もやりましたし、プリントだってちゃんと…、」

　……被害妄想に取り憑かれてしまった言葉が、痛々しい…。

　俺はみんなに聞こえるように言った。

「なぁ、みんな！　あのさ、…今日はその、久しぶりにやらないか？　部活！」

　沙都子が叔父の生活の面倒を見なくてはならなくなってから…部活はずっとお休みだった。……部活こそが、俺たちにとって、平穏な日常の証でもあるのだ。

　そんな部活でみんなで楽しく過ごすことで、…沙都子に、もう暗黒の日々が終わったのだということを悟らせてやりたかった。

「レナは…、…うん。いいよ。」

「……………みー。」

「…そりゃ、まぁ。私は構わないけど。…沙都子がいいならね。」

　沙都子がいいならという条件付き。…もっともな話だ。……沙都子は自分に全権を委ねられ、困ったような顔をしていた。

「なぁ沙都子、久々にどうだよ！　パーッとさ‼」

「…その、……お気持ちはうれしいでございますけど……、」

　叔父が、もう帰ってきてるかもしれないから。…口を開かずとも、陰った瞳がそう語っていた。

「沙都子もさ、連日、息が詰まるような生活をずーっと続けててさ、もう窒息寸前だろ？　そんなのは心にも体にも悪いだけだぜ！　やっぱり、たまにはパーーーーッと弾けなきゃなぁ‼」

「……………放っておいて下さいまし。…私だって、…そりゃ部活がまたやれたらと思っていますわよ…。」

　でも……。…と一言残し、俯いてしまう…。

「みんなで遊んだ方が楽しいのは沙都子だってよく知ってるだろ？　俺たちは仲間だぜ？　みんなで一緒に過ごすように出来てるんだよ！　沙都子だって昨日、みんなでお祭りで騒いで楽しかったろ？」

　……あ、…とレナが声をかけようとしたが、…ちょっと遅かった。

「……………圭一さん、……何を言ってますの…？」

　沙都子が、肩にかけた俺の腕を、重そうに抱え、…放り出す。

「………私がお祭りで楽しく、…いつ遊んだって言うんですの？　楽しく遊んだのは、…圭一さんだけじゃありませんの。」

「…………………え…………、」

　助けを求めるように、魅音たちの方を見る。……いつの間にかみんなは俯いていた。

　……直感する。……沙都子は、……お祭りには、行かなかったのだ。

　でも、…さっき、レナは言ったよな？　魅音と一緒に沙都子を誘いに家まで行ったって…。

「……………沙都子ちゃん、………途中で帰っちゃったの。…神社には、…行かなかった。」

「…ど、…どうして…！」

　沙都子が目の前にいるのに、…とんでもない話をしているのは、わかっていた。

「……叔父が家で待ってるのに、…ひとりだけ遊んでると悪いって言って。……神社の直前で。」

「私たちも、…引き止めたんだよ。今日は叔父さん公認だから、ちゃんと遊んでも怒られないんだよって…。」

　沙都子の瞳に…いつの間にか涙が溜まっていた。

　……沙都子は、………叔父が怖くて、……仲間たちとの時間にすら心を許すことができず……、……帰ってしまったのだ。………いや、…仲間たちと楽しい時間に心を許すだけのことすら、………怖かったのだ。

「……圭一さんはいいですわね…。みんなで楽しくお祭りの一夜を過ごせて。……聞けば、大たい層そう盛り上がって大活躍だったそうじゃないですの。…お羨ましいことですわ。」

　沙都子が自虐的に笑いながら、涙をぼろりと…こぼす。

「………私には、……養わなければならない叔父がいますの。圭一さんみたいに、……ご両親にのんびり養ってもらってる人とは……わけが違いますですのよ……！」

「……………沙都子………。」

「…楽しくお祭りが過ごせてよかったですわね…！　私の分まで楽しく過ごせて本当におよろしかったことですこと‼　私だって…部活がしたいですわ‼　みんなで楽しく大騒ぎして…楽しくて楽しくて…[image: !!!]　でも…今の私、……そんなの…、…そんなのッ‼」

　激情に涙を堪えきれなくなり…、…沙都子の頰を涙が何本も伝う。

　…これほどまでに辛い思いをしていても…、辛いという、一言を沙都子は決して吐かなかった。…その頑がん固こなまでの健気さが……悲しかった。

　でも、……沙都子がそんな思いをしなければならない日々はもう終わっているのだ。

　もう沙都子は…堪えなくていい、我慢しなくていい！　もう全部忘れて…楽しく笑ってもいいんだ…！

　それを直接伝えられないもどかしさが……とても悔しかった。

　だから……言った。…言うべきか否か、考える前に口から出た。

「…………帰って来ないんだろ？　………あいつは。」

　俺にとっては…深い意味を持つ言葉でも、…それが沙都子に伝わったかどうかはわからなかった。

「……帰ってこないって、…誰がですの…⁉」

「…昨夜は帰らなかったんだろ…？　……お前の叔父は。」

「何を言ってますの、圭一さんは…ッ‼」

　沙都子が…全身全霊を込めて…叫ぶ、

「あいつがいついなくなったって言うんですの⁉　いつ！　いつ[image: !!!]」

「……お、落ち着けよ…。だって…昨日、あいつは…帰ってこなかったろ…？」

「圭一さんが何を言っているのか…全然わかりませんでしてよッ⁉」

「さ、沙都子こそ…何を言ってんだよ…⁉　だって…あの男は…、」

　俺が殺した。昨日殺した。絶対に殺した。そして埋めた。まるごと埋めた。二度とあの家に戻るはずはないのだ。

「昨日だって…私にいっぱい意地悪して…‼　怒鳴って！　わめいて‼　当り散らして‼　作ったご飯を投げられた‼　お味み噌そ汁しるもひっくり返された‼　熱かった！　汚かった‼　そしてお掃除も私がした‼　私が‼　私がッ[image: !!!]　ふわあぁあぁあぁああぁああん…‼　わああぁあああぁあぁん‼」

　……え……………？　沙都子の話が…俺とつながらない。

「……あいつ……、……え、………いる………？」

「今朝だって……朝ご飯の時は起こせって言われたから起こしたのに…、…怒られた‼　起こさなかったらまた怒るのに、起こしても怒られた…‼　わああぁああぁあぁあああぁあぁあん‼」

「……沙都子…。」

　梨花ちゃんが沙都子に寄り添い、慰なぐさめの言葉を二言三言、かけていた。…だが、沙都子はそれを不機嫌そうに拒絶し、梨花ちゃんを突き飛ばす。

「…にーにー‼　にーにーー‼　早く帰って来てよぉおぉお……うわぁあああぁあぁあぁぁあんッ[image: !!!]」

　沙都子は泣きながら…ゆっくりと廊下へ出て行った。少し遅れて梨花ちゃんもそれを追いかけて行く…。

　俺は…沙都子が泣きながら言った、いくつかの言葉が耳から離れないでいた。

　…沙都子の叔父は、昨夜、葬ったはず。…でも沙都子はさっき、…今朝も…と言った。

　ありえない。昨夜、葬ったんだから…今朝、沙都子が叔父に会うなんてことは…ありえない…！

　……沙都子は……一体、………何を…………。

　その時、…魅音の冷たい声が響いた。

「…ねぇ圭ちゃん。…沙都子の叔父さんが帰ってこないって、…何？」

　ぎくり。

　…感情に任せて…余計なことを、…言い過ぎた。

「レナも聞いたよ。…沙都子ちゃんの叔父さんが、帰ってこないって言った。」

「どうして？　何で帰ってこないの…？」

「おかしいよねぇ。だって、今朝もちゃんと沙都子ちゃんの叔父さんは居るんだよ？　なのに何で帰ってこないなんて言うのかな？　かな…？」

「……圭ちゃん、言ってることがさっきから変～。」

　…突然、魅音とレナが…妙に薄気味悪い声で…奇怪なことをしゃべり出す。

　何なんだ…こいつら、…突然……？　何を……言い出すんだ……？

「…圭ちゃんは、…沙都子の叔父さんがいると、何か都合が悪いことでもあるわけぇ…？」

「お、……お前らこそ、…何を言ってるんだ…？　沙都子の叔父なんか居ない方がいいに…決まってるだろうが…！」

「うん。それはもちろん、居ない方がいいよね。よね。…あはははははは。」

　…何が何やら…わからない。……気付けば…魅音もレナも…いつの間にか、見たこともないような、どろりと濁った瞳をして…薄く笑っていた。…その瞳と目が合った途端に…教室の空気までもがどろりと澱よどむ…。

「沙都子の叔父は確かに嫌なヤツだよね。私も居なくなった方がいいヤツだと思うよー。でもさ、居るわけだし。仕方ないじゃない…？」

　仕方ない…って、……魅音？　お前、何を言ってるんだ…。…何かがおかしい、明らかにおかしい。…これは…一体、…何が………。少し遅れてから……ざらりとした、シャーベットの混じった血液が背筋を上りだす…。

「仕方ないって、…そりゃ…仕方ないけど……‼　でも…それじゃ沙都子が…！」

「仕方がなければ、……どうするのかな…？」

　…う……。…………レナが…その先を促うながそうとする。

　仕方がないから、沙都子の叔父を殺した。…殺したさ、沙都子を守るために。

「……………それは、……………………ん…………。」

「放っておきなよ。その内、解決しちゃうと思うしさ。」

「沙都子ちゃんが、叔父さんが居るって言ってるんだから、居る。ちゃんと昨日も居たし今朝も居る。そうならそうで、いいんじゃないかな。かな。」

　…魅音とレナが、信じられないくらいに突き放した言い方をした。

　……こんなことを…どう間違えば口走ってしまうんだ…？　魅音もレナも…沙都子が虐められていた日々を真剣に悩んできた仲間だぞ。…絶対に…こんなことを…口走るわけがない…‼　それに……、…沙都子の叔父は…確かに殺したんだ。沙都子が言おうとみんなが言おうと…生きていることはありえないし認められない。居るなんてことは、ありえない。

　………ありえない。…だけど、……沙都子本人が居ると言っている以上、…生きている。

　何が何やらわからず…呆然と立ち尽くす俺の両脇に、いつの間にか魅音とレナがいた。

「…帰ろうよ。圭ちゃん。」

「…帰ったらね、今日は久しぶりにレナ、宝探しに行くつもりなんだ。魅ぃちゃんも来るんだよ。」

「圭ちゃんも一緒に行こ。…もちろん拒否権は、…ないからね。」

　声で血を凍らせられるなら。……俺の血は今、間違いなく氷ひょう結けつしかかっていた。……薄はく氷ひょうの張る、…ぴしっという緊張した音が、全身の節々から聞こえる。

　そのまま俺は、…まるで連行されるみたいに、ぴったりと二人に寄り添われたまま、下校することになった…。

　二人はいつもの下校の時にするような、他愛のない話に花を咲かせていたが、……終しゅう始し俺に寄り添い、…まるで逃がさないかのようだった。

　………おかしい。

　…今日と言う日が、おかしい。

　いや、…おかしいと言うなら、昨夜からずっとおかしいのだ。

　そう、思い返せば……、沙都子の叔父を殺した直後から…もうおかしかったかもしれない。鷹野さんとの不気味な出会いは、…その始まりに過ぎなかった。

　狂った夜が、…まだ続いている。………そう。続いている。

「……何？　どうしたの圭ちゃん、急に立ち止まったりして…。」

「あ、……ごめん。…何でもないよ…。」

　立ち止まった時、………遠かったが、確かに聞こえた。……足音がひとつ、余計に聞こえた。…これこそが証拠。……狂った夜が、まだまだ続いている証拠…。




　魅音とはいつもの場所で別れ、…やがて俺の家の近くまでやって来た。

「…じゃあね、圭一くん。お家で待っててね。レナ、すぐに迎えに行くから。」

　ダム現場で宝探しという名の粗大ゴミ漁あさりに誘われていたっけ…。

　でも…なぜ急に。……魅音が付き合うというのも、なんだかおかしい。…魅音は宝探しをレナの趣味と認めながらも、ゴミを漁るという行為を嫌って、付き合ったことは一度もなかったはず。

　ダム現場という特殊なロケーションも…何だか気味が悪かった。

　生活の動線から完全に外れた場所にあるダムの工事現場は……、わざわざ行こうと思わなければ、基本的に誰も来ないへんぴな場所だ。……ひと気はなく、灯りもないから、夜は暗くなるのが早い。………そんな場所へ、強制的に俺を誘う。

　……レナたちを恐れなければならない理由は何もない。…それに断って波風を立てても、後々面倒なのでは…。……そう思えば、宝探しに付き合うのも悪いこととは思えない。

　…………だが、……狂った夜がまだ続いているのだ。

　さっきから本能が、頭の中の警鐘をガランガランとすごい音で鳴らしているじゃないか…。レナも魅音も、……おかしい。……警戒すべきだ、…と。…その警鐘のガランガランがあまりにうるさくて、俺の頭は今にも割れそうだった。

「……あ、…レナ。……俺、…実はちょっと、用事があるんだ。」

「用事？　何の。」

「な、…何のって、……用事だよ。用事。」

「用事なら、何で魅ぃちゃんがいる内に言ってくれなかったの？　魅ぃちゃんとはダム現場で待ち合わせって言って別れちゃった後なのに。」

　レナが笑顔ながらも…不快感をあらわにして言う。

「…ご、……ごめん。ちょっとその、……言い出すタイミングを逃しちゃって…。」

「本当に…？」

　…噓でしょ？　今とっさに思いついて言っただけの噓のくせに。…レナの目が、そう続ける。

「……あ、の、……俺、…頭が痛いんだ。風邪かもしれない。…だから病院に行って薬をもらって来たいんだよ。」

「本当に…？」

　……べ、…別に噓じゃない…。頭がちょっと痛いような気がするのは…噓じゃない。……レナが…いくら俺を凝ぎょう視ししたって…頭が本当に痛いか痛くないかなんて…わかるものか……。

「…………………………………なら、……仕方ないね。」

　しばらく俺の目を凝視した後、……俺を突き刺していた、針のような目線から解放してくれた。…全身の緊張が解け、膝を折りそうになる。

「…診療所に行くなら、早く行った方がいいと思うよ。あそこ、たまに早く閉まるから。」

「……ありがとう。…そうするよ。」

「必ず行くんだよ。病院。」

「…い、……行くよ…。」

「本当に行くんだよ。」

「……行く…。」

　レナは…病院に行くというのが誘いを断るための噓であると、とっくに見抜いているかのようだった。……レナの目の本気さを見ていると……あとで病院に電話して、ちゃんと行ったかどうか、確認さえするかもしれない…。

　……いい加減なことを言わない方がいい…。……元々、病院へ行くという噓は、レナたちの誘いを断れればよかっただけのこと。……本当に病院に行っても、…構わない。

「…あぁ…ちゃんと行くよ。……何なら明日、病院のレシートを持って行ってもいい…。」

「…あ、それいいね。必ずもらっておいてね。レナ、明日見るから。」

　…………ぞぅっとしたものが…改めて背中を上ってくる。

　……レナたちが……俺の動向を監視しているとしか…思えない。

　こんなのは普通じゃない。絶対に変だ。…やっぱり……狂っているんだ。

　俺は……平穏な日常に戻りたくて…あれだけのことをしたのだ。

　なのに、……これじゃあ…何が何やらわからない。…平穏どころか、……何かが狂ってしまった…おかしな世界になってしまっている。

　いつの間にか…『前原圭一』がもう一人いるし…、薄気味悪い足音は聞こえるし、…レナたちの様子は奇怪になって……。……そして何よりも、……あいつが生きている。

　………ここはどこだ。……鹿骨市雛見沢。…そんなことはわかってる。

　…ここは本当に俺の知っている雛見沢なのか。

「………おい、『前原圭一』…ここは、…どこなんだ。」

　玄関前で急激に後ろを振り返り……、今日一日、ずっとヒタヒタとついてきたそいつに言ってやった。……………もちろん、そこに誰がいるわけでもないのだが。

「…………………………………。」

　…『前原圭一』か。…俺は今、…後ろからずっと付いて来るそいつのことを、そう呼んでしまった。………俺にずっと付きまとって、…俺と入れ替わるタイミングを…ずっとうかがっているかのような、………影のような空気。

　足音がずっと付いてくるなんて、……これもありえないこと。……幽霊じゃあるまいし、…ありえてたまるものか。

　おかしいのは、俺の耳か頭か、雛見沢か。

　…目に映る光景が、俺のよく知る雛見沢とそっくりな分だけ気分が悪かった。




　結局、俺は本当に病院へ行くことにした。

　本当は表へなど出たくなかったのだが…、…ひょっとするとレナが、本当に俺が病院に行くか見張っているかもしれないという恐怖感の方が強かった。さっき、病院の領収書を見せるという約束もしてしまっている。

　でも……診療所に行く前に、…ひとつだけ確かめたいことがあった。

　それは、学校だ。

　忘れ物か何かを取りに戻ってきた…。そんな風を装いながら教室へ向かった。……一度疑ってしまうと、…常に誰かに見張られているような猜さい疑ぎ心しんに囚われてしまう。…ただ自分の教室へ行くだけなのに、…そんな風を装わねばならない自分の慎重さが、……とても嫌だった。

　こんな風にして学校に忍び込むのは、あの日で最後だと思っていた。なのに、また。……それは、あの日が未いまだ終わらず繰り返していることの証なのか。

　誰にも見られていないことを…慎重にもう一度確かめてから……、ロッカーへ向かう。…そう、悟史のロッカーだ。

　……このロッカーの中にあった悟史のバットで、俺は犯行を行なった。

　そして…そのバットはあの後、沼に投げ捨てた。

　だから、……このロッカーの中に、今バットはないはずなのだ。

　……だが、……だが、…もし。……このロッカーの中に、…バットが入っていたなら……？

　…それは理解を超えた…とても恐ろしい想像だったが…、…もしそうならそうで、…いろいろと説明のつくことも多い。

　……つまり…もしここにバットがあったなら、……昨日の出来事はつまり…、…全部俺の妄想、…幻まぼろし。

　俺は誰も殺していないし、…祭りにも行った。みんなで楽しく大騒ぎして過ごした。

　つまり…、『前原圭一』は…本当に俺だったという証拠になる。

　沙都子の叔父を殺したという強い思い込みがあるという証拠。……全ては俺自身の妄想だったという、証拠。

　…それで全部に説明がつく。…昨日は何もなかった。…俺は叔父殺しというショッキングな夢を見て、夢と現実の区別がつかなくなったただの狂人。…それで全部に、説明がつく。

　……バットがあったなら、……俺はその現実を受け入れることができるだろうか…。

　あったなら……全ては何も変わっていない。……あったなら、……ただ俺が…おかしくなっただけ………。

　覚悟を決め……ロッカーの扉を開ける。…ゆっくり開けるのがむしろ怖くて、一気にバン！　と、勢いよく開けた。

「……………………………………。」

　あの時と同じ、…汗とカビの、干からびた雑巾のような臭いがむわっとあふれ出てくる。……野球のユニフォームや…ノートなどの雑貨。…シューズの入った巾きん着ちゃく袋…。

　………バットは、…ない。……俺がバットを取り出した時そのまま。

　……間違いなく、昨日という日はあった。…俺の頭がおかしくなったわけではないことがわかり、胸を撫で下ろす。……だがそれは同時に…、俺が狂っていないなら……狂っているのは雛見沢の方だ…、というそれもまた受け入れがたい現実の証拠にもなった。

　…目に映る光景が、どこかノイズ混じりになって、色彩を微妙に失いかけている。

　………昨日の一夜から、一体何が変わってしまったのか。

　バットが無いことが確認できたなら…これ以上、ここにいる必要はない。………行くか？　本当に、…病院へ。

　病院へ行くのは初めてだが、学校からそう離れてはいないらしい。お袋に教えてもらった道も、太い通りだけを通るわかりやすいものだった。

　いつもの商店街を抜け、……曲がって……。入いり江え診療所と書かれた看板を見つけるのはそんなに難しくなかった。

　冷房の利いた待合室には、お年寄りが一人いるだけだった。

　受付に行って保険証を出し、初診であることを告げる。…受付の男性は時計をちらりと見てから、しばらく待つように言った。………もう五時近い。診療の時間はもうすぐ終わりということなんだろう。

　………誰からも隔かく離りされたこの見知らぬ待合室で…涼しい空気に身をさらしていると…、本当にほっとできた。

　先生に呼ばれたら、何て答えよう。…風邪です、と言ったところで、俺は健康そのもの。……むしろ見てもらいたいのは俺の頭の方だ。…俺が、本当に正常かどうか…誰かに認めて欲しかった…。

「前原圭一さーん。診察室へお入りください。」

　あれ？　診察室のカーテンの向こうから聞こえた声は…何だか聞き覚えのあるものだった。

「こんにちは。ここでお会いするのは初めてですね。」

「…監督！　……監督って、……お医者さんだったんですか…！」

　言われてみれば…、保健室で肩を診みてくれた時も妙に手馴れてたし…。…医者だということなら…何となく納得できる。そう言えば、学校の先生も監督のことを入江先生なんて呼んでたっけ…。

「一応、お医者さんなんかやっています。…お医者さんはいいですよーぅ。若いすべすべなお肌を見放題の触り放題～☆　怪しいお注射で奴ど隷れいにして、私だけの専属メイドに～～…☆」

「ありがとうございました。今のを見てただけで風邪が治りました。失礼します。ぺこり。」

「わったったった！　前原さん～！　冗談、冗談です！　さささ、座って診察させて下さい。聴ちょう診しん器きを当てますから、前原さんのすべすべのお胸を見せて下さい～。」

　なぜだか…とても安心した。……あの狂った夜以降、…全てが狂ってしまっていると思っていただけに、監督だけは何も変わらずにいてくれたことが、とてもうれしかった。

「うーん、風邪ではないようですね。…むしろ、全身の擦すり傷や切り傷の方が痛々しいくらいです。ひょっとして、半そで半ズボンで藪の中に入って遊びましたか？　切り傷からばい菌きんが入った可能性もないとは言えませんし…。」

　昨日の、あの男を追いかける時に、あちこちの梢こずえで体を引っ搔いた。その傷が、こんなにもあったとは…。

「昨日のお祭りではしゃぎ過ぎましたね。若いというのはいいことです。」

　………またしても、俺が祭りに出たことになっている。

「……監督も、……行ったんですよね？　…お祭り。」

「えぇ。もちろんですよ。私、こう見えても綿流しの実行委員会の役員ですからね。」

「……俺に、………会いましたか？」

　俺の知っている監督と変わらない監督だからこそ…、様子のおかしい仲間たちよりも信頼できると思い、…聞いてみる。

「実は私…、本部テントでずーっと会長さんたちとお酒を飲んでたんで…全然、お祭りは見て回ってないんですよ。前原さんには会ってないと思います。」

「………そうですか。」

「変わった質問をしましたね。アルコールの飲みすぎで昨夜の記憶がありませんか？　未成年なのに、いけない人ですねー。」

　監督はからからと笑う。……その笑い方にも、魅音たちにあったような不自然さはない。………監督は大丈夫だ。……俺の知っている世界の監督だ。この異常な世界の人間じゃない…。

「………あの、……こんな話、…きっと変だと思うんですけど…。笑わないで聞いてほしいんです。」

「えぇ、どうぞ。二次性せい徴ちょうに入ってのシャイな悩み、大いに歓迎ですよ～☆」

「………………俺と、……瓜うり二つな人間がいる、…なんて、…ありえますか？」

　監督はまったく予期しなかった問いに、しばし言葉を失っていた。

　それから…落ち着いた笑みを浮かべて静かに答えてくれた。

「迷めい信しんですが、…世界には自分とまったく同じ顔をした人があと二人いる、なんて話を聞いたことがありますね。…いるならぜひお会いしてみたいものですが。あと、おとぎ話にも自分の分身が登場する話がいろいろありますよ。ドイツのおとぎ話に出てくるドッペルのオバケなどは有名です。」

「ドッペルのオバケ？」

「えぇ。自分の姿に瓜二つなんだそうです。不幸の前触れなんだそうで、これに会ってしまうと近い内に死んでしまう…みたいな話らしいですよ。」

　…出会うと、……近い内に、死んでしまう。……あまりに直接的な死という結末に、……背筋が痺しびれる。……監督が、怖がらせようとして言ってるのでなく、あくまでも小話として気さくに話しているのが一層、真実味を増して感じられた。

「……そのオバケが、…雛見沢に出る、…なんて話はありますか？」

「ええ⁉　………あっはっはっはっはっは！　さぁて、どうでしょう。はっはっはっは！」

　監督は自分がからかわれたものだと思ったらしく、大おお仰ぎょうに笑って見せた。

　だけど…、俺がつられて笑わなかったので、次第にその笑いは小さくなっていった。

「………すみません、…その、…ちょっと真面目な話のつもりだったんで。」

「…いえ、…こっちこそ笑ってすみませんでした。……何か気になることでもおありですか？」

　………言っていいのか、…最後にもう一度覚悟を決めてから…ゆっくりと口を開いた。

「……俺、……昨日はお祭りに行っていないんです。」

「そうでしたか。……お祭りは来年もあります。その時、また、」

「そうじゃなくてッ[image: !!!]　…………俺は祭りに行っていないのに、……みんなが言うには…俺は祭りに居たらしいんですよ。…こんなことって…あるんですか⁉」

　監督は目を白黒させた後、…俺が何を言おうとしているのか、真剣に考え出す。…そして、慎重に言葉を選ぶように答えた。

「……お話を整理しますね。…つまり、前原さんは綿流しのお祭りに行ったけど、その記憶がない…ということですか？」

　…俺の言いたい意味とは全然違うが、…正常な神経を持つ人なら、そう考えるのも無理ないことだった。……あの晩、『前原圭一』は実際に祭りにいて、俺は行っていないと主張するなら、……俺に、祭りに行った記憶が欠落していると考えるのは当然だ。

　……だが、…それは絶対にありえない。…あの土砂降りの中での鮮せん烈れつな出来事が幻であることは絶対にない。

　全身のこの擦り傷がその証拠だし、ロッカーにバットがなかったのだってその証拠だ。

「…いえ、……違うんです監督。…俺は本当に祭りに行っていないんです。」

「気を悪くしないで下さいよ前原さん。…前原さんにはこれまでに、気付いたら見知らぬ場所に居たとか、そういう記憶の欠落を経験されたことがありますか？」

「ないです。それに、記憶を失ったとかそういうのじゃない。…だって、その祭りの時間には…別の用事を確かにやっていましたから。寝てて意識がなかったとか、そういうのじゃありません。」

「……その用事は間違いなく？　…大変失礼ですが……、何かの思い込みでなく？」

「間違いありません。完全にはっきりとした記憶、…いや、事実です。」

「…お祭りの時間に、神社にいなくて、よそで別の用事をしていた。…それをはっきりした形で証明できますか？」

「…………………ぅ……。」

　そうなのだ。……突き詰めていけば…ここに帰結するのだ。

　俺が昨日、祭り会場にいなかったことを証明する唯一の方法。……それは…自分が間違いなく、叔父を殺害したことを立証することなのだ。

　俺が答えに窮きゅうしているのを見、…監督の瞳に、少し冷たいものが映った。……無理もない。…監督にはどう見たって…、…俺が世よ迷まい言ごとを口にする頭の変なヤツにしか見えないのだ。

「…………少し、横になりましょうか。心を落ち着けて楽にしましょう。」

「別に横になりに来たわけじゃありません。遠慮します。」

「…少し神経に昂たかぶりがあるようです。鎮静剤を注射して、少し目を瞑つむってみませんか？　それで、」

「俺は異常者じゃないッ[image: !!!]」

　監督が半ば俺を異常者扱いしていることに気付き、声を荒らげてしまう。

「…………気に障さわったなら謝ります。ですからどうか、…落ち着いて…。」

「俺は絶対に祭りにはいっていない！　それは本当に間違いないんです‼」

「……わかってます。わかってますから、どうか落ち着いて深呼吸を…、」

「あんたは全然わかっていないッ[image: !!!]」

　監督は度ど肝ぎもを抜かれ…啞あ然ぜんとしていた。

「わかっていますよ、前原さん。あなたは昨日はお祭りに来なかった。…そうですよね？　私は信じます。信じますよ…。」

　監督がカルテにさらさらっと何かを小さく書く。……医者がカルテに書くのはドイツ語だ。…患者に意味をわからせないために。……だが、そこに何と書いたのか、何となく察しは付いていた。

「あの時間に何をしていたか、全部話さないと信じませんか。」

「…………いいえ、信じますから。どうか座って下さい…。」

　座る前に…頭を少し後ろに反らす。……頭の中の血が…すーっと抜けて、…静かになる。……ひとつ深く息を吐き出し、…自分が冷静になったことを確認する。

「……俺が祭りの会場にいることはありえない。…なぜなら、…その時間に俺は、……………。」

　…言うべきか言わざるべきか…。…だが、…俺はこれ以上、…こんな気持ち悪いまま過ごしていたくない……。…そして、……致命的な最後の一言を…吐き出す。

「…沙都子の叔父を、…殺していたからです。」




　室内にコンクリートの匂いがする…殺さつ伐ばつとした時間が訪れた。身動きする者はいない。…時計の針の音だけが、時間が止まっていないことを教えてくれた。

　ぽかん…と口を開けたまま…、監督はしばらくの間、瞬きをすることすら忘れているようだった。

「…あなたが……沙都子ちゃんの、……叔父さんを………？」

　………あぁ。…もういいだろ、前原圭一。…躊躇するな。…力強く、…認めろ！

「……はい。俺が、…昨日の夜。殺しました。」

「…………………………………。」

　俺はよどみなく、…はっきりとした口調でそう言った。

　監督の頭が真っ白になっているのが、よくわかる…。

「……どうして…そんなことを…。……いえ！　………それは、…愚ぐ問もんですね…。」

「沙都子を救う、もっとも直接的な方法だと考えるに至り実行しました。後悔はわずかもありません。」

「……………そう…ですか。…………ふふ、……………。」

　監督は薄っすらと笑いながら…、小さく頷いた。

「…だから俺は、祭りの会場にいるわけがないんです。」

　俺は明るい内から外へ出ていた。そして、穴を掘ったり電話をしたり…忙しく動き回っていた。…そして、あの男を襲い、…殺し、…埋めた。土砂降りはその頃降ってきた。

　祭りは夕方から始まり、土砂降りで中止となった。…俺の記憶に欠落はない。夕方から土砂降りになるまで、俺には〝祭り会場に行くような時間はありえない〟。

「………その体中の傷は、…その時に…？」

「そうです。沙都子の家を少し行ったところに、林道がありますよね？　あそこで襲い、…逃げるあいつを追い、…町に至る一本道で殺すに至りました。」

「…………それは、……本当に……？」

　その叔父殺しは妄想か幻では？　監督がそれを疑っているのはわかる。…だから俺は、興奮しないように感情を抑えながら、ゆっくりと告げた。

「本当です。悟史のバットで殴り殺しました。そのバットは、あいつが乗ってきたバイクと一緒に沼に捨てました。死体は、殺した場所に穴を掘り埋めました。…全て、自分がひとりでやりました。」

「沙都子ちゃんの叔父は、バイクで通りかかったんですね…？　ではあなたは…それを期待して延々と待ち伏せを…？」

「あいつが家から出ないことは想定していました。…だから、電話で適当な噓をしゃべって、あいつが出掛けるように仕向けました。」

「電話で呼び出した？　でもあなたの家と沙都子ちゃんの家は離れています。電話をしてからではとても待ち伏せに間に合わないのでは？」

「襲撃予定場所からもっとも近い電話として、学校の電話を使いました。」

「でも前原さん。当日は日曜日です。学校には施錠がされていて入れないのでは？」

「偶然、その時、営林署の人が中に出入りしたんです。その隙すきに入りました。」

　……その後も監督は、いくつか事件についての質問を繰り返した。俺の発言に矛盾がないかを、重箱の隅をつつくように…丹念に探した。

　そして、監督の思いつく限りの全てを尋ねきると、……ようやく監督は全てを理解し、信じた。

「………………………………………信じましょう。…あなたが昨日したことは、…夢とは思えない。」

　実際に、それを行なった者しか説明できないような細やかな情景まで、俺は説明することができた。……当然だ。…俺が昨日やったことなのだから。白昼夢や妄想、ご都つ合ごう主義などでは、断じてないのだ。

「……これでもまだ、…俺が記憶をなくして、祭り会場に行ったと思いますか…？」

「………………いいえ。」

　監督はゆっくりと首を振った。

「………でも、クラスのみんなが、…昨日、確かに俺が祭りに居たと言います。そんなことが…ありえるでしょうか。」

「あるわけがない…。…きっと、クラスの皆さんはあなたによく似た誰かとあなたを見間違えたのでしょう。それに集団心理が働いて、皆さんはあなたがお祭りにいたと錯覚してしまっているに違いありません。」

　………そんなもので説明がつくだろうか。…見間違いのわけはない。魅音たちは、『前原圭一』と一緒に遊んだと言っているのだ。見間違えるのとは、訳が違う。

　だが…、これ以上は何を言っても…監督を混乱させてしまうだけだ……。

　監督がぼそりと、呟くように言った。

「…罪の意識は、…あるんですか？」

　責めるような言い方ではなかった。…それに、責めるような言い方であっても俺はきっぱりとこう言うのだ。

「ありません。…あいつのいなかった平穏な時間を取り戻すために行ないました。だから、俺はあいつを殺したことなんかさっさと忘れて、これまで通りに生活するつもりです。あいつが現れる前、沙都子がいつも見せてくれたあの笑顔が戻った時、…ようやく全ては終わります。」

「………………………犯行を誰かに目撃されたということは…？」

「ないと思います。…目撃されてれば、もうとっくに逮捕されてるでしょうから。」

「……………私は医者です。人の命を救う職にあります。…だから私から、人間の命を奪うことを肯こう定ていする旨の発言はできません。………だから、私はあなたにこう言います。」

　監督は…すっと立ち上がると、…俺の肩に手をかけた。

「…沙都子ちゃんを、………救ってくれて、ありがとう。」

　…監督の目に…熱い涙がじわっと浮いていた。……それを見て、……俺にも…熱いものが込み上げてきてしまう………。

「…………ぅぅ………………ぅ……………！」

　何の為に流した涙なのか…わからなかった。……男が二人して、…しばらくの間、涙を堪え合った………。

「………でも、……おかしいんです。」

「おかしいとは…？」

「確かに殺したはずなのに、………あの男は、……生きて家に帰ったらしいんです。」

　監督の顔が急に険しくなる。

「……状況にもよりますが、気絶や仮か死し状態など、素しろ人うとが見ると死んだようにしか見えない状態もいくつかあります。その可能性は？」

「脈を取ったわけではありませんが…、確実に仕し留とめたと思います。」

「……前原さんが襲った時の状況を再現してもらってもいいですか？」

　監督は近くにあった健康週間のポスターを丸め、バットの代わりとして俺に渡した。

　…あの夜、獣の感情に身を委ねていたとは言え、俺は振り下ろしたバットの回数も角度も力の加減も、全てつぶさに覚えていた。

　それをひとつひとつ、監督をあの男に見立てて、再現していく…。

「そして、あいつが足を取られてよろめいた時、…脳天にこう、叩きつけました。その時、これまでとは違った手応えがありました。…頭蓋骨が割れたんだ、と思いました。」

　……監督は打撃部位と、状況から、あの男がどういう状態だったのかを冷静に分析しようとしていた。

「そして、死んだかどうか自信が持てなかったので、倒れた後も何度か殴りつけました。」

「その時の反応は？」

「初めは殴るたびに体が跳ねるような感じがありましたが、やがてそれもなくなり、何の反応もなくなりました。」

「………………………んん…。」

　監督は腕組みをしながら何度も唸る。……そして、言った。

「………死んでいます。ほぼ間違いなく。」

「それは仮死状態ではなく…？」

「…前原さんの話からだけではなかなか判断が付きませんが、ほぼ確実だと思います。……それに前原さんは、死体を泥の中に埋め、結構な時間をかけて埋めていますよね？　仮に、三十分で埋めたとして。…その男は三十分間も泥水に沈められていたことになります。…それだけの時間、呼吸が止められたら確実に脳死します。」

「……殴った強さ以前に、埋める過程で確実に絶命したと…？」

「そういうことです。三十分間、泥に埋められていて生きていられる人などありえません。」

　どれだけの時間を掛けて埋めたかはっきりとは覚えてない。でも、かなり悪戦苦闘しながらだったと思う。しかしそれでも十分以上は絶対に掛けたと思う。…十分も息を止めているなんて、普通の人間にできることじゃないはず。

「……………ありえない、…ですよね。でも！　沙都子は…生きてると…‼」

　医者である監督が、絶対に死んだはず…と太たい鼓こ判ばんを押すからこそ…。…あの男がまだ生きているという理り不ふ尽じんが納得できない…。

「…前原さん。……これは…とても恐ろしい想像なのですが。……前原さんが殺した相手が…叔父でなく、別人である可能性は…？」

「………えッ⁉」

　…確かに……その推理は……、確かに殺した、だけど生きているという矛盾を埋めうるものだった。

「そんなはずはない…‼　だってほら、監督と一緒に沙都子の家の前で酒瓶の袋を運んだ時、窓から顔を出した男がいたじゃないですか！　あいつですよね⁉　沙都子の叔父は！」

「…………えぇ。間違いありませんよ。あの男です。」

「…実はもうひとり叔父がいる、なんてことは⁉」

「聞いたことがありません。あの男だけです。」

「あいつの特徴を…教えてもらえますか？」

「…えぇと…、まず身長がですね。…百七十五…もう少しあるかもしれません。」

　他人を殺したという、最悪の可能性を否定するために、俺は監督の知る叔父の特徴と俺の殺したあの男の特徴を徹底的に比べてみた。

　だが…、いくら比べても、特徴にすれ違いはない。…監督の言う、叔父の特徴はまちがいなく俺の殺した男と一致する。

　だが、それらの特徴は非常に曖昧で、…ひと目で識別できるほどの絶対的なものではなかった。

「…もっとこう…絶対にあいつだと識別できる特徴はありませんか？」

「………そう言えば…、私は見たことありませんが…。沙都子ちゃんが昔、背中に虎とらだか何だかの刺いれ青ずみがある…なんて言っていたような気がします。」

「刺青……ッ⁉」

　…これは……とても重要だ。…刺青なんて誰でも入れてるもんじゃない。……あの男の死体の背中に虎の刺青があるのを見つけられれば…確かにヤツを殺したという証拠になる。

　この時、…実はこの事実を確かめるのにもうひとつの方法があった。

　それは…沙都子の家へ行き、…死んだはずなのに帰ってきている叔父本人と直接面会する方法だった。………だが、……それは、もう一度死体を掘り返し、その背中を見ることよりもはるかに恐ろしいことだった…。

　刺青など見るまでもなく、……俺が殺したのは間違いなく、あの、沙都子の叔父なのだ。…確かに頭を叩き割って殺した。…にもかかわらず、…帰ってきている。

　……沙都子の叔父を殺した事実には一片の曇りも、また誤解もない。なのに…。

　ありえないはずの、存在。……それはどこか、ありえないはずなのに、祭り会場にいた『前原圭一』に似ていた。

　…そのささやかな共通が、…狂った雛見沢を包む異様な力をおぼろげに感じさせる…。

「……………一体、…どういうことなのでしょう。…前原さんはお祭りには行かず、沙都子ちゃんの叔父さんを殺していたにもかかわらず。……お祭りにはあなたがいて、そして殺したはずの叔父さんも生きている……。」

「………何が何だか、…さっぱりわからないです。……そうやって整理して言うと、…まるで俺が悪い夢を見ていて、……実は殺人なんて存在しなかったんではないかと思えてしまう。……でも、…事実なんです。この手で、バットで、ガツンガツンと殴ったあの感触は…絶対に夢や幻なんかじゃないんです…！」

　監督は、ふー…っと深く息を吐き出すと、時計を見てから立ち上がった。

「…ちょっとこの話、…もう少し真剣にやりましょう。ちょっと失礼して、紅茶でも淹れてきてあげます。……診療所も終わりの時間ですからね。事務の方とかも帰してあげないと。」

　監督は立ち上がり、廊下へ出て行った。…俺だけが残される。時計は、もうすぐ六時を指そうとしていた。

　………祭り会場に俺が居て、…殺したはずの叔父が生きていて。

　本当に…俺は…昨日、殺人を犯したのだろうか…？

　ロッカーにバットがなかったという、その事実だけが、…昨日の殺人の存在をか弱く教えてくれていた…。

　…それにしても、………監督が、こんな突拍子もない話をちゃんと聞いてくれてよかった。

　殺人の告白をしたのだ。……普通なら、驚き後退る。…でも監督は逃げず、俺と一緒に涙を流してくれた。…うれしかった。

　……緊張が、ふーっと解けてくると、さっきまでは全然気にならなかった尿意を催してきた。…監督が用で席を外している間に、お手洗いを借りるとしよう。

　確か、待合室の向こうにお手洗いがあったはず…。

　診療室から出ようとした時、…向こうの廊下の陰にいる監督と二人ほどの白衣を着た男の先生の姿が見えた。

　…別に会話の内容に耳を傾かたむける気はなかったが、…その不穏な内容に気付き、ぎょっとする。……壁に身を隠し……様子をそっとうかがった…。

　監督が二人の先生に何か指示をしているようだった。

「紅茶ですね。用意します。」

「味はミルクと砂糖で誤魔化してください。薬は少し濃い目にお願いします。」

「急激な眠気に、不信感を爆発させて錯乱する可能性もありますが…？」

「その場合は取り押さえましょう。男性スタッフはまだ何人か残ってますか？」

「山やま狗いぬが一人。それに私たちを含めて三人です。」




　……何の、……話だ……⁉

　俺は…今、監督に言われるまでもなく、神経が高ぶっていると思う。…だから…何気ない会話が…とてつもない会話に聞こえてしまうのか⁉

　監督は紅茶を持って来ると言って席を外した。そして、……その物陰で、紅茶に何か眠り薬のようなものを混ぜるよう、指示している⁇　しかも……俺がその結果の急激な眠気を不審に思い、暴れ出した時のために…男手を集めている⁉

　……おいおい前原圭一…‼　落ち着け落ち着け…‼　こんな馬鹿なことが…あってたまるか‼　たった今まで、…監督は俺の話に…素直に耳を傾けて…、共に涙を分かち合ってくれたんだぞ⁉　そんな…この雛見沢での唯一の理解者だと思ってた…監督が…？　こんな…馬鹿な……こんな、……馬鹿な…‼

「作り話か虚きょ言げんの兆ちょう候こうがあり、特に昨日の記憶が完全に混乱。虚実の区別の喪失。多重人格等の精神障害に酷こく似じしています。……でも、こんな急激な精神障害の発症は…普通では考えられません…。あるいは、先天的もしくは引越し前からそういう兆候があったのか。…引越し前に精神科に通院歴がないか調べたいところです。………とにかく前原さんには穏便にお休みいただきます。」

　二人の医師が大きく頷く。

　……俺の、まだ濡れた瞳から…再び、…涙がこぼれた。

　なんて………ひどい………！　俺のことを…真剣に…理解し、話を聞いてくれていたと…本当に思っていたのに……！　なのに…壁を一枚隔へだてただけで…俺のことを……頭がおかしいかのように…、ああもずけずけと…‼

　信じてた……信じてた‼　あの狂った夜以降、…唯一の味方だと思って……心を許そうとしたのに……‼

　噓だったのか⁉　さっき…沙都子のためにありがとうと言ったのは…、俺を刺激しないため、話を合わせるためだけに言った…虚言だったのか⁉　……ぅうううぅううぅうぅう…ッ[image: !!!]

　ぼろぼろと…悔しさで…涙がこぼれる………！

　…馬鹿だった…！　馬鹿だった…‼　あんなヤツ信用して…馬鹿だった…‼

　そこへバタバタと足音。…ノーネクタイでワイシャツの男が駆けて来た。

「入江先生…！　大変です…‼　鷹野さんが…見つかりました！」

「鷹野さんが？　一体どこに…。」

「そ、…それが……！　岐ぎ阜ふの山中で焼死体で発見されたらしく…、」

「死んだ⁉　鷹野さんが…ですか‼」

　男たちが驚きょう愕がくし、互いの顔を見合わせている。

　……死んだ…？　鷹野さんが……？

　…………おいおい、……じゃあ何だよ、…昨夜、あれだけ死んでしまえと願った俺の呪いは、ちゃんと叶ったわけかよ…！

「焼死とは一体どういうことですか。それは事故ですか？」

「…岐阜県警の発表では、他殺の可能性が極めて高いと…。」

　……くっくっく、…あっはっはっは…。…俺は涙をこぼしながら、…声を殺して、笑った。

　…ざまぁみろ……ざまぁみろ…！　あの女にさえ出くわさなければ俺の殺人は完璧だった。にもかかわらずのこのこと現れて、…俺を威い圧あつするかのように振舞いやがった。……あの場で殺し損ねたことを後悔もしたが……、こうして、あいつは死んだ。死ねと願った俺の呪いが成じょう就じゅされたのだ…‼　ざまぁみろ…！　ざまぁみろ‼

「…リサさんが死に、鷹野さんが死に。…一体、雛見沢には何が起こっているというんですか…。…まさか、…これが今年のオヤシロさまの祟りだ、なんて言うんじゃないでしょうね…！」

　監督が、祟りなんて実在してたまるか…‼　と誰にともなく凄むが、誰も相槌は打てず俯くだけだった…。

　くっくっくっく…‼　そうさ、オヤシロさまじゃないかもしれないが、これは間違いなく祟りさ、呪いさ…！　俺が死ねと願った。だから死んだ‼　……もしこれが、偶然の一致でなく、…俺が望んだから死んだのなら。……次はお前が死ね、監督ッ‼

　お前は…俺を裏切った。上辺だけは俺に合わせておきながら、心の奥底では異常者扱いしていたのだ…‼　俺のことを憐あわれむような目で見て、……見下したッ‼

「では、取り敢えず紅茶の準備を。…紅茶は私が持って入ります。私以外には彼は心を許さないようですからね。」

　くそ…くそ…くそッ[image: !!!]　どうする！　どうする前原圭一‼

　今度はそこへ看護婦の声が響いてきた。

「入江先生～。あーいらっしゃいましたか。お電話です。」

「今、ちょっと忙しいので後で掛け直すと伝えてください。…誰からです？」

「興宮警察署の大石さまです。」

「あ、………ちゃー…悪いタイミングですね。………出ます出ます…。」

　監督は電話に出るためにその場を去って行った。他の男たちも、監督に命じられた紅茶の準備をするために湯沸し室へ向かって行った。

　…監督に電話が入ってくれたお陰で、幸運にも、俺に行動を起こせるタイムラグが発生した。

　今、ここで何かの行動を決断しなければ……、俺は睡眠薬入りの紅茶を飲まされるか…取り押さえられて精神病院に放り込まれるかのどっちかだ‼

　ここで乱闘をしても何の得にもならない。…人数も相手の方が多いし、みんな俺よりも大おお柄がらだ。取っ組み合いになったら万に一つの勝ち目もない。

　…戦って勝てないなら…残る手はただひとつ。逃げること…。

　脳内に急激にアドレナリンが充満し、体が…あの夜のように鋭利に動くようになる。体表面の温度が急激に冷却され、全細胞への伝達経路が拡幅する。

　三六〇度の視覚情報から撤退経路を検索。……後方の窓ガラスは開く。窓の外は駐車場。駐車場は無人。…その少し先には俺が乗ってきた自転車がある。…そこからの逃亡が最短と判断。

　気取られないよう、気配を殺しながら、でも迅速に窓に近付く。あの夜、叔父を追った時のような、影のような音無き素早さで。

　…カギを開け、窓を開けた。……そこからは夕方独特の涼しい風が入ってくる…。

　顔を出し、改めて駐車場を見渡す。……人影はない。躊躇の必要なし。

　そっと表に這い出し、窓を元のように閉める。……息を殺し、耳を澄ませる。…俺が逃げ出したことに誰も気づいた様子はない……。

　周りを見渡す。そして、…自分の自転車に飛び乗り、……あとは全速力だった。

　ガチャガチャとペダルを踏み込む。俺の自転車はこんなにも軋きしんでいたっけ？　こんなにもペダルを踏み込むたびに鳴いたっけ？　……泣いているのは自転車だけでなく、俺自身もだった。

　風に切られ、…涙が、ぽろぽろとこぼれる。風に乗ってぱらぱらと後ろへ散る。

　ぅうううぅぅうう…ッ‼　………悔しい…、悔しい…‼　俺がおかしいんじゃない…、おかしいのは雛見沢の方なんだ…‼　それを…よくも異常者扱いしてくれたな…‼　死ね！　死ね‼　お前なんか死んでしまえー[image: !!!]　信じていたのに、信じていたのに…ッ[image: !!!]　うわあああぁああぁぁああぁぁぁああぁあッ‼




　レナたちの誘いを断るために行ったはずの病院だったが…、…待ち受けていた現実は…あまりに残酷だった。

　…狂っているのは、俺か雛見沢か。それとも…何なのか。

　息が、切れそうになる。…もう…何が何だか…わからなかった。

　カナカナと合唱するうるさいひぐらしたち。……あぁ、…俺の知っている雛見沢のひぐらしもこういう風に鳴いただろうか…？　どこか違う。ここのひぐらしは鳴いてるんじゃない。…泣いてるんだ。

　何かの拍子に、……裏側の世界に迷いこみ、…元の陽の当たる世界に帰ることもかなわなくなった者たちの、…悲痛な叫び。

　俺は……こんな世界に来たくて…あれだけのことをしたんじゃない…‼

　本当なら…きっと、…今頃、…みんなで楽しく過ごせていたかもしれない…‼　叔父がもう二度と帰って来ないことを悟った沙都子が笑顔を取り戻し…久しぶりの部活に、あの飛び切りの笑顔を見せてくれていたかもしれないのだ。そんな世界が…俺の望みだったのに…！

　それが……どうして⁉　どうして…こんな…不気味で奇妙な世界に⁉

　殺したはずの人間が当り前のように生活し、…いないはずの俺が当り前のように祭りで遊びまわる。……こんな異常な世界、……絶対に嫌だ[image: !!!]　いつから狂ったんだ⁉　いつから！　いつから[image: !!!]

　いくら考えても……それは絶対にわからなかった。




　自転車をすっ飛ばし……、家の前まで戻ってきた。

　途中から雨が降り出し、昨日に引き続き俺をびしょ濡れにした。…だが、そんなことは大して気にならなかった。

　……唯一信頼していた監督の非情な仕打ちによる心の痛みの方が、…ずっと勝っていた。

　もう、この雛見沢に俺の味方はいないのだろうか…。せめて…両親だけは味方であってほしいという甘え心が、玄関へ足を運ぼうとする…。

　待て…圭一。……もうじき暗くなるが、……調べておきたいことが、あるだろ…。

　そう。……あの男の死体を掘り出し、……背中を…見ておきたい。虎の刺青があれば、それは間違いなく沙都子の叔父なのだ。……それを確認しない限り、…俺の長い夜は…終わらない…。

　この狂った世界が、…全て俺への代だい償しょう、天てん罰ばつなら。……その代償に見合うだけのことを俺が本当に成し遂げたのかどうか、…確かめなければならない。

　物置から…再びあのシャベルを取り出す。……雨で洗ったとは言え、塗と装そうがあちこち剝がれたその姿は醜い。……もう一生触れたくないと思っていたのに。

　その手触りは、あの夜とはまったく違い、…冷酷な冷たさを宿らせていた。

　…そうだ。…もうじき暗くなるから…あのランタンもいる……。

　あそこは街路灯の灯りが少しは届くとは言え…、とても暗くなってしまう場所。

「……………………………………あ、」

　ランタンが置いてあるはずの場所に、何も置かれていないことを確認した時。…電気的に思い出す。

　………そうだ。…あの夜、…俺はランタンを持ち帰っていない。あの死体を埋めた場所に置き去りだ。

　…急いで取りに行かなければ暗くなってしまう。そうしたら、死体を埋めた場所は疎おろか、ランタン自体も見つけられなくなってしまう。そうなったら…お手上げだ。

「………急ごう。」

　自転車の前カゴにシャベルを積むためには、シャベルをねじって分解しなくてはならない。

　だが、……接合部に土が詰まってしまったらしく、どう頑張っても…分解できそうにない。

　…しばらく奮闘し、分解できないことを悟ると、……俺はそれを片手で持って、片手運転で自転車に乗ることにする。

　全身を濡らす土砂降りに、…片手に持ったシャベル。そして片手運転の自転車。

　………まるで、……あの夜に、もう一度戻ったかのようだった。……いや、戻ったんじゃない。……あの夜が、…まだ続いているのだ。

　叩きつける雨粒の痛さは、……あの夜と何も変わらない。変わったのは、…………雛見沢。…この世界だけだ。




　ただでさえ雨雲で暗く、さらに時間的にも陽は落ちようとしている。どんどん暗くなっていくのが、目に見えてわかった。

　町へつながる一本道。……その、途中。…………確か、……死体を埋めたのは……。………そうだ。……あの街路灯の近くだ……。あの夜も、…土砂降りで街路灯の笠から滝のように水をこぼしていた…。

　あの夜とまったく同じ土砂降りの光景が、皮肉にも容易に記憶を蘇らせる。

　自転車を草むらに乗り捨て、すでに泥だらけとなった森の中に踏み入った。

　……どこに、……埋めただろう。……思い出せ…。

　暗さも、影も、水も、泥も。…あの時のままなのだ。…思い出せ………！

　その時、…苔むした倒木の脇に置いたランタンを見つけた。…そうだ、ここに置いておいたのだった。

　ここにランタンを置いたなら……確か、……埋めたのは……この辺りだ。

　視覚よりも、ぬかるみに立つ足の感触の方が、よく場所を覚えているようだった。

　シャベルをざくっと地面に突き刺す。……ん、…硬い。…ここじゃない。………一度掘って埋めた場所なんだから、もっと軟らかい手応えのはずだ。

　いろいろな場所にシャベルを突き立て、…いろいろと手応えを探ってみた…。

　その内、……………ぐぐーっと、…明らかに深い手応えの箇所を見つける。…ランタンの場所や、覚えている木などの位置関係を思い出し……ここに間違いないことを確信する…。

　………この下に、………あの男の死体が眠っている。

　その背中には……間違いなく、虎の刺青があるはずなのだ。……だが、…もしも、刺青がなかったなら。

　……俺は、…とんでもない思い違いをして、……無関係な人間を殺してしまったことになる。……無関係な人を巻き込んでしまったことを後悔するよりも、……沙都子の叔父を殺せていなかったという事実に、…俺は呆然とするだろう…。

　この狂った世界が、俺が犯した人殺しという罪に対する罰ならば。……俺は沙都子の叔父を殺せていない限り受け入れることなどできない。

　その時は……俺は何も恐れずに…もう一度、沙都子の叔父を襲う。…そして今度こそ確実に……殺す。

　だが、もし…………刺青があったなら？　…………俺は確かに沙都子の叔父を殺せていることになるのだ。

　だが…それはひどく滑稽なことだった。…間違いなく殺せているなら、…沙都子の家に今この瞬間にいるという『叔父』は何者…？

　……………ありえない。

　…もうこの、ありえないという言葉を何に対して使っているのか、自分でもよくわからなくなっていた。俺は今日、幾度このありえないという言葉を使ってきただろう。……もし、ありえないという言葉がたった一度しか許されないなら、…俺は何に対してありえないと言う…？　………そんなのは決まっていた。

「……こんなおかしな世界が……ありえてたまるかよ……ッ‼」

　そう叫んで、後ろを振り返る。…もちろんそこには誰もいない。

　……もう、気にしないようにしているが、………足音は今日一日、ずっと付いてきていた。さっきだって、俺よりひとつ余計に足音を、ぱしゃっと鳴らしてみせた。

　現にいないし、気配だってない。…だけど、…そこにはいるのだ。

「……………あんたは誰だ。……俺がこっちの世界に来てから、ずっと付いてくるな。」

　そうだ。思い返せば、……この足音を初めて聞いたのが、鷹野さんと別れたあの夜の最後。………この足音こそが、…この裏返った奇妙な世界の、出迎えだったのだ。

「……………………………………………。」

　いないものはいない。返事などあるわけもない。………そいつはただ、そこでじっと俺を見ているだけなのだ。………不気味ではなかったが、不快だった。

　……そうしてしばらく虚こ空くうを睨みつけ、全身に雨を浴びている内に、理不尽な怒りは醒めていった…。

　緊張が解け…疲労感が首をもたげようとしている。……この感覚はあの夜にも味わった。…脳内の緊張物質が分解する時にできる急激な疲労感。視力が急激に低下し、辺りが急激に暗くなって行くかのような錯覚を味わう。……この感覚に身を任せてしまうと…まずい。

　わずかに残った脳内の起爆剤にもう一度火を付け、全身を鞭打つ。

　体力を使いきってしまう前に…あの男を掘り返さなくては。……背中の刺青を確認しなくては…………。

　いつの間にか荒くなっていた呼吸をぐっと飲み込み、落ち着ける。……そして、軟らかな泥だらけの地面に、再びシャベルを突き立てた。

　あの夜と何もかわらない手応え。……この、砂浜に穴を掘り、波の度に水に埋まってしまうような感覚。………今日は何日だろう。綿流しの当日の夜に…逆戻りしているのではないか…。

　……奇怪な考えが次々に浮かんでは、俺を苛んだ。…疲労感をもってしても、それらはねじ伏せられそうにはなかった。

　多少は穴が深くなった頃、……とうとう完全に明るさを失い、俺の視界は漆黒に包まれた。……時間的にも、完全に日没した頃だろう。

　あの夜は、最悪の可能性を恐れ、結局、ほとんど灯りを点けずにこなした。……神経も張り詰めていたから、あの暗闇でも、何とか見ることができた。

　……だが、…今の俺にはそんな力は残っていない。…昨夜で完全燃焼した俺には、この暗闇は致命的だ…。

　……ランタンを点けよう。…目盛り一で点ければ、小さい灯りになる。その程度でも灯りがあれば充分だし、…この雨の中なら、遠くからはわからないだろう…。

　冷え切ったランタンを摑み、カチカチとダイヤルをひねり、一番小さな灯りになるようにセットしてから、……電源を入れた。

　薄気味悪い…影絵の世界が一面に広がった。……木立や枯れ木の枝が複雑に絡み合って作る、…複雑怪奇な影絵の世界。

　灯りを点けただけだと言うのに……まるで、…それだけで別の世界になってしまったかのような錯覚がした。

　……ふーっと疲れた息を吐き、額の汗とも雨ともつかない水を拭ってから…俺はもう一度シャベルを振り上げ、…泥の中に打ち込んだ。

　その時。…………俺を取り囲む影絵が、…ぞわりと一斉に、全て動いた…。

「………………………ぇ………………………、」

　頭の中に…ざらざらとした熱いとも冷たいともつかないものがぎっしり詰まり、…ざわざわと駆け巡る。

　影絵たちは俺をぐるりと取り囲み……、見下ろしていた。

　その中の、一際大柄な影絵が……一歩踏み出した。

「………………こんばんは。…………んっふっふっふ、月の綺麗な晩ですねぇ。」




　脳内のざらざらが、全部脊せき髄ずいを通り抜けて…腰から出て行ってしまう。……体中の力が、腰から脱力し……俺は自らが掘った泥の海の中に、…どしゃ、っと…しゃがみ込んだ……。

「………………お、…………大石………………。」

「……目上の人には、その後に〝さん〟も付けるとなおよろしいかと思いますよ。…そうでないと、大人になってからいろいろと苦労します。……んっふっふっふ…！」

　大石だけでなく、雨ガッパを着た男たちが…ずらりと…五～六人は居た。

　これだけの大勢が近付いてきた気配なんて…感じなかった。まるで…ランタンを点けたら、…その影から現れたように……ぬぅっと……。

「……どうぞ、私たちのことは気にしないで下さい。森の木立だとでも思って。」

　……………………………気にするな……だと………？

「そうです。私たちのことは気にされず、どうぞ穴掘りをお続けになって下さい。」

「…………ぅ…………………………。」

「こんな時間にこんな土砂降りの中で。そんなにも真剣にやっているんですからね。邪魔なんかしませんよ？　心行くまで掘っちゃってください。……んっふっふっふ。」

　遠慮します……。そう言い、立ち上がって踵を返そうとした時、その進路を二人の男が塞ぐ。……俺の両脇をがっちりと押さえ、すごい力で俺をそのまま持ち上げると、…泥の海の中に放り込んだ。

　俺は…自らの掘った泥の海に腰まで浸つかりながら……、俺を見下ろす影絵たちを見上げる…。

　大石は屈みこみ、俺のシャベルを拾い上げると、それを俺の足元に投げて寄越した。……どぶんと泥が跳ねて、顔にかかる。

「……ほら。…続きをどうぞ。続きを。」

　取り囲む影絵たちの威圧感に負け…、…俺はのろのろと、再びシャベルを泥中に突き刺す。……それはまるで、…自らの墓穴を掘らされるような心境だった。

　このまま掘れば……刺青の有無に関係なく、…やがてあの男の死体が現れる。………もう、……終わりだ。…致命的な八はっ方ぽう塞ふさがり。

　だが…、…いくら考えてもわからない。……どうして…こいつはこんなところに。……………………鷹野さんか…？　この場所と俺を結び付けられるのは…あの女しかいない。………くそ………、…やはり……死んで当然の女だった…‼

「……手が休んでますよぅ？」

「…ぅわッ…‼」

　ガシ！　……大石に背中を蹴倒され、不意を突かれた俺は泥の中に転ぶ…。

「………ちゃっちゃと掘っちゃってくださいよ。雨の中で待たされる方の身にもなってほしいもんです。」

「……………くそ………。そんなに雨が嫌なら…帰ればいいだろう…。……ぷわッ！」

　大石が泥を足で撥はね、俺の顔にかける。

「……口より先に手を動かしてください。口と手を一緒に動かすのは風俗の人だけ。……ねぇ？」

　……周りの男たちは、笑うべきものなのか測りかね、無反応を装っていたが、…大石が睨みつけると、…ハハ…ハハ…と苦しそうに笑って見せた。

　……この男は…一体何者なんだろう……。

　俺は、あの夜を境に世界が変わってしまったと思っていたが……。もっともっと思い起こせば…、…この男が現れた時からじゃないか。…俺たちの平穏な時間が失われたのは。

　…こいつが雛見沢に現れてから…、……おかしくなった。…みんなから笑顔がなくなり、……世界が狂い出して行った…。

「…………………はぁ………、……はぁ…………ん、……。」

　次第に地面に突き刺す手応えは固く、重くなっていく。……この頃になると、……自分でも少し妙だと思うようになっていた。………俺はあの夜、…こんなにも深くは掘っていないはずだ……。

　疲労も限界まで来て…、…俺はその場にしゃがみ込んだ。

「……いつまで、………掘ればいいんだよ……………。」

「…最近の若い人は体力がありませんねぇ。………おい。」

　大石が合図すると、男たちがぎらりと、禍まが々まがしいシャベルを一斉に引き抜いた。

　呆然とする俺の襟首をひとりが摑み、穴から引きずり出すとその場に放り出す。

　残りの男たちは俺が掘った泥穴へ降り、次々とシャベルを突き立て始めた…。

　…呆然としゃがみ込む俺の前に、大石がゆっくりとやって来て、…目線が合うように屈みこんできた。

「……前原圭一さん。あなたの趣味は雨の夜の穴掘りですかな？」

「…………………………………。」

　答えずにいると、大石は泥水を搔き出すのに使っていたブリキのバケツのひとつを取り、泥水を汲んで……思い切りの力で俺の顔にぶっ掛けた。

「………げほ……げほッ、………げほ……‼」

「……今日は大雨ですから。これ以上、いくら濡れても全然わかりませんねー。」

　大石はそう笑いながら、もう一度バケツに泥水を汲む。

「……もう一回聞きますよ。あなたの趣味は雨の夜の穴掘りですかな？」

「…………そんな趣味のやつ、…いるもんか。」

　ドバンッ‼　大石は再び泥水を俺の顔に叩きつける。…混じった小石が痛かった。

「あの穴を掘ると、何が出てくるんですかな？　私、花はな咲さか爺じいさんのここ掘れワンワンってのが、昔から憧れでしてねぇ。」

　そう言いながら、大石は再びバケツに泥水を汲む。………俺に、またぶっ掛けるために。

「…あそこにどんな宝物が埋まってるんですかねぇ。私にちょっとだけでも教えてくれませんか。……んっふっふっふっふ…！」

　………知りたければ……勝手に掘ればいい。……この、…豚野郎が…‼

　口に出して言ったつもりはなかったが、…大石は容赦なく、再び泥水を浴びせかける。

　…くそ……くそ……くそ…‼　お前さえ…現れなければ世界は狂いださなかったんだ…‼　お前が…俺の前に現れてからおかしくなった。沙都子は叔父に虐められ、…俺が殺しをすることになって、…そして世界がおかしくなって…。全てはこいつが始まり。…元凶…！

　再び泥水が浴びせられる。……腹は怒りで煮え繰り返っていた。……死ね、……お前も……死ね‼　俺に、鷹野さんを呪い殺せる妖力があるのなら……お前は死ね‼　これはオヤシロさまでない、俺の祟りだ。…お前を祟り殺してやる…ッ[image: !!!]

「反抗的な目つきですねぇ。これを機に少しその辺りをお勉強してしまいましょうか？　今は平和な時代ですがね。私があなたくらいだった頃は、何でも鉄拳制裁が普通でして、」

「……大石さん。」

　穴を掘っていた雨ガッパの男のひとりが、汗を拭う仕草をしながら大石を呼んだ。

　大石はバケツをぞんざいに放り出すと、気色悪い笑顔を浮かべて振り返った。

「…はいはい、何でしょうか。」

「これを見てください………。」

　…………………。……観念というか、諦てい観かんというか。……やっと見つけやがったか、のろま共が…という、悪態をつきたい気分だった。

　そうさ、……俺がそいつを殺した。……そいつが誰なのか、調べるのはあんたら警察の仕事だろ…？　そして、沙都子の叔父であることを証明してくれよ………。

「…何ですか、こりゃ。」

「多分、古い排水管ではないかと。……あそこの用水路につながっているようです。」

「……ぶっ壊しちゃいましょうか。どうせ使ってない管でしょ？」

　男たちは顔を見合わせてから…おずおずと切り出す。

「大石さん…。もうかなり手応えが固いです。これより深くってことは、ありえないと思います。」

「…掘る場所を間違えました？」

「……いえ、…初めの内は明らかに掘り返す感触でした。ですが、この位を掘った頃から急に固くなりまして。……多分、元々掘った穴よりも、深く掘り進んだのだと思います。」

「………じゃあ、…つまりなんですか。ここには穴があって、何もなくただそのまま埋め直された、と。…皆さん、そう仰おっしゃるわけで？」

　…………………………え…？　……どういう…ことだ…………？

「なっはっはっはっはっはっは…。こりゃあ…まいったなぁ。ねぇ？　前原さん？」

　大石が俺の襟首を摑み、がっぽりと掘られた穴のところまで連れて来る…。

　中は泥の海になっていて、排水管などまったく見えなかった。男のひとりがシャベルでその中をかき混ぜ、ガンガンと硬いものにぶつかる音を聞かせてくれた。

　……俺がここに埋めたのは、絶対に間違いない。

　だけど、あの時はこんなにも深くは掘らなかった。…排水管がむき出しになるような深さには絶対掘らなかった。

　…じゃあ、…………じゃあ、…………あの男の、……死体は…どこへ………。

　俺があの夜、…確かに成し遂げたという一番の証が、…………ない。…ない。ない。

　じゃあ……俺は、…………一体、何を…。……本当に俺は頭がおかしくなっていて……人を殺したという妄想に取り憑かれていただけなのか…？

　そんなはずはない。…絶対にあれは現実だった。幻であるわけがない。

　でも現に………、…それを幻でないと立証してくれる…最大の証拠が、…ないのだ。

　殺した。埋めた。…そこまでは…絶対に揺ぎ無い自信を持てる。

　…では………殺しきれていなかった………？　俺がここから去った後、…息を吹き返し、……ここから這い出て…沙都子の家へ戻ったとでも言うのかよ……。

　…………刺青があるか、ないか。…それを確かめに来たつもりだった。……なのに、…掘り出された現実は……それをはるかに越えたものだった。

　俺は…昨日………何を。

　殺した。埋めた‼　絶対に…‼　だけど…なぜか生きてて、ここを這い出た‼　それは…またしても……ありえないこと‼　あぁ、もういい加減にこのありえないことってヤツにも慣れてきた…。わかったよわかったよ…！　この雛見沢じゃ死者は大人しくしてないってわけだ。

　……それなら……何度だって殺してやるよ…。沙都子の前に二度と現れられないよう…何度だって殺してやる…‼

　大石たちはごにょごにょと話し合っていた。…やがて、話が終わり、大石がこっちへやってくる。

　………大石は俺に何と言うつもりだろう。…あるいは何をするつもりなのか。

　…身を硬くして緊張していると……、…なんと大石は、俺の姿など目に映らないかのように無視し、その脇を通り抜けて行った。

　男たちも、それにぞろぞろとついて行く。…俺を無視して。

　やがて……人の気配はまったくなくなり、……再び、静寂な影絵の世界に戻った。

　取り残されたのは、俺一人。……土砂降りの音だけが、沈黙を埋めていた…。






照会要請







興宮警察署　指令センター通信記録

６月20日20時08分




「こちら興宮ＳＰ、感度良好でーす。」

「あー、車両ナンバー照会をお願いします。ＸＸ、ＸのＸＸＸＸ。」

「復唱、ＸＸ、ＸのＸＸＸＸ。少々お時間もらいますがよろしいですかー？」

「お願いします。」




ナンバー照会

ＸＸ　Ｘ─ＸＸＸＸ

所有者　ＸＸＸＸ（鹿骨市雛見沢Ｘ丁目ＸＸＸ番地在住）

車種：　ＸＸＸＸＸＸＸ

盗難届け：無

特記事項：特に無し




「興宮ＳＰより大石車どうぞー。先ほどのナンバーが判明しましたー。……………………大石車どうぞー？　……………………………大石車、応答願います。………………あれ？　…………電波、悪いのかな…………………。……大石車応答ねが………………。」




「出ませんね。」

「大石さんが車両照会？　誰の車だよ。」

「村人の車ですね。……至って平凡な。」

「…何者だよ。大石さんが聞いてくるからには、只者じゃないんだろ？」

「特記事項欄は完全に空欄ですね。Ｓ号指定もなし。減点もなしだし。」

「…ははは、パッシングでもされて腹が立ったんじゃないの？　あの人、根に持つとなかなか忘れないタイプなんだよ。」








恨み帳







　くさいと言われた。

　ご飯がくさいと言われた。

　くさいのは私がくさいからだと言われた。

　くさいのはお風呂に入ってないからだと言われた。

　お前はくさい人間だから、毎日三回お風呂に入れと言われた。

　一回のお風呂も、いっぱいいっぱい入らなければならないと言われた。




　きっとこいつも何かに乗り移られている。

　だってこれは、死んだあの男が言っていたのと同じこと。

　あの男が言ったことを、どうしてこいつが知っているのか。

　それは決まってる。あの男に乗り移っていたものと同じものが、こいつにも乗り移っているからだ。

　私の家の前に、突然の地震で大きな裂け目でもできないだろうか。

　できたならきっと、あいつはそれを覗き込むに違いない。

　そうしたら、あとはドンと突き落とすのみ。

　そのチャンスが訪れるまで、私は負けたりなんかしない。

　負けるもんか泣くもんか。

　負けるもんか泣くもんか。

　あぁ、また誰かが謝りだす…。








６月21日（火）













　死体は、…出なかった。

　そのお陰で、警察に捕まらずに済んだのだが……、…それを喜んでいいのかわからない。

　………沙都子の言うとおり、…俺は、…叔父を殺すのに、失敗しているのだ。…ここに死体がない以上、どのような天てん変ぺん地ち異いや偶然・奇跡を含めたって、そう結論せざるを得ない。

　……………俺は、…沙都子を自由にしたくて、鬼になった。そして、その報いとして、この異常な世界、……そう、喩えるなら、鬼の世界に堕おちた。

　だが、その代償は、沙都子の叔父の命と引き換えでなら、だ。……沙都子の叔父がまだ生きていて、沙都子を束縛している以上、……俺は再び鬼にならねばならないのだ。

　………もう一度。…いや、何度であろうとも。……沙都子が解放されるまで、俺はあの男を殺し続ける。

　目が覚めてしまった。

　…時計を見ると、ようやく午前の五時になろうかという早朝だ。外はもう白んでいた。

　鬼になる決意を、もう一度固めた時。…再び全身に覚醒した力が充満するのを感じた。

　時間の問題じゃない。……やろう。

　全身を起こす。…この二日間の疲労感は完全に払ふっ拭しょくされ、眠気すら感じなくなっていた。

　ゆっくりと立ち上がり、全身が思い通りに動くことを確かめる。指の一本一本にまで血が通うのが実感できる。




　………着替えながら、ぼうっと思考を遊ばせていた時、……不思議な想像をした。

　俺はこの二日間、…沙都子のためと言いながら、ずっと人殺しのことだけを考えてきた。沙都子のためと言いながら、…その行為において沙都子のことを、一時とは言え、完全に忘れていた。

　…きっかけは沙都子のため、だったかもしれない。

　でも、今の俺は……殺すために殺そうとしているだけの、鬼だ。その結果、鬼に相応しい世界に堕ちた。

　…悟史も、…そうだったのだろうか。

　沙都子を救うために叔母殺しを決意し、…鬼となり、……陽の当たる雛見沢から消え、鬼の世界に堕ちたから…消えた。

　………結局、俺は悟史と同じ末路を辿ったわけだ。…同じ轍を踏まないつもりが、結局は同じ。

　……だとすると、…………ここには、悟史がいることになる。俺よりも一年も早く訪れた悟史が、…この世界のどこかにいるのだ。

　その時、…俺ははっとして、…足を止めた。

　…もう聞きなれた、ひとつ余計な足音。

「…………………お前、……ひょっとして、……悟史なのか……？」

　気配すらない虚空が、何の返事をするはずもない。

　…だが、俺には…そこに気配があって、…ずっと悟史が俺と一緒に居てくれたような、奇妙な安心感を覚えるのだった。

　……行こう悟史。…もう一度、行こう。……今度こそ、俺たちの手で沙都子を解放するために。

　両親に気け取どられないように…そっと家を抜け出す。

　ここ数日、夜遊びの過ぎる俺を捕まえれば、相当口やかましく説教をするだろう。……今はそんなことに許す時間が惜しかった。

　今日こそ、…終止符を打つ。

　殺した死体が消えるというなら、埋めなどせず、焼いて灰にしてもいいし、…蘇る度に殺せるよう、俺が死体を持っていてもいい。

　もう一度やろう。…もう一度殺そう。…今度こそ解放しよう。

　表は……信じられないくらいに美しい朝の光に溢れていた……。




　物置から…今度こそ完璧に殺せる凶器を探し出す。

　……露骨な凶器で構わない。誰かに目撃されるとか、警察が来るとか、そういうことは今は気にしなくていい。

　どうせここは狂った世界なんだ。俺が居なくても、勝手に俺が現れて祭りで遊んでいる世界。……俺が警察に逮捕されたって、当り前のようにもうひとりの俺が帰宅するだろう。

　………そのもうひとりの俺もまた『前原圭一』。

　俺がいなくなったって、そいつが代わってくれる。…俺が雛見沢から消えたって、誰も気が付かない。

　……だからつまり、…俺は刺し違えてもいいのだ。

　俺が死んでも、『前原圭一』は残る。……どうせ、…ここは俺がいるべき世界じゃない。…沙都子のために、刺し違えられるなら、それもまたにーにーの務めさ。

　…そんなヤケクソな考えに開き直ると、…何だか朝の空気が清々しくなるのだから不思議だった。

「……これは…コワイな。…こいつにするか。」

　それは…ぶっとい薪まきを叩き割るのに使う鉈なただった。…肉厚の鋼はがねの刃は禍々しくて、まるで人を殺すのに使うのが正しい用法かのようだ。

　そのまま…というのもさすがによくないので、古新聞で簡単に包み、それを自転車の前カゴに放り込む。

「…連日、悪い用事に使ってばかりで悪いな。…今日も頼むぜ、俺の足。」

　何となく、自転車に謝ってみた。…この三日間、物騒な用事にしか使っていない。

　こいつは、前の町に住んでた時からずっと乗っている自転車だ。大抵の行きたい場所には歩いていけたから、そんなに使っていたわけじゃない。

　塾に入った時、…駅が遠かったのでお袋が駅まで行くのに使うと便利だろうと買ってくれたものだ。…なので、こいつにまたがるのは塾に通う時と決まっていた。

　この前カゴにだって、参考書などの教材を突っ込んだことしかない。……どう間違ったって、人を殺すための鉈を入れた例などない。

　……この雛見沢に来て、俺はやっと生きていて楽しいと感じられるようになった。

　最高の仲間たちと出会い、最高の時間を過ごした。

　……その時間は、…砕け散ってしまったわけだけど…。……命を賭としてでも、それを取り戻したいと強く願った。……そう強く願うに値する、最高の時間だった。

　俺は、人を殺した。…そしてまた、人を殺すべく表に繰り出している。

　殺人は罪だ。…肯定される殺人なんて、多分あってはいけない。

　でも、…それでも。……俺はその罪を犯すに充分な、楽しい時間をもらえた。

　掛け替えのない仲間たちとの楽しい時間。…みんなではしゃぎ、笑い、時には騙しあい、だけどいつまでも仲良し。

　その楽しくて心が豊かになるあの時間を取り戻すためなら、俺はどんな罪も恐れない。

　そう。それは俺自身が決めた価値観。……学校の先生に習った授業の内容じゃない。……俺自身が、自ら選び取った…高潔な道なのだ。

　雛見沢に来てからの日々が蘇る。

　いきなり初日に、石の入った黒板消しを見舞ってくれた沙都子。…あの歓迎には、本当に度肝を抜かれた。

　笑ったり怒ったり泣いたりと退屈しないヤツだった。…どう考えても一番ガキみたいなヤツなのに、実は生活力が旺おう盛せいでお節介を焼くのが得意という賑やかなヤツ。

　魅音にしたって、レナにしたって梨花ちゃんにしたって。みんな沙都子を中心に笑ったりおちょくったりしてるじゃないか。

　沙都子が粋いきがって見せて。それを魅音におちょくられて、追い詰められて。それで泣いて、レナは狂きょう喜き。梨花ちゃんはご満悦。…で、俺にはとばっちり。…俺たちって、いつもそんな風にして騒いでた。

　…誰が欠けたって寂しいけれど、もしも敢えて誰か一人の名を出すなら、…それはきっと沙都子になる。……あいつの笑顔はみんなの笑顔だったんだ。あいつが笑わなくなったから、俺たちからも笑顔がなくなった。

　俺たちから笑顔がなくなるということは…、死んでいるのと同じことだ。…黙々と塾へ通い、煮詰まった偏差値を維持するだけの日々とそんなに変わらない。

　つまり……早い話が、あいつが笑ってなきゃ、俺たちは駄目ってことなんだ。

　あいつは態度はでかいけど、可愛らしくて憎めない俺たちのお姫さまだった。…じゃあ、そんなあいつの笑顔を取り戻すために竜の城を目指す俺は、さしずめナイトさまってわけだ。

「……ナイトなら武器は剣だろ。ツーハンデッドのカッコイイやつ！　…錆びた肉厚の鉈で挑むナイトは…、多分、古今東西、俺ひとりだな。」

　その時、畑のあぜで老人が手を振っていた。

「…おんやぁ！　圭一くんかい！　朝のサイクリングかぃね！」

「おはよぅございまーす‼」

　反射的に爽さわやかに手を振ってしまった。

　……こんな晴れ晴れとした気持ちで手を振って、…本当にいいのかよ俺…。

　この田んぼの道を抜けると、沙都子の家はもうすぐそこだった。




　セミたちも目を覚ましたらしく、…気付けばいつもの日中のセミの合唱になっていた。

　…頭をパンパンと叩き、……浮かれた朝の気分を、追い出す。

　ふーっと深く息を吐き出し、……頭を後ろへ反らして…無駄な興奮を鎮める…。

　………死体は、…なかった。

　なかったということは、…俺が殺人を犯したのが幻なのか、殺したけど蘇ったのかのどちらかしかない。

　…祭りに俺がいたなら、…幻だったと考えるのが妥当かもしれない。……監督も恐らく、そう考えて、俺を異常者扱いしたのだろう。

　……だが、幻だったことだけは、…ありえない。

　間違いなく、殺したのだ。……間違いなく。

　あれが幻だったなら、…俺が今いるこの雛見沢だって幻ということになる。…そうならオチはこうだ。…実は俺は交通事故に遭って昏睡状態で、病院のベッドで、こんな田舎でこんな仲間たちと過ごせたら最高だな…と夢を見続けている。……恐ろしい想像だが。

　…幻でないなら、…あとは蘇ったとしか考えられない。……それは文字通りの怪物だ。

　だが……そっちが蘇る怪物なら、…俺だって怪物だ。…人を殺すことに躊躇がなく、しかも……祟りまで使える。鷹野さんが死んだのは、きっと俺の呪いのせいだ。

　………これはちょっと行き過ぎか。…昨日呪った、監督と大石も死んだなら信じることにしよう。

　自転車を置き、…様子を窺うかがう。

　あいつのバイクはなかった。……ないのは当然だ。…あの晩、鬼ヶ淵の沼に放り込んで鬼の国に送りつけたのだから。

　………それとも、…死体がなかったように、…バイクもまた、沼に放り込まれてないことになっているのだろうか…？

　ここにバイクがないのは、…俺が沼に捨てたからじゃなくて、あいつが町に出掛けてまだ帰ってこないだけのことかもしれない。

　……叔父がいないならいないで、それもまた好都合だった。…それなら、のんびりと上がらせてもらって、あいつが戻ってくるまで鉈でも研いでいればいい。

　…もしも、……いるなら。

　………………腹の底から、忘れかけていた感覚。…緊張感が込み上げてくる。……この感情は行動を緩かん慢まんにする毒だが、…自らを超越する超人的な覚醒をする時の起爆剤にもなる。

　新聞紙で包んだままの鉈を持つ。……ずっしりとした手応えは禍々しくもあり、頼もしくもある。

　……時計は着けてこなかったので時間はわからないが…多分、まだ朝の七時より早い。

　沙都子は起きてて、朝食の準備をしているだろう。……だが、叔父はきっとまだ惰だ眠みんを貪むさぼっている。あんなヤツはどうせ、夜は深酒を食らって夜よ更ふかしして、昼まで眠っているようなヤツに違いないのだ。

　……呼び鈴を鳴らし、沙都子に扉を開けてもらおうかとも思ったが、…呼び鈴の音で叔父が起きたら、せっかくの寝込みを襲うチャンスがもったいない。

　俺が、呼び鈴も鳴らさずにそっと入ってくるのを見たら…沙都子は驚くだろう。

　……沙都子に会ったら、……何て言おう。

　お前のために叔父を殺すから静かにしていろ。……これじゃ駄目だな。…まるでコロシの責任を沙都子に押し付けてるみたいだ。

　……黙って外で待っててくれ。…これがいいか。

　沙都子は…どういう反応を示すだろう。……恐らく、…殺すなと、俺を思い止まらせようとするだろう。

　…………何か噓をついて、表に出てもらう方がいい。……この家で殺人が起こることを、沙都子は知らない方がいいのだ。

　…どんな噓にするか、ちょっと思いつかなかったが…いつまでもこうしていても仕方がない。

　意を決し、……ドアノブに手を掛けた…。

　ぐ、っと……ねじる。…それから……引く。………カギは掛かってない。……そのまま、扉の隙間はどんどん広がっていく。……チェーンも掛かっていなかった。

　沙都子の家の生活の匂いがむわっと押し寄せてくる。……玄関には、…何足かの靴やサンダルが散らばっていた。…靴を見ただけでは、不在かどうかはわからない。

　……どこかからテレビの音が聞こえる。

　テレビは…散らかった食堂にあった。……食卓の上には散らかった食事があり、……団欒とは程遠い食事風景を想像させた。

　…食事ってのは、作ってくれた人に感謝しながら食べるものだ。……だとしたら、この食堂で行なわれた食事は、食事じゃない。

　人影はない。…気配もない。……だがテレビがついている以上、…すぐ近くにいるはず。

　…まさか、俺が来ることを予見して、息を潜めて待ち受けているのだろうか…？

　……張り詰めた緊張感が、ピンと張って切れそうなくらいに痛い。

　鉈の分厚い刃は、新聞紙で包んでいても威力に何の問題もない。……俺は新聞紙で包んだそれを握り締め、用心深く辺りをうかがった…。

　この家にやってくるまでの、あののどかな感情はどこへ行ってしまったのか。……自らの額に汗の湧く、じゅっという音すら…騒がしい…。

　その時、……食卓を見て気付く。…これは朝食ではないのだ。ご飯粒がカリカリに乾燥している。……では、…昨夜の夕食…？

　油断なく食堂を出て……廊下伝いに進み、二階へ上がる階段を見つける。

　…あの男は仲間と遊んでいる時、二階の窓から顔を覗かせた。…あの部屋が自室で、そこで寝ている可能性が高い。

　階段の縁につま先を立て、……音を立てないように…そっと、そっと…上る。

　……いびきのようなものは聞こえない。…気配は、なしだ。

　いくつかの部屋をそっと回り、……ふすまを…そろりと開き、中をうかがうが…。……やはり人影を見つけることはできなかった。

　さらに気配を探るため、…床にへばりつき、耳をぴったりと押し当てた。

　……聞こえるのは、……食堂のテレビの音と、……湯沸かし器か何かのうなる低い音だけ。

　…この頃になると、…俺の中に何かの不審感が芽生え始めていた。

　この家は…おかしい。テレビがついていたりして生活の気配はあるが…、…この早朝に、無人だというのはおかしい。

　俺は階段を音もなく降り、…再び食堂に入った。

　散らかった食事を見る。…………干からびたご飯粒。ぶちまけられた味噌汁。スーパーで買ったお惣菜の包み。……間違いなく、沙都子が作ったものだとわかった。…魅音のような完璧さとも、レナのようなやさしさとも程遠いが、……真心のこもった、食事。

　……俺の家に来て作ってもらった食事の傾向から、…おかずの品目や数から、……この食事は昨夜のものだと推測する。

　惣菜の包みに打たれたナンバリングの数字は、８３０６２０。…一九八三年、六月二十日。…昨日を指すものだ。そして、食事は二人分。

　………つまり、…これは昨日の夕食で、その時、この場に沙都子と叔父が居たことを示している。

　……やめろ圭一。…もう〝ありえない〟と言ったり考えたりするのはやめるんだ…。

　とにかく…叔父は昨夜、ここに居た。…それだけが事実。

　そして沙都子の食事に難癖を付け、…味噌汁の器を投げつけ、食事を散らかした。

　……………冷静なはずの感情の奥に、……畜生という呟きと怒りの火種が灯る。…………あの男に…一いち抹まつの情けもかける必要があるものか…。

　…ゴゥン。……ンンンンンンンン………。

　ずっと聞こえていた湯沸かし器みたいな音が、再び耳についた。………何の音なのか。

　……一階か…。…………どこから。…………風呂場、………か……？

　その音は脱衣室の奥の曇りガラスの中から聞こえた。…風呂の湯沸かし器の音に違いない。……ガラス戸の中にはもうもうと湯気が立ちこめ、…蒸すような熱さがこの脱衣室内にも漏れ出していた。

　……ますます、疑惑が深まる。……こんな早朝に風呂に入るのは、あまり一般的じゃない。

　そう、言うなれば…。………この家は、……昨夜のある瞬間から、…時間が止まってしまっている。

　シュンシュンシュンシュン……。

　追い焚きにしたままになっているのだろうか。…浴室内の湯沸かし器はずーっと音を響かせていた。

　脱衣カゴを見ると、……見慣れた沙都子の制服が、ぐしゃっと詰められていた。

　制服は汚いシミやご飯粒がこびり付き、…とても今日着ていける状態にない。……昨日、食卓で味噌汁を投げつけられたからだろう。

　…………曇りガラスにいくら目をこらしても、もうもうと湯気で煙る浴室内をうかがうことはできない。

　………その時、…脳裏に電気が走り、…嫌な悪寒に襲われた。

　まさか、…………………ッ[image: !!!]　この中に〝昨夜からずっといる〟なんて馬鹿なこと、ありえるわけがない…‼　…あぁでもッ！　今の雛見沢には…ありえないことなんてないんだ…‼

　ごくりと唾を飲み込んでから、……そっとガラス戸を横に引く。…わずかに開いた隙間から、高温の蒸気のような湯気がぶわっとあふれ出した。……換気扇を回さない脱衣室内はあっという間に湯気で真っ白になってしまう。

　…脱衣室に熱い蒸気があふれ出したように、…逆に浴室内には涼しい風が流れ込んだ。……その風を受けて、……今、か細く、……うめきが聞こえた………。…そのうめきだけで、……それが誰だかわかった。

「……さ、……沙都子おおっぉぉッ‼」

「………………………………。」

　返事はなかった。

　沙都子はもうもうと湯煙を上げる浴槽の中にいた。

　……そして上半身を浴槽の縁から乗り出すようにして、……倒れていた。

　湯沸かし器はシュンシュンと怒ったような音をたて続けている。…ガスの火を確認する小窓の中には真っ青なガスの炎が全開に燃え盛っている。

　沙都子の全身は……真まっ赤かに茹ゆで上がり、……体中の骨が抜けてしまったかのように、…全身を弛し緩かんさせ、…まるで…人形のように、クタッと…横たわっていた。

　異常な光景に我を忘れて何秒が経過したのか。……すぐに我に返り、湯沸かし器を止めた。それから…沙都子の小さな体を浴槽から引き出す。

　浴槽のお湯は…まるで風呂屋の湯船のような熱さ。……こんな熱湯に、…一晩も浸かっていたのか…ッ⁉　死んじまうぞ……死んでしまうぞ…ッ‼

　沙都子の、想像以上に軽い体を脱衣室の床に横たえ、バスタオルを掛けてやった。

　浴室に再び入り、通気の窓を開けると風の通り道が出来て、とても涼しい風が通り抜けた。…その風を受けて…沙都子がもう一度うめいた…。

「大丈夫か沙都子‼　俺だ、圭一だ！　わかるか⁉　聞こえるか⁉」

「……………け………いちさ、……………ひ…………へ……、」

　沙都子は俺の姿を認め、弱々しく応えたが…。何を言っているのかよくわからない。

　目はどろりとして焦点が合わず、意識がはっきりしていないのがわかる。…よく見れば…手足や腰が小刻みに痙攣していた。……もうこれは…ただののぼせとはわけが違う…。熱中症とかそういう、かなり危険な状態…‼

　…体育のマラソンなんかで…女子が夏場に倒れたりすると…先生はどんな風に対応してたっけ…‼

　洗面台の蛇口を全開にひねり、タオルを水に浸す。…冷たいおしぼりを作り、それを沙都子の額に載せた。……沙都子はその冷たさに敏感に反応し、くぐもった声を漏らした。

　火傷の時は…そうだ、流水で患部をじっと冷やすよな…。じゃあ…シャワーで冷水をかけたら全身を冷ますことができるだろうか⁉　………いや、…そういうのを急激にやると…心臓がびっくりしてショック状態になる…なんて何かで読んだような…。

　………ぁあぁ…ぁぁ…、……もう、…俺にできる介抱はこれが限界なのだ。…これ以上は…素人の俺には…無理…‼

「……………大丈夫か、沙都子…。もう、大丈夫だからな。…必ず俺が、…にーにーが助けてやるからな…。」

「…………………ごせんさんじゅうきゅー…。……ごせん、ごほ！　……よんじゅー……はぁ…………はあ…………！」

　…⁇　沙都子は…何をぶつぶつと唱えている？　沙都子が呪文のように続けるその謎の言葉をよく聞き取ろうと、その口元に耳を近づけた。………その瞬間、…その呪いの言葉の意味がわかる…！

「沙都子…お前、……数を数えてるのか⁉　…なんで…ッ‼」

　…よく、小さい子供をお風呂に入れる時、…百数えたら出ていいよ…なんてやるじゃないか……。……沙都子は、…その数を数えていたのだ。…だが、……五千三十九ッ⁉

「ば、………馬鹿野郎ッ‼　お前の家の風呂は…いくつ数える決まりになってんだよッ‼」

「………………………ち…まん………。」

　……耳を疑い、…沙都子の常識を疑う。…い、一万だってッ⁉

「ふ、ふざけるな馬鹿野郎ッ‼　一万なんて数えられる馬鹿がどこにいるんだよッ‼　数えられるわけねえだろ⁉　その前に茹だって死んじまうに決まってんだろ⁉　どうしてこんなことに…ッ[image: !!!]」

「…………………、……叔父……まが………。」

　昨夜、沙都子の作った食事を、…叔父は臭くて食べられないと言って激怒した。

　沙都子には何のことかさっぱりわからない。いつもと同じ食事だったはずだ。…あるいは買ってきた漬物の臭いが特に嫌いだったのかもしれない…。

　叔父は、臭いの根源は沙都子の体臭にあり、風呂に毎日朝昼晩入らないから臭うのだとわめいた。

　そして…沙都子を煮えたぎる浴槽に沈め、一万を数えるまで出るなと、

「うごおおおおおぉおおぉおお[image: !!!]　殺してやらああぁああああぁあぁぁぁぁあぁッ[image: !!!]　ぐおおおおぉおおぉおおおおぉおぉおおおおおぉおおおおおおぉおぉおおおおおぉおっぉおぉぉおッ‼」

　そこで俺の感情は途切れ、爆発した。

　新聞紙に包んだままの鉈を振り上げ、全ての部屋へ躍りこんだ。…ヤツの痕跡、気配、匂い、振動、心拍音を全て探った。

　雄おたけびを上げながら階段を踏み抜かんばかりの勢いで駆け上がる。…そして叔父の部屋と思われる部屋の布団を見つけ、…誰も眠っていないことを承知で、そこへ鉈を叩き込んだ。

　押入れに逃げ込んだかッ⁉　押入れのふすまごと鉈でぶち破る‼　ここにいないなら……隠し扉でもあるのか⁉　どれかの壁に仕掛けでもあるのか⁉

　壁を次々と鉈で殴りつけ、打ち壊していく。…埃が立ちこめ、打ち砕いた破片が床一面に散らばった。ガラス窓も全て叩き割ってやった。

「うおおぉおおおおおおぉおぉおおおぉおおッ[image: !!!]　………はぁ、……はぁ、……はぁ…！　…………………………はぁ……。」

　叔父の部屋を…完かん膚ぷ無きまでに破壊しつくしたところで、…ようやく俺の理性が、感情の掌しょう握あくに成功する…。

　とにかく…叔父は今、この家にいない。…叔父を殺すのはひとまず後回し…。今は…沙都子を何とかする方が先だ…‼

　脱衣室に戻る。…沙都子はぐったりしたままだ。………これ以上、素人の俺が見ていてもどうにもならない。………診療所に、…連れて行くべきだ。

　………監督は、……昨日、俺を異常者扱いして、…精神病院に閉じ込めようとした。……もう二度と監督の顔など見たくないと思ったが、……それでも…診療所にもう一度行かなくてはならない…。……沙都子を医者に見せなければ……。

　脱衣カゴに入った汚れた制服を着せてやろうと思ったが、……人に服を着せた経験のない俺には、それはかなり難しいものだった。

　…くそ、……こんなことでもたもたしている場合じゃないってのに…！

　結局、服を着せることは諦め、バスタオルで包んだ沙都子を背負っていくことにした。

　沙都子の家から診療所は近い。１１９で救急車を呼ぶより、背負っていった方がはるかに速い。

　一番大きそうなバスタオルを羽は織おらせ、立つように促す。

「……立てるか…。俺が診療所まで負おぶって行ってやるから。」

「………………………………ありがとう…ですわ……。」

　さっきよりも言葉ははっきりしていた。……意識が戻り始めているのだ。わずかでも快方に向かっていることがわかり、安堵の涙がこぼれた。

　沙都子は寝返って俯せになり、…膝を立てようと…弱々しく奮闘していた。

　それをひょいと担ぎ上げ、背中に背負う。……羽織らせたバスタオルが落ちそうになっていた。

「………バスタオル………痛い………。」

「すぐ着くから、…しばらくの間だけ我慢してろ…！」

　沙都子の軽すぎる体を背負うのは何の苦痛もなかった。…その軽さがむしろ…俺を不安にさせる。

　表はまるで沙都子を追い討つかのように、暑さを増していた…。セミ共め…、…どうして今朝に限って、こんなに暑くしちまったんだ……。

　今は悪態なんかつく暇はない。………診療所は…こっちだ。

　俺は沙都子を背負い、小走りに駆け出した…。




　診療所へ続く、いつもは気にならない坂道が、小意地悪く俺を責め立てる。

　額には大粒の汗が浮き、いつしか息も絶たえ絶だえになっていた。

　ベルトに挟んだ鉈が重くて、邪魔で歩きづらい。……捨てようかとも考えたが、…沙都子の叔父をまだ葬っていない以上、…まだ手放すわけにはいかないのだ。

　入江診療所の看板が見えてきた。

　……だが、普段と違う様子にすぐ気付き、足を止める。

　診療所には赤い回転灯がいくつも瞬いていた。……駐車場に三台くらいのパトカーが停まっていて、回転灯を回していたのだ。…それは紛まぎれもなく、何かの異常事態を知らせるものだった。

　……監督に会いたくなかったので、診療所の待合室に沙都子を置いて、受付の人に言こと伝づてを頼んだら逃げるつもりだった。……だが、…あの大石の警察まで来ているのでは、うかつに中に入ることはできない。

「……………………なんですの………。…パトカーが…いっぱいいるですわよ…。」

　沙都子を茂みの木陰にそっと横たえる。

「わからない。…様子を見てくるから、しばらくここにいろ。」

「……………レディーを…バスタオル一枚でこんなとこにおいてくなんて……なってませんわね………。」

「それだけ悪態がつけりゃ大丈夫だ。」

　すぐ戻ると付け加え、立ち上がる。俺は用心深く周囲をうかがいながら、車の陰に隠れて、診療所の入口に群がっている警官たちに近付いた…。

　警官たちのリーダー格のようなネクタイの男と白衣の医師がやり取りをしているのが聞こえた。医師は…監督ではないようだった。………昨日、監督が紅茶を淹れるよう話していた内のひとりだ。




「じゃあつまり、最初に見つけたのは朝当番のあなただったと。それで？　どんな感じだったんです？」

「事務室の所長席のソファーに座って、居眠りをしているように見えました。」

「で、机の上に水差しと空き瓶になった睡眠薬があったんで、あなたはすぐに睡眠薬で自殺したんだと考えたと。それで？」





[image: （挿絵）]





「高熱と失禁に重度の意識障害も見られました。睡眠薬中毒の典型的な重症例だと思いましたので、ただちに対応に入りました。」

「警察も救急も呼ばずに？」

「ここは病院で私は医師ですよ！　生命が危険な状態にあるなら、直ちに治療して当然です！」

「…あぁあぁ、まぁいいからいいから…。それで？」

「呼吸が不正常だったので人工呼吸を施しました。併あわせて呼吸刺激薬を投与。効果が出なかったので人工呼吸器の準備をし…、」

「…あーはいはい。それでつまり、いろいろ頑張ったけど、結局ダメだったと。そういうわけですよね。通報は死んでから直ちに？」

「はい。………救うことができず、…とても残念です。」

　その時、パトカーの無線機がザーザーと鳴り、割れた機械的な声が聞こえてきた。

『こちら本部こちら本部。小宮山さん、聞こえますかどーぞー…。』

「もしもし！　小宮山です。お疲れさまです！　睡眠薬での自殺みたいですね。遺書の類たぐいはなし。」

　……自殺…？　一体、…何の話だ…？

　誰かが、診療所内で自殺したらしい。……誰か？　………………………。

　俺が死ねと望んだら、その翌日に鷹野さんは死んだ。………そして俺は、監督に死ねと昨日願った。………なら、………………ひょっとして……。

「普段から睡眠薬を常用していたとかは？」

「……あまり知りません。」

「日頃、疲れたとか死にたいとか、そんなこと言ってました？」

「入江先生は普段から…あぁいう性格でしたから。…とても、…そんな風には…。」

　………やはり、……そうだ。…入江先生、……監督のことだ。

　監督が、自殺。…………あの人が、どうして。…死ぬ理由があったなんて考えられない。……………俺が、死ねと呪った以外には、理由なんて思いつかない。

　……ここは…狂ってる世界なんだ。……俺が死ねと望めば……人が死ぬ、…そういう世界なんだ…。

　…なら、……大石は？　あの男はどうなったんだ…？　もしも…本当に俺の意思で死んだなら…あの男だって、どうにかなっているはず…。

『そちらに応援が向かいました。課長から、そちらは応援に任せて大石車の捜索に戻れとのことです。』

「了解しました！　……じゃあすみません。こっちに今、応援が来てるそうですから、現場はこのままにしておいて下さい。………おい、行くぞ！」

　警官たちが頷いて、パトカーにそれぞれ分乗する。

　今、大石車の捜索…とか言わなかったか？　大石車の捜索ってことは……、…………………あいつ、……行方不明なのか…！

　鷹野さんに、監督、大石。………俺が望むと、……次の日には、…消える。

　いくら激情に任せてその死を望んだからと言って…普通はかなうもんじゃない。……願ったって死なないとみんなわかってるから、誰もが軽々しく呪いの言葉を口に出来るのだ。……だが、…俺の口から出た呪いの言葉は成就される。

　…………その時、…歩いていないのに。………ぺた。…という足音が聞こえた。

　……しかも、…それは一度だけでなく、……ぺた、……ぺた、…と背後から近寄ってくるのだ。

　そして、………俺のすぐ後ろに立つ。………俺の肩に……手を…………。




「うわぁあぁああッ‼　……………、……さ、沙都子か。驚かすなよ…。」

「……驚いたのはこっちでしてよ。いきなり大声を出さないで下さいまし。」

　沙都子だった。…目の焦点は相変わらず不安定そうだが、…自分で立って歩けるくらいにはなったのだろうか。……さっきのぐったりした様子に比べればはるかに回復しているようだった。

「具合はどうなんだ。…もう大丈夫なのか？」

「……まだ、頭が痛いですけど…。いつまでもこんな格好で表にいられませんもの…。」

　そう言って、強がりのように笑って見せたが、足もとはまだおぼつかない様だった。

「…それより、…これは一体、何事なんですの。」

「………今、警察が話してるのを聞いてた限りじゃ、………。……監督が、自殺したらしい。」

「………………ぇ………。」

　沙都子が言葉を失う。……その顔はみるみる蒼そう白はくになり、…自らの耳を疑っているのがよくわかった。

「…け、…圭一さん、…それ！　本当ですの⁉　何かの聞き間違いじゃないですの⁉」

「た、…確かにそう聞いたよ…！　入江先生が睡眠薬で自殺した、って…。」

　…沙都子がその場に膝をつき、……泣き崩れる。

「………うそ……噓ですわ……。……あの、……監督が、……自殺なんて、…そんなの絶対に………！」

　沙都子が草を搔き毟りながら泣くのを見て…俺は自責の念に囚われていた…。

　俺は昨日、監督が俺を異常者扱いしたことに腹を立て、裏切られた、死んでしまえと、……そう思った。……だが、…俺にとって死に値すべき監督でも、……敬愛している人たちもいるに違いないのだ。………この沙都子のように。

　俺の…自己中心的な怒りで、死を望み、それがかない、………その結果、沙都子が泣き崩れているのだ。…………罪悪感が…ちくちくと俺を苛む…。

　……俺は沙都子のためを思い、殺人を思い立った。……沙都子に幸せになってほしくて決断した。……だが、…それは本当にそれだけで済むのだろうか。

　殺人というのは、人の命を奪うこと。…その人に縁のある人を悲しませるということだ。

　…………あの、沙都子の叔父に関しては、誰も悲しむ人がいるわけもない。だから罪の意識は全く湧かなかった。…だが、……監督の死は違う。

　……俺は、………沙都子を幸せにするつもりが、…………深い悲しみまでも与えてしまったのだろうか……。

　…でも、……監督は自殺だろ…。俺のせいじゃ………………。

「……………………うっ…………ぐす……。」

　沙都子はまだ涙が止まっていなかったが、…落ち着きを取り戻したようだった。涙を拭いながら立ち上がる。

「…………すまない。」

　…そんな沙都子に、…俺の口からこぼれたのは謝罪の言葉だった。

「どうして、……………………謝りますの？」

「……俺、…昨日、監督と、その…………喧嘩、…して。………お前なんか死んじまえって…。………呪ったんだ。呪ったから…本当に死んじゃって…。」

　沙都子はしばらくの間、怪訝そうな顔をしていた。…やがて、俺の言葉が自分なりに解釈できたのか、表情を和なごませて言った。

「………圭一さんのせいではありませんわ。…監督も、…大人ですもの。……自分の命を捨てるに値する都合があって、………悩んだ末に選んだんですもの。……誰のせいでもありませんわ。」

　そう言って、俺を慰めるように薄く笑ってくれた。

「…………………いつまでも裸でいたくありませんわ。…服が、…欲しい。」

「いいのかよ！　診療所に行って診てもらった方が…。」

「……服を着てから診てもらっても、別に死にはしませんわ…。」

　沙都子はバスタオルを羽織りなおすと、来た道を戻り出す。……足取りはふらふらしていて……、口で強がるほど、体調は回復しているようには見えなかった。




　沙都子は初め、自分の家に戻ろうとしたが、朝の通勤通学の時間になり、人が出歩いているのを見て、思いとどまった。………やはりバスタオルだけの裸では恥ずかしいらしかった。

「……………梨花の家に行きますわよ。……私の服、あるはずですから。…………………どうしたんですの？　圭一さん…。」

　沙都子が、ずっと俯いている俺に気付き、声をかけた。

「………監督はああ見えても大人ですのよ？　圭一さんと喧嘩したくらいで自殺するような人ではありませんわ。…自分を責めるのはおよしなさいませ。」

「……………………………………………。」

　初めは偶然だと思っていたが、……三人も続けば……ありえないなんて言ってられない。……この世界には、〝ありえない〟はないのだ…。

「…………………この数日、…おかしいんだ。」

「………何がですの…？」

　沙都子は苦しい息を漏らしながらも、…それでも俺の話を聞いてくれようとした。

「……一昨日の綿流しのお祭り、…お前は途中で帰ったから行かなかったんだよな。…そして、…俺は祭りに行って、みんなと遊んだ。」

「…………らしいですわね。……あの時は取り乱して申し訳ありませんでしたわね……。」

　沙都子は昨日、教室で俺と怒鳴りあったことを思い出し、軽く頭を下げる…。

「……実は俺、……………祭りに行っていない…って言ったら、…信じるか…？」

　沙都子が怪訝な顔をする。……無理もないことだった。

「…信じられるわけありませんわ。…何を今さら……。」

「……信じられないだろ？　信じられないのは俺も同じなんだ。……だって、…俺は祭りに行っていないのに、……俺が祭りに現れてみんなと遊んだ、って言うんだ。…こんなの信じられるわけないだろ…？」

「…………………………それ、……本気ですの…？」

「…あぁ…。……あの、……綿流しの夜から、……おかしいんだ。……いつの間にか、変な足音がぺたぺたと付いてくるようになって……。」

　沙都子の表情から血の気が引く。

「………………足音が、……ぺたぺた……？」

「……そうなんだ。…最初は気のせいだと思ってたけど……、ずっと付いてくるんだ。……多分、今も付いてきてる。…沙都子の足音と混じって、よく聞き分けられないけれど。」

　沙都子は俺の目をまじまじと見ていた。……………俺の正気を…疑っているのかもしれない。

　……監督もそうだった。…こんなことを言い出せば、正気を疑うのは当然。……そう思えば思うほど…監督を恨むのはお門かど違ちがいだったのではないかと思え、いたたまれなくなってしまう…。

「………綿流しの日、…俺は祭りに行かず、…あることをしていたんだ。…ずっとだぞ。眠ったり意識がなくなったりしたことはなかった。だから夢遊病のようにふらふらと、記憶になく祭りに出掛けた…なんてことはありえない。」

「……それはおかしいですわね。……なら、どうやってお祭りで遊んだんですの…？」

「だから！　俺は祭りには行ってないんだよッ‼」

　いけない！　……感情的になってどうするんだよ俺！　…ここで興奮して見せたら、それこそ頭が変だと証明しているようなもんじゃないか…。

「………あ、……ごめん。…みんなが信じてくれないんで、…つい。」

「…………………圭一さんがそう言うなら…信じてあげますわ。……それで？」

「…あの夜、……鷹野さんに会ったんだ。……………それで、……見下されたと思って、……俺は心の中で念じたんだ。………お前なんか死んじまえ、…って。」

「……鷹野さんって、どことなくそういう雰囲気がございますものね。…その気持ち、……わからなくもありませんでしてよ…。」

「鷹野さんが死んだの、知ってるか？　昨日の話だ。どこかで焼け死んだらしい。」

「……それ、……本当ですの⁉　……死んだんですの……。」

「…俺が……死ねと願うと、……次の日には……死んでるんだ。…それから警察の大石ってヤツも！　知ってるか？　あのムカつく太った刑事みたいなヤツ…。」

　沙都子は小さく頷く。

「…さっき、警察が話してるのを聞いたんだが、…どうもあいつ、行方不明になってるらしい。……………実は昨日、…………あいつにも、…死んじまえって、…念じてたんだ。」

「………………それ、……本当の話ですの……。」

「噓じゃない。…俺だって信じたくないけど、…本当の話なんだ！　…鷹野さんも監督も大石も、……俺が死ねと念じたら、…本当に死んでしまったんだ‼」

　…沙都子はしばらくの間、言葉を失っていた。……長い沈黙が続く。

「…………ほほ、…ほっほっほっほ…！　…それは怖い話ですわね…。…圭一さんに、せめて嫌われないように気をつけませんと…。」

「……それだけじゃない。…………もっと……おかしい事もあるんだ。……それは……お前の…叔父なんだ。」

「…………叔父さまの話は…やめて下さいましな…。」

「……昨日、……居たんだろ？　お前の家に。」

「……あの人の話はやめてくださいます⁉　嫌なんですの‼」

「ありえないんだ。あいつが…いるわけがないんだ。」

「やめてって言ってますのよッ‼　嫌！　嫌ぁあぁ‼」

「あの男が綿流しの夜以降、いるわけがないんだ…‼　だって、だってッ‼」

「嫌ぁあぁああぁあぁあ‼　あの男のことはもう嫌なんですのぉおおぉお[image: !!!]」

「俺が殺したんだッ[image: !!!]　この手でッ‼」




　………セミたちすら、…鳴きやんだ。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を一層引きつらせた凄い形相で、……沙都子は俺を凝視していた。

「……俺が綿流しの祭りの夜に、…お前の叔父を殺したんだ。………だから、…お前の家に帰ってくるなんてことは、…ありえないんだ。」

　でも‼　帰ってきてる‼　そして…昨夜、夕食に難癖を付けて沙都子に罵声を浴びせ、風呂に押し込み拷問まがいの真似をして見せた。……そんなことは…ありえてはいけないのだッ‼

「………だから俺は、…あの男を確かに殺したという証拠を確かめるために、……埋めた死体を昨日、掘り返したんだ。……だが、そこには死体はなかった。…こんなことがありえると思うか⁉　確かに殺したのに、死体がないんだ！　そして…何事もなかったかのように帰宅して…お前の前に……‼　こんなことが…あっていいはずないだろッ⁉⁉」

　沙都子は全身を強こわ張ばらせていた。………まるで、目の前に危害を加える人間がいるように、…身を縮こめて…。

「……………………………………お前も、……俺のこと、……頭が変になった、って、……思ってるんだろうな。……無理もないさ。…俺だって、…信じられない。」

「…………け、…圭一さんはきっと…、偶然、呪った人が死んでしまったんで混乱してるだけに違いありませんわ…。……監督の自殺にショックを受けて、気が動転しているだけなんですのよ……。……今日はもう、…学校を休んでお家で休んだ方がよろしいと思いますわ……。…私はもう平気ですから、…どうかご自分の体を大事になさいまし……。」

　…沙都子は俺に理解のあるようなことを言いながらも、…俺に帰れと告げた。………顔に浮かぶ嫌悪感から、…俺とこれ以上一緒にいたくないのがわかる…。

「………沙都子をちゃんと梨花ちゃんの家まで見送ったら、俺も帰る。…沙都子だって、まだ足元がふらふらじゃないか…。途中で倒れたら大変だぞ…。」

「私はもう本当に大丈夫なんですのよ…！　男の人に、いつまでも裸を晒していたくないんですのよ…！　…はぁ、……ぐ、……はぁ、……はぁ…！」

　境内への階段によろめき、転びそうになる。…俺はすぐに駆け寄り、支えてやった。………だが沙都子は、すぐに俺から飛びのいて離れる。………その仕草があまりに拒絶的で…痛かった…。

　階段を上りきる頃には、沙都子は息も絶え絶えになり…もう俺など眼中にないようだった。……俺は、もう無視されていた…。無視というより、…関わり合いになりたくないという…拒絶の感情だ。…………それは、どんな刃よりも鋭く俺の胸をえぐる。

　………沙都子のために、選んだ道だった。

　その末路が、こんな仕打ちでは……あまりに悲しい…。

　……甘えるなよ前原圭一。…もとより、報いなど求めてなかったろ…。……沙都子に感謝してもらいたくてやったんじゃない。…沙都子に幸せになってもらいたくてやったんだ。……それはつまり、………こういう結末のことなんだ。

　梨花ちゃんの家は、町会の防災倉庫だ。境内にある集会所の裏をもう少し行くとあるらしい。沙都子はそこを目指して、境内の砂利を踏みしめながら早足に歩く。……一刻も早く服が着たいのか、…俺から逃げたいのか、…どちらともつかない…。

　………その時、……バサバサッという、鳥の羽ばたく力強い音が聞こえた。

　振り向くと、…カラスだった。

　雛見沢に来てからカラスはあまり見ていない。だが、前の町に住んでいた頃はよく見かけた。……生ゴミの日にはゴミ置き場に群がり、袋をくちばしで裂いて、その中身を引きずり出して盛んについばんでいた。

　…その光景が思い出されたので、…社の賽銭箱の辺りにカラスが何羽か群がっているのを見た時、……あんなところにゴミ袋を捨ててくなんて、悪いヤツがいるもんだと、…そう思った。

　………………………セミの声が、止まる。

　………息も止まる。………思考も止まる。………時間さえも、…止まる。

　俺は…カラスたちの群がるそこへ駆け出す。……脳裏に浮かんだ、…最悪の想像を払拭するために。………でも、……俺は望んでない…。……ソンナコト、…間違っても、……望むもんか…！　ソンナコト、……ソンナコト……[image: !!!]

　俺が猛然と迫るのに気付き、カラスたちがバサバサと空へ逃れる。…カラスたちの黒い巨体が飛び去り、…………そのゴミ袋がむき出しになった。

「ぅ、………わああああぁああぁああぁあああぁあぁあぁあ……ぁぁ…ぁ…ぁ………………‼」




　そこで俺が何を見たのか。……何を見たのか、理解するよりも早く、…俺の喉から絶叫がほとばしった。…………な、……なんだ、………これ、………これッ‼

　沙都子も、何事かとやって来る。………そして、…俺の肩越しにそれを見て、……………同じように、…悲鳴をあげた。

　………こんな、……………こんなことって……、……………‼

　ゴミ袋は……真っ赤で、…鮮血に彩られていた。……あぁ、もうこんなまどろっこしい言い回しの必要なんかない…！　そうさ、…そう！　そう‼　…り、…梨花ちゃんだ！　俺たちの仲間の、沙都子の親友の！　いつものんびりとしていて、それでいて狸たぬきみたいにずる賢くて、なのに可愛くて憎めない俺たちの仲間の…梨花ちゃんが、が、…がッ‼

　……………梨花ちゃんは、……全裸だった。……仰向けになって、大の字になって倒れていた。ガラスのような瞳が、……ただぼうっと…空を見上げていた。

　……そして…そして……………、…ああぁああぁあぁぁああぁ………。

「梨花‼　梨花！　梨花ぁああぁああぁあぁあ‼　わぁああああぁぁああ‼」

　沙都子がその場に泣き崩れる。……それでも、…親友の遺体の近くに、…近付けずにいた。

　…………カラスがゴミ袋を裂いて、…中身を…、例えば、…リンゴの剝いた皮なんかを引きずりだして…散らかして…。

　……いや、…いや、…カラスに……そんなことできるものか…。うぐ、…ぉ…、

「ぅおえぇぇええぇええぇええぇえ…ッ[image: !!!]」

　俺はその場に…たまらず嘔吐する。……酸っぱい味がして、…苦い味になるまで、吐いて吐き続けた…。

　……梨花ちゃんは、…………は、…………、……。……は、………。…………。…………は、……腹…、…を、………。…縦に…がっぱりと引き裂かれて…こじ開けられてるんだッ[image: !!!]

「梨花ああぁああぁああぁあぁあ‼　うわあああぁあああああぁあああぁあッ‼」

　カラスに…こんなこと出来るもんか‼　…そして…開かれた腹から……ぅぐ…ッ‼　……ぐ、………………内臓、とか、……ちょ、…腸が……引きずり出されて、…………まるで、……散らかしたままにされた……子供のおもちゃかなんかみたいに…ッ‼

　信じられない光景に……頭が酸欠を起こす。……視界が色彩を失い、…ガンガンとした頭痛と……眩暈めまい……、……そして、…吐き気……‼

　まるで……悪夢のような…儀式めいた虐ぎゃく殺さつのあとだった。……誰かがどこかで梨花ちゃんを殺して……ここに運び、……大の字に寝せてから……、…は、……腹を裂き、………腸を……引きずり出したのだ…………。

　腹からは赤や桃色の臓器があふれ出し、……腸が、…面白半分のように…四方、八方へ……散らされて………。……辺り一面は……赤黒い血の海…。カラスの羽がいくつも、その海に散りばめられていた。

　血の海を歩き、足に血を付けたカラスたちが残した…血の足跡が……梨花ちゃんの全身に…いくつもいくつも残っている。……その禍々しい跡が……一層、この儀式めいた異常殺人を際立たせた…。

　…俺は確かに、…鷹野さんに監督、大石の死は願った。…だが、…梨花ちゃんまで死ねなんて…願った覚えは一度だってないぞ…。

「…そうさ、……俺じゃない……俺じゃない…。……俺じゃ、……ない………。」




　よろよろと後退った時、グシャリと、新聞紙を踏みつけた。……新聞？　こんなところに……？

　……その新聞紙は、…俺が自分の鉈を包んでおいたものだった。

　沙都子を背負うため、俺はずっと新聞紙を巻いた鉈をベルトに差していたのだ。……その新聞紙が、……抜け落ちたのだ。

　…なんだ、…びっくりさせるな…。……屈み、新聞紙を拾った時、………沙都子が………これまでに一度も見たことがないような……信じられない形相をして…硬直していた。…………目線の先には、俺。………俺のベルトに差した、……鉈。

「………………ひ………………………ぃ………………、」

「……お、……………………落ち着け沙都子。…これは、……違うぞ？」

　沙都子は……ガクガクと震えながら…後退る…。

「……………俺じゃない……。…俺じゃないんだ…。……俺じゃ……、」

「……と、…………ひと…ごろし…………ぃ……。」

　タオルがはだけてしまっているのすら、どうでもいいようだった。…ただ、ガクガクと震えながら……目の前の殺人鬼から……一歩ずつでも…遠ざかろうと…。

「…沙都子、…落ち着いてくれ。……頼むから冷静になってくれ…。沙都、」

「い、……嫌ぁああああぁぁあぁ…ぁぁあぁ………！」

　弱々しく叫んでから…沙都子はヨロヨロと駆け出す。…いや、…逃げ出す。

「ま、……待ってくれ沙都子…‼　違うんだ！　違うんだ‼」

　沙都子の足取りは駆けているというには、あまりに弱々しいものだった。…だから追いつく気なら追いつけた。……だが、…今の沙都子の肩でも摑もうものなら…本当に錯乱するかもしれない…。……俺は……沙都子を追いながら、…誤解を解くしかないのだ。

「…鷹野さんを殺して…、監督を殺して…、…大石さんも殺したんでございましょう⁉　……叔父さまを殺そうとして、……梨花まで……梨花までッ‼　人殺しぃいいぃいいいぃいいッ‼」

「違う‼　俺じゃない‼　俺は殺してなんかいない‼」

「何を言ってるんですの⁉　あなた、さっき自分で言ったじゃありませんの‼　死ねって、死んでしまえって‼　それでみんな死んでしまったんでしょう⁉」

「お、……俺は……その！　死ねって思っただけで……、別に……！」

「自分で何をしたか、記憶に残っていないんでございましょう⁉　そんな人の話なんか信用できるわけありませんわッ‼　人を殺した時の記憶が…欠落してるだけなんじゃありませんの⁉　いや、…………記憶がないふりをしてるだけなんじゃありませんの⁉　第一、…その鉈は何なんですのよッ‼　説明してごらんなさいな‼」

「…………ぅ、……これは……………、」

「ほらほら、ほらぁ‼　圭一さんは…殺人鬼じゃありませんの‼　どうしてですの⁉　ちょっと意地悪だったけど…楽しくて、…やさしい…一度は…本当のにーにーかもしれないとまで思ったのに………どうしてそんな風になってしまったんですのッ‼」

　…………沙都子の問いかけは、ひとつひとつ、ゆっくりと時間をかければ説明できるものかもしれない。…だが、……今のこの状況下で、…俺が身の潔けっ白ぱくを、短時間の内に説明することなど……不可能なのだ…。

　大体……俺は潔白なのかどうかも怪しい。

　少なくとも、…沙都子の叔父を〝殺した〟！　…死体はないが、でも殺した‼　間違いなく！　その時点ですでに潔白とは程遠い。…そして…鷹野さんや監督、大石の死を願い、…それが成就されてしまう、……俺の、呪い。

　…………鷹野さんの死を願った時、…それは割と良くある恨み言葉くらいにしか思わなかった。……でも実際に鷹野さんが死に、…俺が呪えば人が死ぬということに気付いた。……そして、…それが再び起こることに期待して、監督と大石を呪ったのだ。……だから、……鷹野さんの死は除くとしても……監督と大石に限っては…完全に確信犯なのだ！

　俺は……沙都子の言うとおり、殺人鬼なんだろうか。……現実と見分けのつかない幻を見て、……記憶すら残さずに…鬼となってオヤシロさまの祟りを代行した、殺人鬼なんだろうか…。

　いや、……それだけはない。〝ありえない〟……あぁ畜生‼　この雛見沢では、ありえないと言う言葉こそ、ありえないんだった。俺は…この二日で何回この言葉を繰り返したんだ畜生畜生ッ‼

　沙都子は…いつの間にか泣きながら…ヨロヨロと歩いていた。

　…初めのうちはそれでも駆けているような感じだったが、今はもう、いじめられて、泣きながら歩くような感じだった…。

「………どうして…………。……どうして……こんなことになってしまったんですの………。………どうして……どうして……！　ぅぅ…‼」

　……それに答えがあるならば……俺だって知りたかった。………どうして。……どうしてこんなことに………！

「………にーにーがいなくなって…ずっと、寂しかったけど……。……圭一さんが転校して来てくれて…、……また……みんな明るくなって……。……楽しくなって……、…毎日が…………光ってたのに………。」

　……あぁ。……そうだよな…。……毎日が、…光ってたよな。……なのに、………なのに…。……そこから先は、俺も沙都子も、まったく同じ言葉を嘆いていた。

「「…どうして……こんなことに……ッ‼」」

　セミたちが、俺と沙都子の奇妙な追いかけっこを、見世物のように嘲笑っていた。……あぁ…うるさいうるさいうるさい…。

　やがて沢のせせらぎが聞こえてきた。……森が開け、…吊り橋が姿を現す。

　沙都子は…今にも落ちてしまいそうなくらいにフラフラと…危なげに渡っていく。……そして、俺も吊り橋にさしかかった時、橋が大きく揺れ、沙都子はよろめいてその場に転んでしまった…。

「…大丈夫か…、……沙都子………！」

「ち、…近寄らないでぇええぇええぇ…‼　この、…人殺しぃいいぃいい‼」

　嫌悪感を剝き出しにして…沙都子が叫んだ。……悲しかった。…言葉で、身が千ち切ぎれるなら……、この目から溢れる熱いものは…血に違いなかった。

「…………どうして……こうなってしまったんですの……？　圭一さんのこと……ぅっく、……だい、……大好きだったのに………。」

　……沙都子に…近寄って手を差し出してやりたかった。…でも、……この距離が、…限界距離だった。……これ以上近付けば…沙都子はまた叫び出す。……そして…俺を深く傷つける言葉を…投げかけるのだ…。だから…これ以上はもう近寄れなかった。

「…………………沙都子、……俺にも、……何でこうなったか…わからないんだ…。……でも…これだけは言える。………梨花ちゃんを殺したのは、俺じゃないんだ。それだけは……絶対に………。」

「……いい加減なことを言わないでほしいですわ‼　自分の記憶にも自信が持てない人が…何を言ったって…どう信じればいいって言うんですのッ‼」

　………………両手をギリギリと握り締める。……悔しかった…。…俺はおかしくなんかない。…おかしいのは……あの夜から迷い込んでしまったこの雛見沢の方なんだ。……こんな、居ないはずの俺が祭りに居て、殺したはずの叔父が生きていて、……念じただけで死が訪れてしまうような…狂った世界の方が…悪いんだ‼　…魅音もレナも、まるで何かに取り憑かれたように奇妙な言動をするようになり…、……監督も…俺の話を信じてくれなくて………。………守ってやるはずだった沙都子にまで…こんな言葉をぶつけられて………。

　……人を殺す代償って、……こんなにも高いのかよ…⁉　こんなにも…俺は辛い世界を強いられなきゃならないのかよ⁉　俺は正しいことをしたんだ‼　したつもりなんだ‼　なのに……、……なんで………ッ[image: !!!]

　俺も沙都子も、……楽しく平穏だった日々が、なぜ狂いだしてしまったのか、…その理由を何度も自問しては……悔やんだ。

「…………沙都子、………信じてくれ。…俺は、………人殺しじゃ、…ない。」

「では、その鉈は何なんですの？　…納得の行く説明は出来まして…⁉」

「…この…鉈が怖いのか…？　…じゃあ……捨てるよ。…それなら安心だろ…？」

　沙都子は頷かなかったが、その提案に賛成するようだった…。

　俺は不器用にベルトから鉈を抜き、…それを橋から下の沢に落として、捨てた。

「……………捨てたぞ。……これで、…話を聞いてくれるな…。」

「…武器を捨てたくらいで……気を許すと思いまして…？　圭一さんほどの方なら、…私を素す手でで絞め殺すなんて簡単でしょうに…。」

　………沙都子を殺す気なんか…あるもんか…。…この…馬鹿野郎……。

「……じゃあどうしたらいい。…両手を頭の上で組んだらいいか…？」

「…そうですわね。…両手を頭の上で組んで、後ろを向いて下さいます？」

　………部活でも狡猾な、沙都子らしい提案だった。…両手を頭の上で組んで後ろ向きなら、そう簡単に沙都子に襲いかかれるものじゃない。…それで沙都子が安心するならと、俺はすぐに快諾する。

「……これでいいか？　……俺の話を聞いてくれ。」

「…………………………………。」

　沙都子は起き上がり、慎重に俺の背中に近付いてきた。

　そして…本当に背中の…すぐ後ろまでやって来た。……それほどまでに近くにいるのに…振り返ることが許されないのが…とても悲しかった…。

「……………圭一さんが悪くないのは、……何となく、…薄々わかってましたわ。」

「……え…？」

「……………多分、……あなたは…何か悪いものに乗り移られただけなんですの…。」

「……………………………。」

「………さっきまでは…圭一さんが殺人鬼なんだと思ってたけど、……私、わかりましたの。……あなたの目を見ていたら。」

　沙都子の声は……涙交じりだったけれども…やさしいものだった。

「圭一さんが、……人殺しなんかするわけがない。………圭一さんの体を…何か悪いものが乗っ取って……悪事に駆り立てただけ。」

　………文字通りの意味なのか。…俺を諭すために言っているのか、…わからなかった。

「……………思えば、………………ひょっとすると…。…………あの人たちも、…圭一さんと同じものに乗り移られていたのかもしれない。…………あの時は…殺されるとしか思わなかったから、…そこまで考えは及ばなかったけど…。……今ならわかる。………あれは……乗り移った、…何か悪いものの仕業だった。」

「………………沙都子……？　…何の……話だ……？」

　それは俺に語りかけているというよりも…、…俺の背中にする懺ざん悔げのような、独り言だった。

「…………わかってるんですの、…私。………身に覚えが、…ないわけじゃないんですのよ…。」

　沙都子の声に…また嗚咽が交じり始める。……その痛々しい声に、…俺の胸が搔き毟られた…。だが、……沙都子が何の話をしているのかは、…わからない。

「……祭具殿の屋根に、……よじ登ったことがありますの。…何年も前のことですわ。」

　沙都子は、…みんなで境内でかくれんぼをしている時、…近寄ってはいけないと言われていた祭具殿の屋根によじ登り、…身を隠した。

　そこで沙都子は……通気窓の隙間から…中に入れることを知ってしまう。

　沙都子にとって、…祟りという言葉は充分に怖いものだったが…、それ以上に、未知の祭具殿の中への好奇心の方が強かった。

　通気窓の外れかかっていた格子を外し、…小柄な体を割り込ませ…中に飛び降りた。

　中は薄暗くてわからなかったので、飛び降りて初めて相当の高さがあることを知った。

　…中は暗かったが、通気窓から入るわずかな明かりで周りを何とかうかがい知ることができた。……そして、期待はずれのとてもつまらない倉庫であることも知った。

　外へ出ようとしたが、………扉は外から厳重に閉められていて、内からは開けられない構造になっていた。……外へ出るには、入ってきた通気窓からしかない。だが…その通気窓は…高く、……とてもではないが…よじ登れそうになかった。

　沙都子は…泣きたくなるのを必死に堪えながら…、そこまでよじ登れるよう知恵を絞った。

　……天井にはたくさんの鳥とり籠かごみたいなものが鎖くさりで吊るされていた。…その吊っている鎖は壁を伝い、垂れ下がっていた。……あの鎖の束をよじ登れば…何とか通気窓まで登れるかもしれない。

　そうする他に出る方法がないなら…やるしかない。…必死だった。……こんな暗くて薄気味悪いところにいつまでもいたくなかった。そう思えば思うほど、焦った。

　鎖の束をよじ登る。……ガシャガシャと音がし、沙都子の重みでいろんなものがきしむ音が聞こえた。……そして、……通気窓に……手が届いた、という時、鎖の束を壁に固定していた金具が飛び、鎖の束がものすごい音を立てながら暴れ狂った。その音に背中を押されるように…沙都子は通気窓から屋根の上に抜けることができた。

　……暴れた鎖の束の重みか何かで、他の金具が壊れ…、吊ってあった大きな鳥籠がひとつ、…ものすごい音を立てながら落下した。…その下には…オヤシロさまの御神体があり、片腕をもぎ取って……さらにまわりの祭具を下敷きにした。

　………自分のしたことが…恐ろしくなるのに時間はかからなかった。

　その凄まじい音は境内にも聞こえたようだった。……何人かの子供たちが聞きつけて集まってきた。その中には…もちろん梨花の姿も。

　そして……梨花の父親の…神主さんも形相を変えて走って来た。………そして…………

………どういうことになったのかは、……思い出すのも苦しい…。

　梨花の父親は、……祭具殿に入れるカギの所在を知っているのは梨花だけ。…だから、…梨花がかくれんぼで、この中に隠れていたずらしたからこうなったのだろう、と………梨花を叱った。

　……すごい剣幕で怒っていた。……見ていて…怖くなるくらいに。……梨花の背中を剝き出しにして、変な形をしたお祭り用の杖みたいなもので何度も打ち据えていた。

　その時の……梨花の、……ボクじゃないのです……ボクじゃないのです……ごめんなさい……ごめんなさい……、…という…哀れな声が…今でも耳から離れない。

　私は、……名乗り出るべきだった。……梨花の父親の恐ろしい形相に怯えず、…濡れ衣の親友を救うために……名乗り出るべきだった。

　梨花は…身に覚えのない罪に……涙を流しながら歯を食いしばっていた……。

　それからだ。………〝世界〟がおかしくなったのは。

「……わかってるんですの、私には。……これは、……オヤシロさまの、…祟りだ、って。……あの時、祭具殿を汚して、親友を見捨てた私への…天罰だ、って。」

「…………オヤシロさまの……祟り…。」

「………父も母も、…濁だく流りゅうに消えた。……意地悪だった叔母も死んだけど、……誰よりも私を可愛がってくれた…にーにーも私を捨てて…家出してしまった。……そして…。…………そして‼　…圭一さんが転校してきて…やっと楽しい毎日が戻ってきたと思ったのに、……今度は…圭一さんが取り憑かれて……。……梨花も……殺されて……。……ぅうううぅううぅううぅッ‼　………聞いたの私！　オヤシロさまは…本当に祟りを成すときは…本人をすぐに殺さないんだ、って‼　親しい人から順に殺して…みんな殺してから…最後に殺すんだ、ってッ‼　だから…圭一さんも……祟りにやられて………ぅうううぅううぅううッ[image: !!!]　きっと……今度はレナさんや魅音さんが祟られてしまうんですわ‼　そして…殺したり…殺されたり…‼　もう…いやッ！　嫌ぁあぁああああぁあぁあああぁッ[image: !!!]」

「……落ち着けよ沙都子‼　祟りなんかない！　誰もお前をいじめたりなんかしないって‼」

　振り返ろうとした時、…ものすごい力で…後ろから突き飛ばされた。

　両手を頭の上で組むという無様な格好だったので、……まったく受身を取れず、バランスを崩す。しかも、突き飛ばされた方向は…橋ではなく、横。…沢へだった。

　噓……、……噓だろ………、……う、……わぁああぁあ……ッ‼

　…………最後の奇跡が、偶然にも一本のワイヤーを握らせてくれた。

　はるか眼下は…沢。……かなりの高さがありそうだったし、…下は大小の岩がごろごろしている。……落ちたら、ただじゃ済まないのがわかる。

　俺の体重を受け、橋全体がぎゅうぎゅうと傾く。あまりに脆ぜい弱じゃくな握力は、多分、一分も保もたずにこの指を開いてしまうだろう…。

「…………沙都子……‼　…沙都子ぉ…[image: !!!]」

　…どういう意味で沙都子の名を呼んだのか、…俺にもわからなかった。……沙都子、たすけてくれ、なのか……、沙都子、どうしてこんな真似を？　なのか…。

　……ようやく目の焦点が合い、…沙都子の姿を認めた時。……その……あまりに奇怪な表情に…驚いた。

　それは…初めて見る顔。……死すべき者にしか許さない、般はん若にゃのような形相だった。

「死んじゃえ人殺しぃいいいぃ‼　返してよ！　にーにーを返してよ‼　梨花やお母さんを、……圭一さんを返してよ‼　わああぁああぁああ‼　うわあぁああぁああぁああぁあッ[image: !!!]」

　絶叫しながら、橋をぐらぐらと揺らす。……そんなこと…しなくったって、………もう、……落ちるから………。

「私は…お前なんかには負けないんですのよ…‼　祟りなんかに…負けてたまるもんですかッ‼　お前になんか絶対に負けない！　みんなを奪った…お前に絶対に負けたりなんかしないいいぃいいいぃいいいいいぃいッ[image: !!!]」

「……………………沙都子。………これだけは、……聞いてくれ。」

　…その時の俺が、どんな表情だったかはわからない。……だが、…沙都子の興奮を醒ますもののようだった。

「………………俺のしたことは、……確かに、褒められるものじゃない。……いや、…いけないことだったかもしれない。……だけど、…………お前に幸せになって欲しくって、…したことだったんだ。…それだけは…信じてくれ。」

「………こ、……こいつ……！　最後の……最後で………、…圭一さんの…ふりを……‼」

　沙都子は…もう俺の言葉に耳を貸す気は………ないようだった。

　最後の最後で、……それはあまりにも悲しかった。

「…………お前に褒められたくてやったわけじゃなかった。…お前に、幸せになってさえもらえればよかった。…俺たちは、駄目なんだ。……お前が笑っていないと…駄目なんだ…。………だから、……俺が消えたら、………笑ってくれ。…俺が死ぬことで、…新しい生活を迎えたなら、…きっと、…笑ってくれ。……………それだけ、…約束してくれないか………。」

「しゃべるなッ‼　圭一さんの口調でしゃべるなッ‼　落ちろ‼　落ちてしまえええぇええぇええぇええぇぇぇ…ッ[image: !!!]」

　………それが、……沙都子から俺に向けられた…最後の言葉になった。

　…あまりに………報われない、…悲しい悲しい……言葉だった。

　俺は……一体何だったんだ。

　…沙都子を幸せにするつもりが……こんなことになってしまった。

　間違いはどこからだったのか。…何が間違いだったのか。いつからが間違いだったのか。

　狂っていたのは、俺か、雛見沢か。

　この期に及んでも、思う。………俺は狂ってなんかいなかった。

　あの夜を境に迷い込んでしまった…この不気味な世界が…狂っていたのだ。

　だって、…あの、部活で大騒ぎし、永遠に続くことを疑わなかった楽しい世界が…、こんな異常な世界に豹変してしまうなんて…普通じゃ考えられない。

　あの楽しかった世界の延長線上に、…俺が沙都子に突き落とされて死ぬなんて……そんな結末があったはずはないのだ。

　………結局、俺は……この狂った世界に飲み込まれ、……消えていく。

　いや、……多分、俺はもう消えていたのだ。…多分、…そう。綿流しの夜に。

　…きっと、…俺のいた本当の世界では……俺はあの夜に失踪したことになっていて大騒ぎになっているのだ。……その俺自身が、自分が失踪したことにとうとう気付けなかったというのは…滑稽な話だった。

　五年目のオヤシロさまの祟りは、……沙都子の叔父が死に、俺が消えたこと。

　俺の本当の世界では、…もう沙都子は解放されている。

　仲間たちは俺の失踪を嘆きながらも…たくましく立ち直ろうとしているかもしれない。………そして…四人になってしまったけれども、……部活を再開して…四人で賑やかにやっているのだ。………いつの日にか、…俺が帰ってくるのを待ちながら。

　ごめん、みんな。……………………俺、…帰れなかった。

　………でも、…これは俺が望んだこと。

　沙都子の笑顔を願う、にーにーとしての務めだった。

　もうこれで、…お前をいじめるヤツはこの世にひとりも残っていない。…俺と悟史の、二人のにーにーが二年かけて成し遂げたから。

　お前の小憎らしい、八重歯の似合う笑顔…。………もう一度、……見たかった。




　痛みは、慈悲深くなどなかった。

　…本当に暴力的な、強大で無慈悲な…激痛だった。……せめてもの慈悲は…それが一瞬で遠のいたことだった…………。




　これで…死ねる。

　……この狂った世界からおさらばできる。

　あばよ、狂った雛見沢。……俺に、念じたら殺せるなんて超能力を授けてくれてありがとうよ。……もし許されるなら、最後にもうひとつ念じてやる。…この狂った雛見沢という世界、そのものの死を。

　………もう誰も、……この狂った雛見沢に迷い込まなくて済むように…。
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〈オヤシロさまについて〉
「オヤシロさま」という単語だが、どういう字で書くのかは、あまり知られていない。
　いや、決着していないというべきか。
　と言うのも、時代によって様々な修飾詞が付き、微妙に名称が変わったり、当て字が変わったりするため、本来の正確な名称が何なのか、知る事が、大変難しいからだ。
　全ての時代に共通するのは、名称の読みに必ず「オヤシロ」の四文字が入るということだけ。
　オヤシロさまを祀る「社（やしろ）」が、そのまま礼拝対象になり、「御社さま」と呼ばれるに至ったと言う説があるが、実にセンスの欠片もない。

　これに関連するかわからないが、オヤシロさまを祀る高貴な血筋である古手家の人間には、オヤシロさまの血が流れているという。
　そして古手家に伝えられる伝説では、八代続いて第１子が女子ならば、八代目のその娘はオヤシロさまの生まれ変わりである…というのだ。

　この伝説に従うなら、オヤシロさまは「御八代さま」と書くのが正しいように思う。（この当て字はあくまでも私の思いつきなので、真偽は確かめよもないが）
　だとするなら、御八代さまは再び降臨することを前提にした名称ということになる。
　崇拝対象の再臨は、いくつかの宗教でも見受けられるので、そんなに珍しいものではない。
　だが、さらにその中のいくつかでは、崇拝対象の再臨を「審判の日」等と呼び、世界の終末を意味するものであることも忘れてはならないだろう。
　村中の年寄り連中に、目に入れても痛くないくらい甘やかされている少女、古手梨花。……彼女が、その八代目、「御八代さま」であるという噂がある。
　古手家の家系図はわからないが、少なくとも、過去２代の間、第１子が女子であることは私も確認している。]
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　雛見沢を見守る少女、古手梨花。
　彼女の加護を村が失ったらどうなるのか？
　人と鬼は和を失い、どうなるのか？
　再び、人食い鬼たちが跋扈する地獄が再現されるのか？
　泣き、叫び、逃げ惑うしかできないひ弱な人間どもと、
　それらが、いかに美味であったかを思い出した鬼たちの凄惨な宴。

　……それはどんな光景だろう。
　想像するだけでも…胸が躍る。]






６月22日（水）













　……………頭がガンガンする。……世界が……眩しい。……寒い。………痛い。

　様々な感覚が…次々と異なる感覚を目覚めさせていった。

　気付くと…俺は河原に俯せになって倒れていた。

　…全身のあちこちがものすごく痛い。あちこちの関節の皮が破れ、青くなったり赤くなったりして血を滲ませていた。……体を動かす度に走る激痛から、あちこちの骨が痛いたんでるのがわかる。

　…見上げて、俺が落ちた橋の高さを見た。………あそこから落ちたことを思えば、……再び目を覚ませたのは奇跡だろう。

　自分のすぐ近くに…子供が遊びで持ってきたのだろうか、…車から取り外されたらしい壊れたシートがひっくり返っていた。

　……ひょっとして、…こいつがうまい具合に下にあったお陰で、俺は即死を免れたのかもしれない。…奇跡だった。

　もっとも、その奇跡が幸運なのか不運なのかは…わからない。

　死に損ねた以上、……俺はまだ、この狂った世界にいるからだ。

　………俺はどのくらいここで気を失っていたのだろう。

　…日はまだ高く、あれからほんの一～二時間しか経っていないように見える。…だが、体のだるさを思うと、とても一～二時間しか経っていないとは思えない。……気分的には、十年もここで眠っていたような感覚だった。

「………い、…………いてて………………。」

　体の感覚が戻れば戻るほど…、全身の痛覚が目覚めていった。……いっそ起きなければよかったと思うくらいに痛み出す。

　……医者へ行かなくちゃ。…そうだ、…監督の診療所へ…。

　監督の診療所、という単語から………、次々と…思い出さなくてもよかった記憶が蘇っていく。

　沙都子は、もう橋の上にはいない。

　…さすがにもう、雛見沢に帰っただろう。そして、服を着て診療所に行って診察を受け、……俺の様子がおかしいことを告げるだろう。警察は俺を、待ち受けているに違いない。

　叔父殺しが今度こそバレて逮捕か、それとも今度こそ精神病院送りか。

　………でも、…どちらでもいいと思った。

　この全身の痛みを止めてくれ。…そのあとは煮るなり焼くなり好きにしたらいい。

　足を引きずりながら…俺はひょこひょこと歩き始める。

　沢を下り、…獣けもの道みちのような林道を抜け……。…見知った道を求めてでたらめに歩く。

　…その内に…ようやく馴染んだ道に行き当たり…、俺は診療所を目指して歩き出す。………家でなく、…俺を異常者扱いしてくれた診療所へ、だ。




　………蒸し暑い。……風もなく、空気もよどんでいた。

　さっきからずっと…卵を煮焦がしたような嫌な臭いがしつこく鼻を突き、顔をしかめさせる。

　……そして今頃になって気付く。セミの声がないのだ。

　こんな静寂に包まれた雛見沢は初めてだった。…こうして思い返すと、朝は小鳥がさえずり、昼はセミが賑やかに鳴き、夕暮れにはひぐらしが合唱する雛見沢のなんと賑やかだったことか。

　虫の声ひとつ聞こえない。聞こえるのは、風が梢を擦り合わせる時のざわざわという音だけ。…………こんな静けさは初めてだった。

　その唯一の音を聞かせてくれる木々も、どこか精彩がない。

　木々は黄色くなり、路上に季節外れなたくさんの落ち葉を落としていた。…路ろ肩かたにたくましく生えているはずの雑草ですら、黄ばんだり赤茶けたりして勢いをなくしていた。

　………日差しだけが、俺の知っている六月の雛見沢なのに。……まるで、季節がまるごとずれてしまったかのような錯覚。

「…………………………………。」

　そんな落ち葉や朽ちかけた雑草を見ていると、小さな昆虫たちが何匹か、仰向けになって転がっていた。……ぴくりとも動かない。

　死骸だった。………よく見れば、その死骸はあちらこちらにバラバラと散らばり、…まるで子供が標本に集めた虫をバラ蒔いたかのようであった…。

　……この異臭は…何なんだろう。卵を煮焦がしたような…嫌な臭い。

　…そしてたくさんの虫の死骸と、季節外れの落ち葉を散らす木々。……………除草剤とか殺虫剤でも散布したのだろうか。……学校なんかでも、年に一～二回、殺虫消毒とか言って薬で虫を燻いぶり出すというし…。

　さっきから、こんなに明るいのに誰とも行き会わない。真まっ昼ぴる間まなのに、……まるで深夜を徘はい徊かいしているような錯覚に陥ってしまう。

　こんなに表が臭いなら、誰も表なんか歩きたくないに決まってる。………一体、何だというんだろう、…これは…。

　…………………何の音も、雑音も、息吹も聞こえない…静寂の雛見沢。

　ここを曲がれば、……もうすぐ、学校が見えてくるはずだ。…なのに、何のざわめきも聞こえない。……子供独特の騒ぎ声も奇声もない。…………ただただ、…静かだった。

　その静けさを、無関心を装って無視するのにも…そろそろ耐え難くなってきた頃、…学校が見えてきた。

　そこで、俺はようやく音を聞くことができた。……それは、何台かのトラックの音だった。

　何台かの車高のとても高いトラックがアイドリング状態で校庭に停車しているのだ。そして十人くらいの、…雨ガッパの作業員がその荷台から荷降ろしをしていた。…俺みたいなラフな格好でも蒸し暑いと思うのに…あれではたまったものではないだろう。

　……そうだ、思い出した。うちの学校は営林署の建物を間借りしてるんだもんな。…校庭に営林署のトラックが入って作業をしてても、何の不思議もないのだ。

　…そもそも、……営林署の人って、どんなことをする仕事なんだろう。………こんな暑く、…嫌な臭いが充満する中でも働かなくてはならない彼らが気の毒だった。

　彼らは、トラックに積まれたカラフルな積荷を次々に校庭に並べていた。

　荷物は……色とりどりのツギハギみたいな袋に入った、結構大きなものだった。しかも重いものらしく、二人一組で運んでいる。

　それを、まるで魚うお河が岸しのまぐろ市場のように、整然と並べているのだった。

　そのまぐろがいくつもいくつも何百も、…結構広い校庭全体にぎっしりと広がっていた。

　…全身が痛むのもしばし忘れ、……俺はこの初めて見る営林署の大仕事に目を奪われていた…。

　ぼー…っと、校門前に突っ立っている内に、…校庭のずっと向こうで働いている雨ガッパの人たちが俺に気が付いたようだった。……俺を指差して、盛んに言葉を掛け合っている。………仕事の邪魔をするなと怒られるな…そう思い、足早に立ち去ろうと思った。

　その時、後ろからトラックが二台やって来た。俺が道を開けると、校庭に入っていく。……荷台にはシートがかぶせられているが、積荷は満まん載さいであることがわかった。

　……そのトラックが通り抜ける時のものすごい汚臭に鼻が曲がりそうになる。……それはさっきからの焦げ卵の臭いとはまた異なる…蟹かに味噌を腐らせたような最低の臭い。

　何なんだ一体…。……今日は何だってこんなに異臭や悪臭ばかり立ち込めてるんだ。

　その時、通り過ぎるトラックの横腹に書かれた白い文字の一部が目に飛び込んだ。

　『陸上自衛隊』

　……………え？　自衛隊って…？　そんなのが、何で校庭に…？

「おい君！　どこから入ってきた⁉」

　突然、後ろから俺は肩を強く叩かれた。

　振り返ると…幌ほろを被かぶった自衛隊のジープが停まっていた。…その自衛隊の人は緑の雨ガッパのようなものに、映画で見たような防ぼう護ごマスクを被り、ボンベを背負っていた。…肌の露出は一切なく、その身なりはとても異様だ。

「…………どこから入ってきたって、……いてててて……。」

　しゃべろうとしたら、頭の傷が引きつって痛んだ。…その仕草を見て、自衛隊の人たちが顔を見合わせていた。……表情はマスクで全然わからないが、…驚いているように見えた。

「君は雛見沢の住民か？　住所と名前は言えるか？」

「…………一応、ここに住んでますけど。…名前は…前原、圭一です。…あ、住所は、鹿骨市雛見沢ＸＸＸ番地…。」

　俺が躊躇なく名前と住所を言い出したのを見て、ジープから様子をうかがっていた自衛隊の人が、無線機にしゃべり出す。

「…本部、応答願います。本部、応答願います。４０２、生存者発見。繰り返す、４０２、生存者発見。場所は営林署入口前。」

『本部了解。生存者を至急保護されたし。生存者の容態は。』

「生存者は健在。全身に外傷を認められるも、生命に支障なし。自立歩行可能。これより保護し本部へ送致します。」

　………警察に世話になる覚悟はあったが…、…自衛隊にとは……。…さすがに行き過ぎだと思った。

　彼らに促されるまま、ジープの後ろに乗せられる。それから…みんながしているでっかい防護マスクを被るように指示された。…大人しく被ると、それを隊員の人がいじり、バンド等を留めてぎゅっと締めてくれた。

　……重くて視界が狭くて、暑くて息苦しい。…レンズごしに見る世界は…それだけで現実感が喪失していた。自分の呼吸音が、コーハー、コーハーと、まるで怪物の息吹のように聞こえた。……何が何やら…もう本当にわからない。

　俺のマスクを調整している隊員の人に…恐る恐る聞いてみた。

「……あの、……すみません。………何かあったんですか……？」

「君はどこにいたんだ？　何をしていたんだ？」

　…質問に質問で返されると困る…。聞きたいのはこっちなのに…。

「………ずーっと山に入ったところにある吊り橋から…落っこちて。……河原で、多分気絶してました。……今日が何曜日かもよくわからないです。」

「今日は昭和五十八年の六月二十二日。水曜日だ。」

　…驚く。……俺が沙都子に突き落とされたのは、二十一日の火曜日。……つまり俺は…あの河原でたっぷり丸一日は眠っていたのだ。

「……改めて聞きますけど、…何があったんですか？　何で自衛隊が来てるんです？　何かの訓練ですか？」

「…………………………………。」

　……俺の質問は、そんなにも世間ズレしていたのだろうか。…隊員の人たちは応えてくれなかった。

　運転席でさっき無線とやり取りをしていた隊員が、車のラジオをつけた。…チューニングを合わせ、どこかの放送局につなぐ。……聞きなれたＮＨＫのアナウンサーの声が聞こえてきた…。




『…より首相官邸で行なわれました。記者団からの、自衛隊の災害出動が迅速に行なわれなかったことが、前例のない未み曾ぞ有うの大災害に直結したのではないかとの質問に対し奥おく野の官房長官は、次のようにコメントしました。』

『～でありまして…、県知事からの派遣要請を受けて、迅速に対応したものと思っております。』

『と、このように述べ、要請を受けてからの自衛隊の出動は迅速であった。むしろ県側の事態把握に遅れがあった可能性を示し唆さしました。そもそも自衛隊の派遣を要請した県知事は、災害発生から前例のない大災害であることをいつ認識できたのか。そして災害派遣要請までに、いわゆるお役所的なタイムロスが生じ、被害の拡大を招いたのではないか。今後の究明が待たれています。』

『首相官邸より報道部の緒お方がた記者がお送りしました。さて、ここでもう一度、災害発生からの行政の対応を振り返ります。』




　六月二十一日から二十二日にかけての深夜未明。鹿骨市雛見沢にて大規模な災害が発生。

　詳細はまだ究明されていないが、雛見沢地区の某所から猛毒の火山性ガスが噴出。比重の重いガスが溢れ出し、ガス流となった。

　ガス流は沢沿いに下り、雛見沢地区を直撃。数時間をかけて全地区を覆った。

　時刻は深夜。午前二時～四時。雛見沢地区の全戸、全世帯が罹り災さい。住民のほとんどは睡眠中で、災害に気付くことなく死亡したと推定。

　深夜の就寝中の大災害が、その発覚を遅れさせたのである。

　…だが、その災害に気付ける小さな機会もあった。

　午前三時。興宮の新聞販売店が、朝刊を運ぶ車を雛見沢地区の出張所に送っていた。

　いつもなら到着すると伝えてくる事務連絡の電話が、その日に限り、なかった。

　新聞販売店店主は電話を繰り返すが、応答がない。

　様子を見てくるように、長男を向かわせたが、これも音信不通になった…。

『…非常に悔やまれています。この時点で警察か消防への連絡があったなら、事態はもっと改善されていた可能性が高いでしょう。少なくとも、村全滅という惨さん劇げきは免れた可能性があります。』




　午前六時。雛見沢地区に近い興宮地区の住民から、卵の腐乱臭、めまい・吐き気・頭痛などを訴える１１９番通報が続々と入った。

　消防指令部は同様の通報が同時多発的に、限定された地域から発生したことから、化学薬品を積載したトラック等の事故によるものではないかと推測、地元警察に通報した。

　午前六時半。雛見沢地区に巡回に向かった警けい邏ら車から、卵の腐乱臭を伝える連絡を最後に通信途絶。地元警察は致死性の高いガスによる広域災害の可能性があるとして、午前七時十五分、県と県警本部に通報した。

　午前八時。知事は近県へ視察旅行中であったため、規定に従い県環境防災部長が臨時の本部長となり災害対策本部を設置した。だが、知事への連絡が付かず、その対応は遅れに遅れた。

『近年、市民団体によって指摘されていますが、議員待遇者との視察旅行は完全に親しん睦ぼくを目的にしたもので、酒宴三ざん昧まいだと噂されています。近い筋の話では、知事は徹夜で飲んだくれて、泥でい酔すい状態で就寝していたそうです。環境防災部長から電話があった時も泥酔していて、まったく取り合ってもらえなかったのだそうです。』

　こうして行政は、知事が事態を把握し、酔いから醒めるまでの約一時間の間、情報収集に徹するのみとなってしまう…。

『知事は言うに及びませんが、知事不在時には本部長を務めることになる環境防災部長にも、怠慢の責任が問われるでしょう。また県としても大災害を想定したマニュアルが用意されておらず、対応が常に後手に回ってしまったのが致命的でした。』

　午前九時十二分。県警本部の助言を受け、県知事は自衛隊に災害派遣を要請。ガス防護の装備を持った化学防護隊が到着した時には、災害発生から実に八時間以上が経過していた…。

『とにかく、深夜の就寝中というのが不運でした。同じ災害でも日中に起こっていれば、まったく違ったでしょう。』

　雛見沢地区の全世帯が、全滅。

　犠牲者は千人以上。自衛隊が現在、被害状況を確認中だが、その結果さらに犠牲者数は増えるものと予想される…。

『スタジオにはゲストとして、火山災害にお詳しいＸＸ大学教授の藤ふじ原わら先生にお越しいただいております。…先生、このような恐ろしい毒ガスが突然噴き出すようなことはあるのでしょうか。』

『火口部に限定して申し上げれば、決して珍しいことではありません。火山大国日本にはたくさんの活火山がありますが、それらの火口部はいずれも危険なガスの噴出する危険性があり、一般登山者も火口部周辺には立ち入らないのが一般的です。』

『では今回、雛見沢地区を襲った卵の腐乱臭のするガスというのも、火口部では一般的なガスということですか？』

『卵の腐乱臭という特徴から、恐らく火山性ガスの中でも事故例の多い硫りゅう化か水素によるものだと考えられます。高い濃度であれば、非常に危険なものです。』

『雛見沢地区は火山の火口部とはまったく縁遠い場所にあるわけですが、そういった火口部でない場所にもその硫化水素が発生することがあるのでしょうか？』

『詳しいことがわかっていないので、まだはっきりとしたことは申し上げられませんが……。外国の例で、温泉の地下のマグマ溜りからガスが噴出したという記録があります。極めて希少な例ですが、必ずしも火口部でなくても発生の可能性はあるということです。』

『先生、ありがとうございました。…今、防衛庁から発表があった模様です。防衛庁の森もり川かわさん？』

『ハイ、防衛庁です。先ほど防衛庁は雛見沢地区ガス災害の主原因となった火山性ガスについて、陸上自衛隊化学学校での分析の結果、二酸化炭素と硫化水素の混合ガスによるものだったと発表しました。』

『森川さん、そのガスは依然として噴出を続け、周囲に拡大しているのでしょうか？』

『現在、雛見沢地区で救助活動に入っている自衛隊第十師団の報告として、ガスの濃度は徐々に薄まりつつある。これ以上の被害の拡大はないと発表しました。ですが、依然、雛見沢地区は危険な状態にあることには変わりなく、今後も注意深く監視を続ける必要があるようです。』

『防衛庁から報道部の森川記者がお伝えしました。続きまして、避難を余儀なくされている興宮地区住民の模様をリポートします。現在、避難所のひとつとなっている下しも篠しの崎ざき小学校に報道部の……、ザザ、……者が…ってい、…ザザ…ザ、』




「………………なんですか、……………それ。」

　ガタンゴトンと粗い路面に跳ねるジープの中で、…俺の呟きに応えてくれる人はいなかった。

　未曾有の大災害により、……雛見沢が…一夜にして滅んだって…？

　雛見沢って、どこの村だよ。…きっとどこかの遠い山奥のことだろ…？　ラジオに出てくる地名なんていつもそうだ。…どこのことやら、…わからない…聞いたこともない地名ばかり………。

　全滅…？　全滅って、どういう意味だよ…？　よく…死者何名、負傷者何名なんて言うだろ…？　生きてる人は何人いるんだよ？　みんなは…どこへ避難してるんだよ…？

　やがて、前方に見えてきたのは…監督の診療所だった。

　診療所の国旗掲揚のポールに旗がかけてあるとこなんか初めて見た。……日本の、日の丸の国旗がくたびれたかのように垂れ下がっていた…。

　診療所の広い駐車場には自衛隊のテントがたくさん張られ、物々しい車両が何台も停められていた。

　ジープが来たことを認めると、診療所の中から防護マスクを着けた白衣の人たちが担たん架かを持ってバラバラと走ってくる。

「もう大丈夫だよ。具合は？　歩けるかい？」

「…………歩けます。…いてて……。」

　いてて…なんて言ったばかりに、彼らは俺を無理やり担架に横たわらせた。……医者らしい人が無線機で俺の様子を見ながら容態を連絡している。

「外傷多数。骨折もしくは内臓損傷の可能性大。頭部に大きな裂傷。瞳どう孔こう正常、眼底に出血なくも脳内損傷の可能性は否定できず…。」

　その時、…診療所の入口から、担架に横たえられた人たちが、俺とは入れ替わりに表へ出されてきた。…………服装の雰囲気から、雛見沢の住人、…犠牲者だとわかる。

　その担架はトラックの前に停められる。…二人の隊員の人が、肩と足を持ち、…まるで荷物みたいに…ひょいっと、トラックの荷台に投げ上げて……。

　…そこに積み上げられているものを見て、呆然とする。…自分の口はだらしなく開かれ、わけのわからない声が漏れ出す…。

「………わ、…………ああぁ……、……あぁああぁああぁぁぁあぁ………！」

　…トラックの荷台には、……人の体が、…累るい々るいと積まれていた。…そのあまりに荷物的な扱いが、……すでに骸むくろであることを悟らせた。

　その瞬間、…色とりどりのズタ袋を荷台に満載して………学校の校庭に…魚河岸のように並べられていた…あの光景が……蘇る…。

　何百という、………骸。…死体…死体…死体、…死体…死体…死体、…死体…死体…死体、…死体ッ[image: !!!]

「馬鹿ッ‼　犠牲者を粗末に扱うな！　彼は村の住民だぞ！」

　ズタ袋を運んでいた隊員たちがかしこまったように敬礼をして応えた………。




　……こんな狂った雛見沢なんか、死んじまえ。

　俺の、……最後の、……願いが、……またしても、…………かなったわけで……。

　…………もう、……わけがわからない……。…どうでもいい…。………俺が願って、…祟って、……それが次の日にかなうなら。…………明日の朝には俺を死なせてくれ。……そして、……早く、あの日から未だに終わらない狂った夜を、…終わらせてくれ。

「………⁉　おい、意識が喪失したぞ‼　患者の名前を呼びかけろ！　早くッ！」

「前原くん！　聞こえるかい⁉　聞こえるなら瞬きでいいからしてくれ‼　前原くん！　前原くん！　前原くん‼」

　急に、…世界がどうでもよくなる。…呼びかけにも興味は湧かなかった。

「呼吸が停止したぞ！　気道確保！　人工呼吸‼　絶対に生かせ‼　畜生畜生…‼　もうこれ以上、死者は御免だぞ‼　死んでもいい命なんかないんだ‼　殺すな！　殺すなぁあぁああッ‼」

　…耳元で、泣きながら怒鳴る男の声が聞こえる。

　彼の言った、………死んでもいい命なんか、ないんだという、心からの言葉。

　そんな、……すごくすごく、…当り前な一言が、…胸に染み入る。

　……沙都子を救うためでも、……人の命を奪うのは…誤りだったのかもしれない。

　…もし、…この大惨事が、……それへの代償なのだとしたら。……………そんなのってあんまりだろ、オヤシロさま。………………どうして、…俺だけにバチを当ててくれなかったんだよ…。

　……そう言えば、…沙都子、言ってたよな。

　本当のオヤシロさまの祟りってのは、…本人じゃなく、…本人の親しかった人から殺してくんだ、って。

　オヤシロさまの、……祟り。

　…俺の祟りでなく、オヤシロさまの祟りで滅んだと、……最後の最後で都合のいい言い訳。

　……………………担架に横になっているから、当り前なのだが…。……最後にひとつだけ気が付いた。

　……あぁ、……………今日はもう、……あのついてくる足音、………一度も……なかったんだな…。

　俺、……これで、解放されたんだ…。

　聞こえるはずのない、ひぐらしの泣き声が…頭の中にいっぱい広がっていく。

　その泣き声の合唱だけが、…俺への葬そう送そう曲だった。






エピローグ






　昭和五十八年六月二十二日未明。

　ＸＸ県鹿骨市雛見沢で、広域災害が発生。

　雛見沢地区水源地のひとつ、鬼ヶ淵沼より火山性ガス（硫化水素・二酸化炭素）が噴出し、村内全域を覆った。

　犠牲者二千余名。行方不明者二十余名。

　周辺自治体から約六十万人が避難する空前の大災害となった。




　その後の調査により、鬼ヶ淵沼の直下にマグマ溜りと温泉があることがわかり、そこより噴き出したガスが、災害の原因であると断定された。




　また、災害発生直後から、雛見沢の伝でん承しょうになぞらえてこの災害を「祟り」と騒ぐ者が続出し、初期の混乱を煽あおり立てた。

　雛見沢には、祟りがあると瘴しょう気きが湧き出して、村を滅ぼすとの伝承があったといい、学者からは過去にも同様のガス災害があり、それが伝承として残ったのではないかと指摘する声があがっている。




　一部の過激な週刊誌報道は、雛見沢で数年間にわたり起こっていた連続怪死事件の延長にあるのではないかとし、「オヤシロさまの祟り説」を煽り立てた。

　また、災害を免れた雛見沢住民の親類筋の人間たちが、災害後、体調不良を次々に訴え入院し、その一部が原因不明の病死を遂げた事も、それをさらに過激に煽り立てた。

　その上、オヤシロさまの祟りに取り憑かれたと自称する親類筋の何人かが奇怪な方法で自殺を遂げると、…もう全国に波及する衝撃には歯止めがきかなくなっていた。

　真夜中に音もなく忍び寄り、人々を殺してしまう恐ろしい毒ガスの妄想は日本全国へ飛び火し、不眠・呼吸困難・頭痛・めまい等を訴える人間を続出させた。中には取り憑かれたと自称し、奇行に走る者もいた。

　それらのほとんどは過激な報道による思い込みによるものだったが、…後にこれらの雛見沢大災害に起因する精神疾患を雛見沢症候群と呼ぶまでに至る…。




　さまざまな噂や憶測の的となった雛見沢地区は現在、封鎖され、その上空の飛行も禁止されている。

　ガスの濃度低下により、一度は封鎖が解除されかけたが、同年秋に再びガスの噴出が確認され、再び周辺一帯は封鎖された。

　現地には、生活の痕跡を残したまま、朽くちるに任せた村が、こんこんと眠り続けているという話である…。




　最終的な生存者は、雛見沢ＸＸＸ番地在住の男子、前原圭一（十Ｘ歳）のみ。

　救出時はガスによる呼吸困難で肺はい水すい腫しゅを起こしかけていたが、必死の救命活動の結果、一命を取り留めた。

　現在は県内の総合病院に入院している。

　連日取材陣が押しかけているが、一切の面会は謝絶されている。

　……彼が、雛見沢で何を見たのか。

　六月の二十一日から二十二日にかけて、雛見沢で何があったのか。

　今こん日にちでも彼は、黙して語ろうとしない…。






雛見沢大災害犠牲者リスト







富竹ジロウ（本名不明）

　昭和58年６月19日、村内にて自殺？　捜査は中断。

鷹野三四

　昭和58年６月19日、岐阜県山中にて絞殺。遺体は焼かれる。捜査は継続中。




大石蔵人

　昭和58年６月20日、捜査中に行方不明。捜査は継続中。

熊谷勝也

　昭和58年６月20日、捜査中に行方不明。捜査は継続中。




入江京介

　昭和58年６月21日、診療所内で自殺？　捜査は中断。

古手梨花

　昭和58年６月21日、神社にて他殺？　捜査は中断。




竜宮礼奈

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

園崎魅音

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

園崎お魎

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

北条沙都子

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて行方不明。

北条鉄平

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて行方不明。

前原伊知郎

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

前原藍子

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

富田大樹

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

岡村傑

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

知恵留美子

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害の避難中に事故死。

公由喜一郎

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害にて死亡。

亀田幸一

　昭和58年６月22日、雛見沢大災害の避難中に事故死。




葛西辰由

　昭和58年８月11日、収容先の病院にて死亡。

園崎詩音

　昭和58年８月27日、収容先の病院にて自殺。捜査は終了。




前原圭一

　昭和58年８月29日、収容先の病院にて自殺未遂。

　災害による重度精神障害と診断され、県内医療施設にて長期療養中。

　マスコミの取材要求は全て却下され、平穏な日々を送っている…。








未公開の録音取材







　平成十五年、晩夏。




　大阪府内に住むある老夫婦が、八年前に死亡した息子の遺品の整理中に一本のカセットテープを発見した。

　夫婦の息子（四十七歳・事故当時）は、平成七年に釣り船の転覆事故により行方不明となった。

　平成十五年をもって八年が経過し、心の整理をつける意味で息子の遺品の整理を始めた際、問題のカセットテープを発見する。

　故人は昭和五十年代後半から平成元年まで、過激な写真週刊誌に記者として勤務していた経験があり、この時の取材テープのひとつだと思われる。




　テープのラベルには、昭和五十八年十一月二十八日・前原圭一と記されていた。

　昭和五十八年六月に発生した、かの雛見沢大災害の唯一の生存者、前原圭一を取材した際の録音テープだと思われる。

　大災害を生き残り、謎に包まれた六月二十一日の深夜を知る唯一の人間として、当時多くの関心が集まったが、公おおやけの場で肉声で語ることは一切なかった。…ゆえに、このテープは極めて価値のあるものではないかと騒がれることになる。




（以下はテープの内容より文字を起こしたもの）




（録音スイッチ音）




「………何だか録音されてると思うと、すごくしゃべりにくいですね。」

「気にしない気にしない。ほら、こうすれば録音してるのも気にならないでしょ？」

（これ以降、急に録音状態が悪くなる。録音機に何か被せた？）

「じゃあ始めるね。…まず、最初の質問から。圭一くんは、あの大災害の夜、どこにいたのかな？」

「………神社から裏に抜けて…ずっと林道を進んで…。………吊り橋があるんですよ。山に入る少し前に。…そこから落ちて気を失ってました。」

「それは大災害の夜、つまり二十一日から二十二日にかけての深夜のこと？」

「………いいえ。二十一日の火曜日の朝です。それで、次の日の昼間に目を覚ましたわけですから……一日半はそこで気を失ってたと思います。」

「どうしてそんなところに？　誰もが持つ疑問だけど、当日は平日で、しかも落ちた橋は君の家と学校からは大きく離れているよね？」

「………………………………。」

「ざっくばらんに言って、君が大災害の発生を事前に知っていて、村から逃げる途中に吊り橋から落ちたんじゃないかっていう声もあるんだけど？」

「…冗談じゃないです。勝手なことを言わないで下さい。」

「私もずいぶんひどい言い分だと思うよ。気を悪くしないでね。……さて、次に圭一くんが落ちたという吊り橋なんだけど、…地図で言うとココだよね？　神社の裏から林道を抜けて至る吊り橋というのは。」

「………………多分。…俺も、あんまり行かないところなので自信はないですが。」

「ははははは。そんな行かないところにどうして平日の朝に行ったのか、疑問は尽きないけどなぁ。」

「…………………………………。」

「それで、……この、君が気絶していたという河原なんだけど、実はそれはありえないという噂は知っているかい？」

「…〝ありえない〟…。……また、……ありえない、…ですか…？　また…。まだ…。」

（しばらくの間、前原圭一は〝ありえない〟を何度か口ごもる）

「…どうして、…ありえないと？」

「火山性ガスが発生したのは鬼ヶ淵という沼なのは知ってるよね？　それで学者の先生が緻ち密みつな模型を使ってシミュレーションをしたら、興味深いことがわかったんだってさ。」

「………………………………。」

「例の火山性ガスってのは空気よりも重いらしくて、地形に沿って、低いところへ低いところへ流れ込む、水みたいな性質があるんだってさ。それで、発生源の鬼ヶ淵沼からそういうガスが噴出し、どれくらいの時間をかけて村を覆うかの実験がされたんだ。………そしたらさ。君が気絶していたという河原。流れ込むんだよ、ガスが。」

「…………よく言っている意味がわからないんですが。」

「つまり、君が本当にこの河原で気絶してたなら、君は丸一晩、猛毒の火山性ガスの中にいたことになるんだよ。だからつまり、君がここで気絶をしていた可能性は否定されたわけさ。」

「………………………………。」

「もっとざっくばらんに言うよ。私はね、…君がウソをついてるんじゃないかなぁって思うんだ。……君は大災害の時、安全なところに身を潜めていて、…ガスが薄れた頃合を見計らって村に現れて自衛隊の人に保護された。……どうかな？　図星かなぁ？」




（しばらくの間、記者は前原圭一をおちょくるように問い詰めるが、深いため息が聞こえるだけだ。）




「…………別に、仮にそうだったとしても、…俺は今さら驚きませんけどね。」

「驚かないとは、…どういう意味だい？」

「………あんたもさっき言いましたよね。〝ありえない〟って。……あの雛見沢では、ありえないことなんて、いくらでも起こるんです。…あそこじゃ、いないはずの場所に人がいる。死んだはずの人が生きてる。…そんなこと、珍しいことじゃないんですよ。……まさか、俺自身が、死んだはずなのに生きているってヤツを、…立証しようとはね、……はははははは。あはははははははは…はっはっはっはっはっはっは！」

「あっははははははは！　はっはっは…。」




（記者も前原圭一もしばらくの間、笑い合う。）




「じゃあ圭一くん、話を変えるよ。あの大災害が雛見沢連続怪死事件の五年目の祟りではないかという話には、どう思う？」

「いや、それはないですね。五年目の祟りは俺ですから。」

「え？　あははははは！　何のこと？」

「何のことって、……あんたの話に対する答えですよ。あの大災害は、…まぁ、言っても信じないでしょうけど。……俺が起こしたんです。……俺がね、…こんな村、丸ごと死んじまえって願ったから、起こったんです。」

「ははははは…。それは…豪快な話だね。」

「豪快？　…そういう面白い言い方もあるんですね…。確かに豪快だったかもしれない。鷹野さんも俺が殺せたし、監督も大石も俺が殺せた。…あの時の俺にはね、何か神かみ懸がかり的な力が宿ってたんですよ。………そう、…例えるなら、足音かな。」

「足音…？　って、…はははは、何だいそれ？」

「あんた、…足音を聞いたこともないんですか。…ぺたぺた。ひたひた。くっくっく。あんたも、今日からは歩いてる時、不意に立ち止まってみると面白いですよ。………それでね。…自分がちゃんと立ち止まったにもかかわらず、……足音がひとつ、余計に聞こえたなら、…………気をつけた方がいいですよ。……ふふふふふ。」

「あ…あははははは！　そ、そうだね、気をつけるようにするよ。はは、ははは！」

「…………そんなに俺、…面白いこと話してますか？　あんた、…さっきからへらへらと笑ってばかりですね…。……監督と同じだ。…俺のこと、同情したり話を聞いたりしてるふりをしながらその実、……人のことを異常者扱いしてる目だ。」

「はは、はは。…そんなことはないよ。ははは…。」

「いや、…俺にはわかるんです。あんたの目は監督と同じだ。」

「か、監督ってのは誰？」

「…………あの日以来、もう足音は聞こえない。…だから俺にはもう、あんな恐ろしい力は残ってないだろうけど。……今ここでもう一度、……あんたの死を願ってみるよ。俺に不愉快な話ばかりをするあんたの死を。…そうだな、今回はひとつ、死に方も決めてみようかな。………鷹野さんは焼け死にだったから、…………じゃああんたは逆に水だ。…水に溺れて死ぬ、ってのはどうだい？」

「……よしてくれよ、そういうの信じちゃう性質タチなんだ。」

「…絶好調だった当時の俺なら、次の朝までには必ず死んでる。………さてあんたは、…何日後に水で死ぬかな？　…ふ、ははははははははははははははは。…あんたも気をつけろよ。俺如キニ、祟リ殺サレルナ？　……はははははははははっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは




（前原圭一の笑い声の途中で録音は止められている。）









※編者注

　この録音テープが本当に前原圭一を取材したものなのか。疑問視する声もある。

　真偽を確認するため、前原家の親戚筋にテープの声を確認してもらったが、録音状態が明瞭でなく、またかなりの時間が経っているため、確認した親類が声を思い出せず、前原圭一本人の声であるとの確証を得ることができなかった。




　また、テープに記された十一月二十八日という日付にも疑問が残っている。

　なぜなら、前原圭一は災害から二ヵ月経った八月某日の自殺未遂を機に、精神障害が指摘され、医療施設に移送されていた。施設は一切の取材を許さなかったため、昭和五十八年八月以降の日付でマスコミのテープに肉声が残されている可能性は、極めて低いからである。

　ただし、記者は現役当時、非常に強引な取材方法で非難を浴びたことがあり、施設に不法侵入して前原圭一を強行取材した可能性も否めない。




　これは本当に前原圭一の肉声なのか…？　この録音テープの真偽は…未だ謎に包まれている。記者はこの取材から十数年後。平成七年八月に、テープ内の前原圭一の予告通り、水の事故、海難事故で命を落とすことになる。




　そして、前原圭一は……。




　取材の翌々日の昭和五十八年十一月三十日深夜。原因不明の高熱により急死した。

　急死する前日、ナースコールで何度か告げた不審な言葉が記録に残っている。




「足音が、またひとつ余計に…。」






〈ひぐらしのなく頃に　第三話～祟殺し編～　了〉







あとがき




「祟殺し編」での圭一の罪とはなんでしょうか？

『ひぐらしのなく頃に』という作品は、事件に対する主人公の立ち位置が「傍観者」「被害者」「犯人」の三つに分かれており、その三つがそれぞれ出題編の三編に対応しています。

「鬼隠し編」で雛見沢村に転校してきた圭一は、何がなんだか解らないうちに事件に巻き込まれてしまいます。「綿流し編」では直接的では無いものの、事件にかかわり犯人に襲われ。そして今回の「祟殺し編」では一転、自分が事件を起こし犯人になる……。

　このように、主人公の立ち位置を三方向から変えて物語を進めてきました。

　圭一は、「祟殺し編」で殺人を犯します。人を助ける為とはいえ、彼のとった選択は正しいものだとは言えません。しかし、沙都子のおかれていた状況と、彼の沙都子への想いを知っている人からすれば、圭一のとった行動は一概には否定できないものだったといえるでしょう。

　もちろん、殺人は犯罪です。

　けれど、彼がいかにして犯罪に至ったか。そこへ至る過程を理解する努力を我々は怠ってはいけないと考えています。

　これを〝理解〟し、読み解かない限り、私たちは何も学ぶ事は出来ないのではないでしょうか。

〝犯人を理解する努力を〟これも「祟殺し編」のテーマの一つなのです。

〝生まれたときから悪人〟そのような人間はいません。つまり、あなたが〝彼〟と同じ境遇だったなら……、あなたはどんな物語を紡いだのでしょうか？

　当時、そんなことを考えて、この「祟殺し編」を執筆していました。




　では。

　いくら正義であったとしても殺人が許されないものだったなら。

　今回、圭一はどのように沙都子を救うのが正しかったのでしょう…？

　それを考えていただくのが、今回の「祟殺し編」の置き土産になるかと思います。

　その答えは、将来の「皆殺し編」でお届けしたいと思います。





二〇一一年六月　竜騎士07
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。
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